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〈使いやすくコンパクトな、原寸専用機〉

c c-oo 1型

チ パ ク ロ ー ム / カ ラ ー コ ピ ー マ シ ンC C - OOl 型

・原 稿 最 大 サ イ ズ 8 4 ( 300哨 X 364哨 )

・ コ ピー サ イ ズ 8 4 、 A 4 、 8 5

〈立体模型もカラー模写〉

〈 チ バ ク ロ ー ム カ ラ ー コ ピ ー シ ス テ ム と は 〉

「ノマース」 、 「組 み 合せ 写 真 」 な ど 平面 原稿 の カ ラ ー コピ

ー は も ち ろ ん の こ と 、 従 来 に は な か っ た 資 料 サ ン プ ルの 、 立

体 物H も細部まで、 リア ル に 再 現 し ま す。

また、 ペ ー パ ー タ イ プ と フ ィ ル ム タ イ プ の 2 種 類 が あ りま す

の で 、 用 途 - 目的に応じてお選びくださし、。

〈縮小. l 1l i 太〉、立体物も手軽にコピーが可能

C C - 0 0 2型

チ パ ク ロー ム / カ ラ ー コ ピー -v y ンC C - 002型

・原 稿 最 大 サ イ ズ A 2( 594叫 X 420哨 )

※ コ ピ ー 倍率 原稿 の 叩 % - 150% まで 無 段 階 に

縮 小 . j広大

・ コ ピ サ イ ズ A 3 、8 4 、A 4 、8 5

(仕 上 り 最 大サ イ ズ は A 3 )  

- カラーコピーサービスのご用命

チパクロームカラーコピーマシンのお問い合わせは
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4 通常総会開催通知

昭和55年度第 l 回通常総会を下記のとおり開催いたします。

つきましては、本務ご多忙のところまことに恐縮とは存じますが、

何卒ご出席下さいますようお願い申し上げます。

記

社団法人日本建築協会

会 長 塚 本 猛 次

と き 昭和 55年 6 月26 日同 4 時半 - 5 時

ところ 日本建築協会 4 階集会室

ぎだい 1 . 昭和54年度 ・ ｪＧｾ 業報告承認の件

2 .  11 決算報告主主認の件

3 . 昭和55年 度 収 支 予 算 承 認 の 件

司会員の受章

このたび下記会員の方々が、それぞれ表彰を受けられましたので、

ここに誌してその栄誉をお慶び申し上げます。

春 の 叙 "WT.

勲 一 等 瑞 宝 章 前 田 敏男氏( 元京郷大学総長)

勲 三 等 11 田 辺 三 郎 氏 (f ' } t 禁制陶会長}

% . ! < 四等旭日小綬章 岡本 繁一氏( 元近儀電気工 '1>社長)

11 瑞 宝 章 山 田 義行氏( 元竹中工務庖専務取締役)

勲 五 等 双 光 旭 日 章 越智 降 H肯氏( 高崎強烈1"務所相談役)

11 端 宝 章 聖子村 香随氏Ｈ野村 ｩｬｬ 築設 ［ｾｩＭＢｾ｜Ｎ 務所長Ｉ

口口口口口口口口白口口口口口口口口口口口口口口口口口口

日本建築協会会告

4 建築設計と省エネルギーに関する研修会

一 一建築計画に於ける省エネ法案の実践的対応一 一

1973平の石油ショ y ク以来、省エネルギーの問題が各方面で論議

されてきましたが、建築に関する分野においても、昨年 6 月「エネ

ルギー使用の合理化に関する法律j が制定され、更に本年 2 月「建

築主の判断基準j と「設計及び施工の指針」が建築設計の基準とし

て具体化し、この 6 月から実施に移される$ - になりました。

この法律によりますと、住宅と延商械3 ，000m' 以上の事務所建築は

すべて定められた省エネルギーに関する性能以上のものとする必要

があり、確認申請時にこれらに関する計算書を提出することが義務

付けられました 。

昨今、同法律の内容や計算方法について全国的に説明会が開催さ

れていますが、本会でーは特に今直面しているエネルギー問題の実態

に関する講演と、この法律への対応を、計画段階におけるトライ ・

アンド・エラーの問題としてとらえ、実務的なレベルで、基準値の

具体的な把濯をしていただくための研修会を企画いたしました。

多数のご参加をお待ちしております。

日 時 昭和55年 7 月 3 日t木) 開場13 :  00 

開会13 :  30→閉会17 :  30 

会 場 大阪府立労働センタ- . 6階 ・606号室

( 大阪市東区京僑 3 丁目 15番地 ・づ民1. 06- 942- 0∞1) 

ただし、天神僑南諸近畿郵政局の車協リ 地下鉄谷町線 京阪電鉄「天満

栂釈」より西へ約 400m. あるいは‘ 地下鉄堺筋線 京阪電鉄 f北浜駅J

より東へ約500m南側

定 員 50名

参加会費 会 員 4. 000円 )

^  =  L O  _  ｾｾｾｾ＠ ｾ 当日受イすにていただきます。
会員外 5，000円 J ( テキスト代含む) 。

プログラム及講師

13 :  30→14 :  30 i 深まるエネルギー制約とその対応J

大阪大学工学部教校工学博士 鈴 木 畔 氏

14 ・30→17 ・00 i 省エネルギ一法に対する建築設計者のための実

践的対応」

( 悌竹中工務信設計部市IJ 部長 池 山 壮 一 郎 氏

17:  00→ 17 :  30 質疑応答

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 名に l 枚限りとし、氏

名 ・年令 - 勤務先名・所属部課名 ・連絡電話番号 ・返信用

宛先名 ・郵便番号を記入し「建築計画と省エネルギー研修

会J と明記の上、昭和 55年 6 月25 自体) までに建築協会事業

課( 大阪市東区北浜 3 - 37 ) へお申込み下さい。

樹・ はがきには必ず会只 ・会只外の区別をご記入下さい。

定員を超過した時は、会只を優先向上抽せんにて決定しお知らせします。

・今回に隙 1) 当日欠席きれても会刊のご負飼を願います。都合で欠席される万は、必

ず代人をお立て下さい.

1  
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4 播磨・中国路を訪ねて… …

「姫路、倉敷新斤舎と柳田園男記念館、童文・永富邸、重井医学研究所附属病院の見学」

近 年 、 地 方 都 市 の 発 展 は 著 し く 、 急 げ さ な 人 口 増 加 に 伴 い 、 新 庁

舎 の 建 設 計 画 が つ ぎ つ ぎ と 進 め ら れ て お り ま す 。

今 回 、 見 学 企 画 を し ま し た 姫 路 市 、 倉 敷 市 の 両 市 庁 舎 も 、 市 民

の サ ー ビ ス セ ン タ ー と し て 、 機 能 的 、 合 理 的 に 迅 速 な 事 務 処 理

が で き 、 か つ 働 〈 職 員 の 健 康 管 理 も 配 慮 、 さ れ た 近 代 的 な 建 物 で 、 そ

れ ぞ れ の 街 の 地 方 色 が 伺 わ れ る デ ザ イ ン と と も に 、 敷 地 内 の オ ー プ

ン ス ペ ー ス も ゆ っ た り と し た 縁 に つ つ ま れ 、 良 環 境 の 恕 い の 場 を か

ね て 、 緑 地 帯 、 駐 車 場 の 設 置 な ど 、 市 民 の 利 用 に も 充 分 に こ た え ら

れ る も の と し て 建 設 さ れ て お り ま す 。

こ の た び 、 上 記 両 市 庁 舎 を 中 心 に 、 昨 年 3 月 に 優 秀 建 築 物 と し て

岡 山 市長 よ り 表 彰 さ れ た 重 弁 医 学研 究 所附 属 病 院 、 重 文 ・永富邸、

柳 田 園 男 記 念 館 な ど を 1 泊 2 日の 愁 親 を か ね た 見 学 会 と し て 催 す こ

と に い た し ま す 。 宿 舎 は 、赤穂御崎の突端にある鹿島建設研修センター

を利 用 さ せ て い た だ く こ と に な り 、 久 び き の 初 夏 の 1 泊旅行です。

貸切 パ ス 、 宿 舎 の 都 合 で 定 数 に 制 限 が あ り ま す か ら 至 急 お 申 込 み 下

きい。

今 回 は 姫 路 、 倉 敷 両 市 役 所 に オ ー プ ン 直 後 の ご 繁 忙 中 を 特 別 の ご

厚 意 で 見 学 許 可 を い た だ き 、 重 井 附 属 病 院 も 開 業 中 を 特 に 見 学 で き

る こ と に な り ま し た 。 ま た 、 鹿 島 建 設 側 、 鮒 藤 木 工 務 庖 、 制 大 林 組

・鮒 大 本 組 共 同 企 業 体 に 多 大 の ご 協 力 を い た だ き ま し た 。

日 時 6 月 6 日 幽 ・7 日仕) ・ l i 白2 日 、 時 雨 不 問

集 合 6 日 幽 8 :  45→ 解 散 7 日 出18 : 30ごろ

( 全行程貸切ノ〈ス利用)

集 合 場 所 阪 急 パ ス 「 有 馬 ゆ き 急 行 パ ス 発 着 場 」 付 近 ・目 標 会 旗

た だ し 、 大 阪 ・ 梅 田 ・ 新 阪 急 ホ テ ル の 裏 側 、 映 画 館 「 阪 急

プ ラ ザ 」 の 正 面 入 口 の 前 方 す ぐ 。

定 員 35名 ( パ ス l 台)

主な見学先の概要 ｾ + +  

- 柳田園男・松岡家顕彰会記念館 - 重要文化財・永富邸

参 加 会 費 会 員 10，000円 } パス代、宿泊費、昼食( 2 回) 拝観料、その他

会 員 外13，000円 J (gl) に補助いたします)

主 な ス ケ ジ ュ ー ル と 見 学 先

〈第 1 日 ・9 :  00大阪出発〉

見 学 先 ① 柳 田 園 男 記 念 館

( 昼食 ・姫 路 市 庁 舎 食 堂 )

② 姫 路 市 新 庁 舎

③ 重 文 ・永 富 邸

( 宿舎 ・赤 穂 市 御 崎町 、 鹿 島 建 設 関 西 研 修 セ ン タ ー )

〈第 2 日 ・8 :  30宿舎出発〉

見 学 先 ① 重 井 医 学 研 究 所附 属 病 院

( 昼食 ・ア イ ピ ー ス ク ウ エ ア 、 自 由 行 動 ・倉 敷 散 策 )

② 倉 敷 市 新 庁 舎

15  :  00倉 敷 出 発 →18 : 30ご ろ 大 阪 芳 ・解 散

申 込 往復はがきに限ります。 l 名 1枚 に 氏 名 ・性 別 ・年 令 ・ 勤 務 先

名 ・役 職 ・現 住 所 ・連 絡 電 話 番 号 ・返 信 用 宛 先 名 ・郵 便

番 号 ・会 員 、 会 員 外 の 区 別 を 必 ず 記 入 し 、 「矯磨 ・中 国

路 を 訪 ね て 」 と 明 記 の 上 、 5 月 30 日 幽 ま で に 建 築 協 会 事

業 諜 へ 。 た だ し 、 定 員 超 過 の 時 は 会 員 優 先 に て 抽 せ ん の

上 お 知 ら せ し ま す。

〔備考) (1) 1泊旅行のため、往信用ハガキl e般事項は、上紀申込みの通り 、必ず全部

こ'I e入下さい。

(2)宿舎は 1 変約 4 名程度になります。部屋割 リについては恐縮ながら事務局

にご一任願います。

(3)詳細スケジュール、 参考資料その他は参加者に当日お渡しいたします。

(4)会費は集合所にていただきます。

(5)お申込みされて参加征到着後 6 月 4 日以降の究席は欠席負担金 ( 10，000円)

を申し受けます。ただし、代人でも可能ですが、その場合は必ず 6 月 3 日

(:k) までに事喋楳へ電話連絡を願います。無断士席は厳禁。

申込先干541 大阪市東区北浜 3 - 37 日本建築協会事蝶蝶

‘ ー‘ t +.
+ + +  

・重弁医学研究所附属病院 一腎臆病センタ一一

日本民俗学の自1) 始者としてひろく業紙を認められている

柳田園男氏の生誕 100年を記念して、昭和50年に顕彰会が

氏の生家 松岡家の保存とともに建設された記念館で、同

家でそれぞれの分野で大成された松岡兄弟の秀れた業総を

後世に伝え、さらに地域の教育、学術への寄与、文化振興

を計る目的で一般に公開されている.

元鹿 };]j 建設株式会社会長、鹿品守之助氏町生家である. か

つて新庄家の大家といわれた寝袋であり、文化・文政以後

は典担的な地主屋敷を備えた建物で、その時代の原型を銭

している. 面械は本屋495m' . 長屋門、土蔵その他のl附属家

があり、また進をへだてた前に隠居所「春乃l l . J がある。

ill ; l 村附属病院は、先に完成している医学研究所縦と併せて

高度の医療総設を備えた民間経営としてはまれにみる高次

元の建物で、岡山と倉敷のはほ中r . 1 I の松林を背景にした眺

望のすばらしい丘陵地という! J ! . まれた敷地内にあり、自然

環境を重点とした建物の配置。白亜の病院といわれる周辺

の緑に調和した白色タイルを基調としてまとめた外鋭。

屋上庭聞や人工池を配した中庭などが‘ 内部同病棟名階に

設けられている眺望の視野の広いパブリックスペースなど

とともに盟、者に心の安らぎと潤いをもたらすように配r&. さ

れており、絡調高い医学研究所並びに腎臓病め専門病院と

して、今後の発展が期待されている.

特に外l l I . は簡素な形態ながらも、秀れた l正による総貼り

の味わい深いものである。

所在地 兵庫県神崎郡福崎町西田原

・姫路新庁舎

2  

所 在 地 姫 路 市 安 凶 5

設 計( 附安井控築設JI"J 長務所

監 理姫路市新庁舎建設技術初当

側安井主I ! 築設J1" ')I 務所

施 工 本 館 鹿 ):al! 設株式会社

別 館 側 布l' 崎組

構造JJH且 (本館) 鉄竹鉄筋コン? ' ) ート泣

敷地 I師側 31， 60001'  

悶} 仙東地下 1 階、地上]01滑

111府 煉 地 下 l 階、地上 4 階

建築而梢 (本館) 5. 58401'  

延 l車両被 (  1 1 )  34 ，482111'  

軒 高 ( 1 1 )  44. 9m 

工 l悶昭有153年 1 月 14 日→昭和55年4 月15 日

痘盈

所在地兵崎県揖保剖l揖保川町新在家

貫井医学研究所附属病院

- 倉敷新斤舎

所イ¥' J也 合般市西中新聞640

J品 川 ( 仰 れliillill 築 'J¥. 務所

監 理 倉 敷 市

側首li 辺 住 築'1' 務所

地 工 ( 他築) 附大林* J l 、附大本組共同企業体

構造脱悦町IMl 車 鉱 ff 鉄筋コンクリート造、地下 2 附

地上10附

f1¥;府隙 鉄筋コンクリート造、地上 4 階

向 き 荷 崩 悼 66. 88 m ( シンボルタワ)

軒 高 高 層 械 42. 26 m 

11¥; lMl !ll 19. 08m 

般 地 問 検 67. 057m'  

挫築面術 7，099m'  

延床面111 34 ，216m'  

工 JUI 昭和53年9 月 5 日→昭相55年5 月31 日

ＺｾＮ剖争ＫＫＫＫＫ‘怜 . .  衿‘ ". .

所イf J也岡山市山田 2117

設IH施工 ( 附繰本工務盾合リ民主/ ，苛

構造胤快欽ff 鉄筋コンクリート造

( 荊削引 地下 11-曹、地上 6 階 l 部I1i' M イ・I

長I!築I師般病院出 2. 634. 40ni 研究所側・ 751. 1001'

延床耐械病院械 7. 352. 8001' 研究所械 2 ，142. 65m'

工 JUj ( 網開制昭和53年J l 月14 日→l昭和54年9 H3 0 日

a臥

‘.，.同. . .  衿‘ 長



4 大阪駅前第 4 ビルの見学会 (1)  

( 大阪駅前市街地改造事業第 4 棟新築工事)

大阪駅前に順次建設されている大型高層ビルのうち、 4 棟自の建

物が躯体工事もほぼ完了し、現在外装 ・カーテンウオール工事の最

中です。

この建物は、大阪市が駅前市街地改造事業として計画された最後

の建物で、 4 棟のうち 2 番目に高い超高層ビルです。

すでに昭和45年 4 月に第 l 棟が完成し、 51年 11月に第 2 棟、昭和

54年 11月に第 3 棟が、それぞれオープンし、大阪釈前南半分の約 6

ヘクタールの地区は、御堂筋にそった 2 0 mに及ぶ幅広い緑のプロム

ナードの建設とともに、大阪の表玄関にふさわしい機能的で快適な

商業地区の改造に、最後の工事が進められております。

本会では、大阪市都市再開発局のご厚意で、第 l 棟より順次見学

会を催してきましたが、今回も大へんご繁忙の中を特別のご配慮に

より、第 4 棟の工事現場の見学をさせていただくことになりました 。

多数ご参加下さい。

なお、このたびは附東畑建築事務所並びに鹿島建設鮒、フジタ工業

側、制浅沼組共同企業体のご協力をいただきました。

日 時 6 月 24 日( 火) 集合13 :  30→解散16: 30 

集 合場所 駅前第 3 ビル ・1 階北似IJ アーケード中央付近 ・目標会旗

ただし、国鉄 ・大阪駅前から広い通りを南へ200m左曲1) の第 2 ピルの隣の一番高いヒソレ。

定 員 50名

参 加 会費 会 員 500 円 1

1当日受付で徴収

会員外 700 同 l

申 込 往復はがき 1 名に 1 枚限りとし、氏名・勤務先名・連絡

電話番号 ・返信用宛名・郵便番号を記入し、 「大阪駅前

第 4 ピル見学」と明記の上 6 月13 日幽までに日本建築協

会事業課へ。ただし定員を超過した場合は会員を優先の

上拍せんにて決定してお知らせします。

〔大阪駅前第 4 ビル工事概要〕

建 築 主 大 阪 市

建 設 地 大 阪 市 北 区 梅 悶 1 丁

目11

設 計 監 理 大 阪 市 部 市 再 開 発 局

附束畑建築ＺＮｪｾ務所

施 工 ( 総 築 ) 鹿 島 ill 設側

. 7 ジタ工業( 側 ・側

浅 沼 組 共 同 企 業 体

主主要 用 途 事 務 所 ・ 応 舗

敷 地 面 積 8，439. 168m'

公関空地而械 3 ，221. 30 m'  

建 築 商 償 6，634. 34 m'  

延 床 面 積 98，798. 35 m'  

階 数 地 下 4 階、地上25階、

培 E量2 階

高 さ 池 上 G L + 1l 0. 0∞ 

m { 最高高さ)

地下 G L  - 23. 100 

m ( 基礎底深さ)

機 造 規 模 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー

ト造 ベた恭礎( ベノト杭を含む)

地下 4 階→地上 2 階 S R C造

地上 3 階 以 上 S 造

外 装 低 層 部

自大攻布打込みプレキャストコンク 1) ート板

高層部i

アルミ製? リオン形式カーテンウオール

工 期 ーその l 工 事

- 見学時の状況

昭和53年 5 月→昭和55年11月

. その 2 工 事

昭和56年 2 月→昭和57年 5 月

- 騒 体 工 事 地 上… ・鉄骨組立完了

地下部分...・ 最深、娼削工事最盛期中

・カーテンウオール取付工事中

日本建築協会会告一一一→

4 やまと・三輪の里を訪ねる

一一三輪明神・大神神社参拝と

「三輪そうめん山本」本社工場の見学一 一

山の辺のi葦を、桜井か ら天理に向かつて歩くと三輪 山の美しい容

姿が目に入る 。

包 お ん b

三輪明神・大神神社はこの三輪山をご神体とする社で、本殿はな

く、拝殿・三ツ鳥居( いずれも重文) をもっている。

〈聖なる太陽の道 ・北緯43度32分の謎〉 これは今年 2 月、 N H K

テレビの特別番組で放映されたテーマで、この緯度上に箸墓から出

発して、東に行くと、伊勢神宮 ・室生寺、西に行くと二上山 ・大鳥神

社があり、不思議に古代遺跡、が多〈存在している。この出発点にあ

る箸墓は三輪山の麓に位置する。

三輪そうめんホ山本H 本社は箸墓のすぐ前、道路を隔てたところ

にある。外観はこのような環境に溶け込むように低層の大屋根架構

とし、内部は、三輪山が美しく見わたせるように考え、多様化する

新しい時代に対応できるよっに、わかりやすいプランにまとめてい

る。三輪そうめん山本は 300 年の歴史をもっ老舗である。伝統の中

で静かに育まれた企業イメージをどのように新しく、つつましく、展

開して行くか、建築してゆく上で、たえず問われたテーマであった。

ｻｾ守野忠正記Ｉ

今回は、側三輪そうめん 山本の特別のご配慮により、三輸の里を

訪れ、大神神社に参拝ののち、新築の本社ビルを見学することにい

たします。また有名な美味のそうめんを馳走になる予定です。多数

ご参加下さい。

この企画には附竹中工務庖に大へんご協力をいただきました。

日 時 6 月 28 日出集合12: 50→解散17: 30 

集合場所 国鉄・奈良線「三輪」駅、改札出口付近・目標会旗

〔参考〕 大阪よリ ・ 近 畿 日 本 鉄 道 大 阪 線 上 本 町 発11 :  41 ( 背山町行) 急行に来

. I j i { 鶴僑駅は同 11 :  43発) →12: 3 0 m i桜井」駅で下車→国鉄に来り替え→12

・44発奈良行普通に来 J I l →次の駅「三輪」下111，{ ; 車賞、近鉄上本町から 3∞問、

国鉄 100問 所 要 約 l 時!日110分 )

定 員 30名

参加会費 会 貝 500 円 1

i 当日受付で徴収

会員外 700 円 j

申 込 往復はがき l 名に 1 枚限りとし、氏名 ・勤務先名 ・所属

音11課名・連絡電話番号 ・返信用宛名・郵便番号を記入し

「三輪そうめん山本の見学J と明記の上 6 月20 日幽まで

に日本建築協会事業課へ。

〔備考) (1) 三輸そうめんご接待並びに休恕時ff lJ l;l 14 :  00→14 ・40の予定です.

(2) 集会所までの交通貨は各自ご負担下さい。 i桜井j からパス利用もあ 1) ま

すが「三倫明神J 停留所より徒歩15分位かかります。タクシーは 700阿佐。

ホ三輪ぞうめん山本、本社ビル建築概要

所 伝 J也奈良県桜井市大字箸中880

4主 築 主 附 三 輪 そ う め ん 山 本

設 計 純 工 附 竹 中 工 務 庖

建築面積 1，79801'  

延 蘭 般 1，604耐

情造規模 R C造、 l 苦IIS 造 地上 2階建

工 期! 第 1 期工事 53. 10. 1- 54. 4. 30 第 2 期工事 54. 7. 7- 55. 7. 7

- 三輔 山 ( みわやま ) 山頂付近に原始信仰の遺跡て' ある怒座という巨石鮮があり、はる

か普からこの山は人々の( ; 1(111の対象であった. 山鍵にはこの山をご神体とする神社がある。

・大神 神 社 ( おお み わじんじ ゃ) 三倫山をご神体とする大和一の宮( 史) で、広い境内

に多くの堂宇はあるが本殿はない. 拝殿 {ill 文) 奥に「三つ向居U { 1 l l 文) があリ、その

中は祭足池になっている. 今は酒、楽、厄除けの信仰を集的、酒屋の軒先につるす杉玉は

ここで下付される. 将殿前の神杉には白い蛇者l

'

が住むという俗信があり、卵が供えられて

いる。

t l t l : 邑 紗 も ， '・

・箸 墓 ( は しば か) 苧元天皇の息女、 1長漣々日百襲姫の基で、前万後円 tJ ' t ，姫のもとに

三輪山から通ってくる男が、じつは蛇た' ったとわかり、軍事で自殺した揺が『日本占紀』に

ある o 1 f t の築造には二上山の石を手でリレーして巡んだという。

3  
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ナ

80年代空間づく

大阪市・本町に インテリアショールーム開設

西尾家具工芸社

明 る い 光 に 満 ち た yゲラス貼りの 5 0 0 m' の ゆ っ た り し た シ ョ ー ル ー ム に 、

ユ ニ ッ ト 実 験 台 、 イ ン テ リ ア 家 具 な ど が カ ラ フ ル に な ら ぶ。教 育 ・医

療施設の設備および備品のト ップメーカーである鮒西尾家具工芸社( 本社 ・

大 阪 ) が こ の ほ ど 、 地 下 鉄 ・御 堂 筋 線 本 町 駅 近 く の 、 住 友 生 命 本 町 第

コ報

④ 

冊目旧

口 口 口

2 ビ ル 1 F に 新 し く シ ョ ー ル ー ム を 開 設 し た 。

展 示 商 品 は 、 同 社 の 主 力 で あ る 大 学 ・研 究 所 各 種 実 験 台 、 病 院 ・検 査

室用ラボシステム( 医療戸棚、調斉IJ 台など) と、デンマーク家具のラボフ

ァキ土のオフィスチェアを含めたオフィス ・インテリアファニチュア、

シ ス テ ム キ ッチ ン 、 ホ ー ム ・イ ン テ リ ア な ど 多 岐 に わ た っ ている 。 そ

れ ら の 展 示 も u ゆ っ た り と く つ ろ い で 、 来 場 者 が 構 想 を 練 れ る 雰 囲 気

を砂 と 同 シ ョ ー ル ー ム の 設 計 に あ た っ た 日 建 設 計 イ ン テ リ ア 部の 駒 田

哲 男 氏 が 語 る よ う に フ レ キ シ ビ リ テ ィ を 十 分 考 慮 し て い る 。 シ ョ ー ル

ー ム の 一 部 に は 、 壁 面 モ ビ ー ル 「 ク リ ス タ ル ウ ェ ー ブJ ( 曽 我 孝 司 氏

西 尾 本 町 シ ョ ー ル

・大阪市東区横堀 4 - 5 - 2 住友生命本町第 2 ピル 1 F  

〒 541 T  E  L06- 245- 7767 

A  
を 飾 っ た お ち つ い た 感 じ の テ ィ ー サ ロ ンも設けられ、 80年 代 の 空

間 づ く り を 考 え る 設 計 者 が イ メ ー ジ ・メ ー キ ン グ を ふ くら ま す 絶 好 の

資 料 館 と い え よ う 。

作)
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建 築 と 社 会

⑥ 1917年 創 刊

通巻698号・第61集・ 1980

表紙の脱明 : 棚田一夫( 造型作家)

- ドナート・ブラ 7 ンテ

Donat o B国 mant e ( 1444ー 1514)

褒紙面中、窓の外に少し見える建

物はサン・ピエトロ・イン・モン

トーリオ聖堂のテンピエ ットで、

この建物は彼のロー7 時代の作風

を示す最初のもので、ルネ ッサン

ス建築史上重要な位置を占めるも

のである 。古代建築の要繁を巧み

に用いながらも、簡潔 な装飾にう

ま〈釣り合いを保たせている 。

特集予告

・6 月号/ 都 市景観とアメニティ

.7月号/ 昼肉体育施盤の設備

・8 月号/ 構造特集

.9月号/ 水き. わのまちづ〈り

編集委 員会 ( 昭 和55年度)

編集委員長

三 給 品 川

絹 集 理 事

秋1 H iilJ 

nl ・ 7見

今 凶 作 自1¥

;1' 1日 村I

小林 i，'( 

竹 中 陳 ・

止ｾＱｬｉ ｉｊｾﾭ

liij 野礎太日1¥

ＱＱｾ 十 ｴ ｉｾｾ｟＠

絵本 1' L:二

三 給 余 μ!

il'lj l1 ＺｾＮ＠

編 集 委 員

(特畢'1頃員全)

01円 n "1 

.，i!1lhj 分川会

小川 J主人

JJll i品 l】

洲f U 日;-}j

j 且谷 )，) ｾｾ＠

111'1' 11，人

F朱fI: ，;1

' i OI伴 TH

0 ( ' 揃勲

'11，1，1;， 仲良

付 1- ， ｊｴｴｾ＠

fl ， !ri 

111 -1< I ，h'( 

，'rI 湖 忠 純

e  hY，j主分科会

?刊"

j  小 ι仏ｾ J込i リ別

{休主f i藤L臨畠 T行[}たと

I/，江λ li'二

H棚割僑 7先2光

瓜撒 JIド JκじH附n  {  

e ，ぷ没i耐分科会

J 丸 M! l1l

ｾｕｉＧ＠ ＱｩＮ ・ ｉＧｩｾ
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〈新建材紹介 No. 70)  

シ ー リ ン グ 材 に つ い て

日 本 シ ー リ ン グ 工 業 会

本 部 干 101 東京都千代田区外神田 2 - 2 - 1 7 ( 共同ピル)

T E L  0 3 - 2 5 5 - 2 8 4 1  

大阪支部 〒5 3 3 大阪市東淀川区淡路新町 2 東淀川工業協会内

T E L  0 6 - 3 2 2 - 1 9 2 9  

- はじめに

建築の分野でシーリング材と称するものは、各種のジョイント、

またはひび割れなどの水密、気密を保持するための充てん材で

あるが、材料そのものは半製品であり、完全なる施工が行われ

初めて完全な製品となり得るものである。

最近の西独建築材料研究所のシーリング材の破煩の原因別割合

の調査の結果をみると 、設計上の知識が広がりそれによる欠陥、材

質の向上により材料上の欠陥の割合は減少しているのに比べ施

工上の欠陥による破f貝原因の割合は急地しているのがみられる。

シーリング材は幾多の種類および商品があり建築技術者はその

選択に迷うことが多い。適切なる場所に適切なる材料で完全に

施工され初めて完全なる製品となり得るものである。

個々のメーカーの個々の製品を紹介する前に、本号ではシーリ

ング材全般についての概要を紹介する。

・ シーリング材の種類

建築用シーリング材を分知すると図一 l に示すようになる。

・ シーリング材の選び方のポイント

シーリング材は設計上要求される性能を十分に備え、しかも適

正な価格のものを選ぶ必要があるが、まず考慮すべき重要な点

は次の二つである。第 1 に、そのジョイントを構成する材料、

すなわち被若体との関係であり、第 2 に、ジョイントのある部

位( 屋椴、壁など) による諸条件である。基本的にはシーリン

グ材の 3 要素、接活性、耐疲労性、耐候性と共に最も重要な耐

久性を考慮せねばならない。

表 - 1 はシーリング工業会でまとめられたシーリング材選択を

要約した一覧表である。

・ シーリング業界における資格制度

シーリング材は完全なる施工技術管理のもとに完全なる製品と

なり得るものであるが、現在シーリング業界には施工に関述す

る二つの資格「シーリング管理士J r防水施工技能士( シーリ

ング )J がある。

シーリング管理士は日本シーリング工業会が確定する資格であ

り、シーリ ング材施工技術の指導と工事管理が職掌であり、一

方防水施工技能士( シーリング) は、労働省が職種認定し、地

工労働者の経済的地位の安定、ひいては生活の保護を目的とし

た行政施策上の資格である。

この二資格に加え、本年度より工業会、会員会社々貝を対象に

「シーリング技術管理士」制度を発足させた。

表 - 2 にそれぞれの職掌を示したが、施工分野にのみ管理、技

術? を押しつけるのでなく、防水設計、シーリング材の性能品 J賞、

施工法を身につけ、これらの技術指導を行うことを目的として

いる。この制度化によって、材一管一技のラインが完成すると

ともに、その職能が正しく発揮されることにより、完全なる施

工を期待する。

6  建築と社会 1980年 5 月号

図一 1 シーリング材の種類
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表一 1 建築物の各種郵伎に対応したシーリング材一覧表

情 造 形 式 種 類 郵 位 目 地
シーリンデ本相耳霊園 耐 久 性 区 骨

属金 l  
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日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑などの投稿をお待ちしておリます.

1 4 8  

定 期 報 告 制 度 の 改 正 に つ い て

このたび、大阪府および府下特定行政庁におふ

いては、建築基準法に基づ く定期報告制度を改正

し、同制度の一層の充実および運用の円滑化を図

ることになった 。以下その内答について簡単に述

べることとする 。

1. はじめに

近 年の産業 ・経済の発展は、建築物の高層化

大規模化を促すとともに、建築設備の高度化 ・複

雑化をもた らしてい る。 とくに 、都市の過密化と

ともに増加した「複合用途建築物J は、多大の犠

牲者を生む危険性をはらんでおり、常日頃の防災

対策の重要性はますます高まっていると言える 。

そのような状況下て¥建築前の法的チェ ックも

さながら、建築後の維持管理もその重要性を増し

ているわけである。

建築基準法においては、建築前のチェ ック 制 度

定期報告を要する特殊建築物および建築段備

として建築確認および完了検査制度を設け、建築

後には、維持保全の義務 ( 法第 8 条 ) とともに、

つぎに述べ る定期報告制度を規定しているわけで

ある 。

2  . 定期報告制度の概要

定期報告制度は、建築基準法第 12条第 l 項およ

び第 2 項に規定されており、一定規模以上の特殊

建築物や昇降機、特殊建築物に設ける建築設備の

所有者 ( 管理 者がある場合は管理者) は、建築物

の敷地、構造および建築設備の安全、衛生、防火

および避難に関する事項について、建築士や建設

大臣が定める資格を有する者に定期的に調査およ

び検査させて、その結果を特定行政庁に報告する

こととしている 。

その具体的な対象規模等については、大阪府お

よび府下特定行政庁において、共通して定めてお

昭和55年 4 月 l 日改正

用 途

特 殊 往 築 物 往 築 設 備

骨t f英 報告の時期 規 Iw 報告の時期

学校体育館
2，∞01げをこえるも の

-----
ｾ＠または 3 階以上のもの

公会堂集会場

昭和55年より

劇場映函館繍芸場・観覧場引
2 年ごとに 1 回

ホテ J レ・旅館 300m'をこえるもの 5001げをこえるも の 毎年 l 回

児童福祉施該等制

病 院

診 療 所 削

-------
ｾ＠

百貨庖・ 7 ーケ y ト・展ホ場 1，00Qm'を

昭和56年より

!， OOOm' を

団長』鴎撲を営む庖舗 こえるも グ〉

2 年ごとに l 回

こえるも の

500m'を !， 500m'を 500mを
! ，500m'を公衆浴場

こえるもの こえるもの こえるもの
こえるもの 毎年 1 回 |  

キャバレー ・カフェー ・ナイトクラブ (i U合用途)
(i 昆合用途1

パー ・舞踏場 ー遊技場 ・待合料理底 !， OOOm'を

!， OOOmを

飲食庖
こえるもの

こえるも の

博物館 ・ 美術 館・ 図魯 館 ・ ポーリング ￌｾ｜
2，∞Om'をこえるも の

昭和55年より

2，∞Om'をこえるむ の
スケート場 ・水泳場 ・スポーツ練習場 3 年ごとに 1 回

苦手宿舎

昭和56年より 500mをこえ

500mをこえ 3 年ごとに l 固 かつ 3 階以上のもの

共同住宅

かつ31帯以上のも の 昭和57年より

レ- - - - - レど3 年ごとに 1 回

( 注) ・報告何時期は、該当年の 4 月 1 日から 12月25固まで.

・建築鮫備については、報告の必要なものは、換気設備 排煙設備・非常用の照明装置に附するもの.

・商積 ・階数については、敷地内に 2 棟以上ある場合は、その合計でなくそれぞれの練単位で適用する .

{ ※ l  屋外にあるものを徐〈。

・{ ※ 2 要援鰻者の収容施設があるものに限る .

l 誕 3 j且者向収容施設があるものに限る .

定期報告を要する昇降後および遊戯施段

昇 降 機 お よ び 遊 戯 施 設 の 問 知 報告の時期

建築物に 駿けるエレベーター. なお、 労働安全衛生法の性能検慌 を受けな ければ

エレベーター ならないエレベーターは除 〈

建築物以外に設ける観光のためのエレベー ター
毎年 l 回

建築物に 設けるエスカレータ ー

エスカレーター

建築物以外に設ける観光のためのエスカ レータ ー

遊 戯 施 設

ウ才ータ ーシュ - r. コース ター等の高架の遊戯施設

〆リーゴーラウ ンド、観覧車、オ クトパス、飛行tx:等の回転運動 をする遊戯施設

り、同制度の運用 の円滑化を図 っている 。

3  . 定期報告制度の改正および運用につい

て

旧来の大阪府および府下特定行政庁の施行細則

は、昭和49年に改正されて以来施行 されてきたわ

けであるが、昭和51年 「建築基準法の一部を改正

する法律J の 成立 により、特殊建築物の範囲が拡

大されたのを機会に、このたび、対象建築物の範

囲の拡大および規模のかさ上げを行うなど、大阪

府および府下特定行政庁の施行細目IJ を一律に改正

し、昭和55年 4 月 1・日より施行することにな った。

その用途 、規模、報告 のl時期等を一 覧にすると、

別 衰のとおりである 。

なお、 当制 度の運用にあた っては、大阪府およ

び府下特定行政庁が設立した ( 財 ) 大阪建築防災

セ ンターが、受付業務をは じめ、指定対象台帳の

整備、定期l報告の案内、有資格者の指導等を行っ

ているが、何分にも建築物の所有者、管理者等関

係者のご理解が必要なのは 言 うまでもないことで

あり、今回の細目IJ 政正を契機に、より一層のこ'協

力をお願 いするも のである 。

( 大阪府建築部建築指導諜 梶原 良 雄)

11/叩11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川I川川11川111川11川i“川11川11川11川11川l川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11山
11 l  

昭 和 55年 一 級 建 築 士 試 験 の 実 施

1  期日および時間

(1)  r学科の試験」

8 月 2 日 ( 土 ) 午 前 9 時30分~午後 5 時30分

(2)  r設計製図の試験J

10 月12 日 ( 日) 午 前11時30分~午後 5 時

2 場 所

(1) r学科の試験」の受験地は、受験者の' 受験申

込時における住所地の都道府県による 。 申込後

の変更は認めない。住所地が大阪の場合 の受験

地は大阪市または東大阪市、 滋賀 京 都 ・祭良

は京都市、和歌山は東大阪市、 兵庫は神戸市。

(2)  r設計製図の試験J の受験地は、受験者の受

験申込時における住所地の都道府県ーによる 。

住所地が滋賀 ・京 都 ・大 阪 兵庫 ・奈良 ・和 歌

山は東大阪市が受験地となる 。

3  受験申込手続

(1)  受験申込受付期間および時間

昭和55年 5 月26 日( 月) - 昭和55年 5 月30 日( 金 )

午 前10時~午後 3 時30分

(2) 受験申込の受付場所

住所地の都道府県建築士主務諜または同謀の指

定場所

(3) 受験申込方法

受験申込書は、上記(2) の場所に 直接提出するこ

と。

4  合格者発表

昭和55年 12月19 日 ( 金) 頃

なお、 「学 科の試 験」 につ いては、昭和55年 9 月

26 日 ( 金 ) に発表する 。

5  その他

設計製図の課題は、昭和55年 7 月28 日付け の官報

で公 告するほか、 「学科の試験」の試験場に掲示

する 。

11111111/ 111111111111/ 111111111/ 11111/11/ 111111111111111/ 111111111/ 1111111/ 11111111/ 111111111111111111111111111/ 11111/ 11 
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マス手、Y 9 7 E E - UJ辺l碍ふ附滋1

無 公 害 な 弾 性 床 材

特 長

耐久性: 耐久性にすぐれている 。

2  耐摩性・摩耗の度合が低く、ホコりなど生じない。

3  すべり抵抗性 : すベり抵抗性にすぐれている 。

4  弾力性: 弾性があり、万一亀裂ができても使用しでいる聞に復元する 。

5  粘着性 4 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭: 完全無毒で各種食品工場、 ，貯蔵庫に多く使用されている 。

宅ミ

叫型車肉

フ リント コー トにつ いての お問介せは 1'. 記へ

j限式会ffii シェル厄溜ス版発売所

ＷＮｊｾＮＭ 二ＱＺ Ｂ｟ｉｾ 部

大阪本部 帝 530 大 阪 市 北 区 堂 島 ;兵 1 丁目 2 の 6(新大ビル 9 F ) fi (06)343← 0441 

東 京 帝104 東京都中央区京橋 2 丁目 9 の 2 ( 第一ぬり彦ピル) fi (03)  562- 4676 

福 岡 帝810 福岡 市 中 央 区 舞 鶴 町 1 ー 1- 5( 舞鶴ビル 3 F ) 合 (092177] - 1961

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  



マイ・フォト

大阪の近代史の生証人一 大阪市庁舎

柴田正己/ 明治ill 築研究会

大なコンクリートの高速道路によ って中之砧の美観はそこなわれた主い h

れなヵ、らも大阪市I r 合( 大正 10年峻工) は堂々とそびえている 。

ik正、" i I 制! と時代は iれれ周聞の :!;t i ! l . が次々 に変わ ってゆく中でどんなじゃま

旨にもびくともせずに背筋をのばして毒 ｬＧｪｬｾ っ て来たその安は占武上の風俗を

えおなわてを芯.? f  -

銀大阪ぷ成ぬ胤J ｾｦ￬ ら ζ ミ孟厚る ・ ト二ァムの座制と犬正 ｪ 捌の ｊ レネサンス風の市
l“合が御堂筋をはさんて咋'[1並ぷ殻鋭はみごとなものである 。古いものが消え

ゆくのは時代め i.l.i. ft だと云うのではなく '十ぐれたものはなんとしてし保全

純生し、ｾｾ子米のｬｽｲづくりの中に取 ＱＩ 入れてゆかなければならない 。

いＯｩ ｬｬ 大阪人に税ｉ［ＮＨｪＺ ｊｬ 愛されてきたこの名緯築の保全栴ｾを求める戸脅さ

に今- . 1主耳1を，Mけ去うではないか.

冬 の 法 隆 寺

村 伝 / 殺良 k 子大学' l J 務局地政課長

議良の占寺のなかでも、私は法隆寺を好きだが、; 持寂

冬の法隆寺を特に愛している .

控由は、観光客でにぎわうさすがの法隆寺も冬の寒い

日は人影のほとんどない時IUl もあり、仏像なり、建物

t. 1
) をゆっくり観賞出来るからである 。スケ ッチをす

るにしても人目を気にすることもないが、静かであっ

たであろ う 1，300年前を偲ぶには、 一番良い季節だと

、つ .

t : お、いわゆる、法隆寺式配置としても、正面の中門

、ら金: i t. : lU1Jの回廊が五. i l l 俗lU1J よりーl甘i長い、こころに

K いまでも巧妙な配置のバランスを t 今ν ま見ること

が H1米るこのスケ ッチのアングルに、非常に関心を持

4 ているる

可ムのらくがき砂募集

。テー7 1;1 ， r作J r  Sl J  r秋J r冬」の問手をあ均わすもので.

タイトルを適当におつけ〈ださい. またスケ y チ場所などを含め

て 200' Hl 皮肉コノントをつけて下さい.

。サイ X は I50X200 ミリ収皮肉 (1紙に、できるだけ !ll インキで型Fい

たものとします {ハ ガキ大で b mしっかえあリません.)

ＨＩ ｪｾ 松分には脱定的術科をさしあげます Ｎ ffi，、"，) としてスケ y チの肱

陥の返却はいたしませんが. 返却希望的場合はそ同行特記下さい.

氏名. 住所、職業. 年骨告を明記して附日本池築協会制集部宛お送

1) 下さい

他都と社会 1980年 511吋 9  
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アキレスの断熱材は、

格段の省エネルギー効果を発揮します二

結露防止もずばぬけてL、ます。

アキレスN- D' " ネル

liJI!'l t ウレタンフォーム守芯材

に、ぷ 1Mに石こうボード、l &凶i

に特殊防i艮l持をラミオ、ー卜し

たｼ析ｲＮ ｾｾｉ ｬｽｪ氏ノ ｦ オ、ノレ 。 コ ンクリ ー

卜壁下地に GLボンドにて ND

バオJ レを l庄Illi りし、 日I也処.f1J l

f去、ペイン卜またはクロスi 1:上

げを行ないます。

アキレス合板ハイノン

ｬｩ ｪｊＡｪＧＨウレタンフォームを［ｩＺＺ ［ ｾｾ

に、表 l併に合似、裂而に特殊

防 ｩｾＱ 府をラミ Ｔ 、ー卜した製品 。

コンクリートードJ也にモノレタノレま

たは木ｮｉ， ｕ ，ｾ処里ｊｬ後、十産者 ｦｩｬｊ ま

たは霊TJI : め処. f 11( 後、ペイントま

たはクロス仕上げを行ないますL

プラスター塗りの場合、ラスボ

ードをラミネー卜した〈アキレス

ラスボーや、イノン〉をi J ち込

む E法もありますL

| アキレスエアロン - R

ウレタン原液を機械的に対象

物にl吹きつける ) j 法( スプレー

発泡法) 、壁の隊問やノ旬、ノレな

どの空間に充成する }j 法( 注

入発泡法) にて、れ極iプラント

の保i，¥i . j呆冷、 一般建築、て

場な E の結保防止に優れた効

果を発仰します。特に現場発

i包は、ペイント塗装のようにス

フ・ν 一発泡が可能なため、省

)J 化、工期短縮、コスト低i威力す

可能です。

品質の良い断熱材を選ぶ ことが、省 エオ、ノレギー効果を

大きく左右します。アキレス ボード、アキレスハイノンは ご

期待以上のすく守れた断熱性能を発揮し ます。 またアキレ

スN-Dノ旬、ノレは、特にすぐ、れた結露防止効果とカ ピ防止

効果が好評です。

Achilles 

興固化学工業株式会社

断 熱 資材 部

本 社/ 東京都新宿区大京町 22 〒 160 f i ( 03) 34ト5111( 大代)

大阪支広/ 大阪市西区西本町 1- 14- 15 干550 f i ( 06) 534- 2170  

アキレスボードF F

にアスフアノレ卜フェノレトカすラミ

ヰ、ー卜された製品。屋線スラブ

上にプライマー処理後アスフア

ノレ卜にてアキレスボ「ードF F を

敷きつめ、アスフアルト防ノド1/3

をかける屋上断熱工法です。

アキレスボードP E

硬貨ウレタンフォームの阿而

に特倒的 i昼紙をラミオ、ートし

たi凡別品。スラフ' 床に木線大

組とし、似太縦に釘打ち後、ア

キレスボードP E をはさみ込み、

床仕上げを行ないます。

アキレスA Gボード

硬質ウレタンフォームの雨前

lこ特殊防 iil 府をラミオ、ー卜し

た打込用製品 。型枠に取り付

け、通常の場合 t 同線コンク

リートを打ち込み、吹付け、塗

引士上げを行な t 、ま1' . ただし、

ｨｾ り天井の場合は仕上げは行

ないませんe

札幌 (011) 704- 5825・仙台 (0222)95-0219・足利 (0284)72- 1115・名古屋 (052)612-6544・福岡 (092)573-6860



建 築 と 社 会

コ.

ニュース原杭をお送り〈ださい

大 阪 市 に お け る 都 市 景 観 形 成 の た め の

建 築 指 導 に つ い て

桑田繁男 / 大阪 di ，1Jl ｾ＠ I，，)lli l H行4/，;11;

大阪 ｲｬ ￯ の日 ｉｬ ､ ｩ ， ｾＱＱ においては、 ￭ｾｉｉＧ［ 止協の ｩ￭ 仁泌総から本 Ｑ ＱＱ ｝Ｂ 4  r  11111 ] のスカ

イラインの統 ー された以観を形成している ｈｾｪ 且もあるが、全般 ＨｉＨｪ には

佳築物が判長然と立ちょlt び、主主物一 つ 一 つ を 取 れ ば 兵 し い も の も 多 い が 、

1!'H;l.: If: に立ちこl L; ぐ こ と に よ り 必 ず し も 尖 し い jit 飢 を 形 成 し て い る と は

" し、例i し、 。

そこでこの位、大阪r I i において主要街路の沿道の往築物の_ A I I ' : J I . 形成を

| 苅リ、望ましい 打11 di ; ; ( t&をf十リ: J ｾすための処築折砕を ｱ J うために、 i 、

る 3 ) j  25 ｈ に大阪 ｲｬｩ 往築美 ＱＱ ＮｊＱＮ安 ｈ 会を発足させた 。 委 ｈ 会は、見 ｾＮｪｬｬｬ ，米

三大阪 Ｂ Ｑ 処築主 ｴｦ Ｎｦ 正会会長を委ＱＭ｜ Ｑ 毛に、足立［〆字、坂本ｾ，ｻ，次、 ｩｬｬ￬ jl1il) 'i 太郎、

|向 稿 作 太 郎 、 佐 野 正 一 ( 以 上 順 不 同 ) のイ1 阪処築家の，i ! ' 6 人 で 柿 Jえさ

れ 、誘 導 lJ; i¥f i お よ びftJ.l. H川 区 域 に つ い て 干 評 議 す る こ と と し て い る 。本 rli と

し て は 8 J  j  ｉＺ ｊｾ までに符 ｲｬｬ をＧ支 ー けて秋ｉＺｴ｛より実地したいと々えている 。

誘導法権としては、住築物の外 ＱＮ 定の ｉ ｦ ｾＡ ＱｊＮ、 ＱＧ ， ＧＡＧｉ Ｈｊ￮のｻ立 ［ｩ ｦ ，ＺおよびＡム ｐｆ 物の

形 態 等 に つ い て 委 民 会 で 検 ，J . J し 、 決 定 し て も ら う こ と に な る が 、 地 区

の実↑ ，'Hこ 応 じ た も の に す る こ と に な ろ う 。 また、組H i lj 区 肢 と し て は 凶

鉄 球 状 線 内 の 主 主 要 街 路 沿 道 を 巧 え て い る 。

昭 和54年 度 建 設 省 営 繕 工 事

設 計 コ ン ク ー ル 受 賞 作 品 き

まる

よ る 3 Jj 5 ・6 IJ 、 * 京 の '1 ' リ之介 |司li イ干にて

471: 記 コ ン ク ー ル が ' 九 地 さ れ 、 以 下 の と お り 交

' 11:作 ，1
11

1，iJ{ 決 定 さ れ た 。

従 ｬ ｬ ｟ ｾ ＧＱＱＺ ，Ｇ ， ，Ｑ ， のうち、 ｪ 此催 Ｑｈ 乍 ｴ ｩｬｴ に住 ［ｗＺ ｫｬ 主 ｮ 、 ｉ 長デｾ 11:: ，r，'， 3  ｬ ，ｬｾ に Ｑ｜Ｑ ＱＢＧＺＴＧＪ丹

庁I l kL'¥カず' ] えらI l た 。

建設大臣賞 名古屋裁判合同庁舎 中部地)j ¥l!，制

官庁営繕部長賞 ( 以下 3 ＯＮｉｾ Ｉ＠

衆繊 院第二別館 京都土地改良技術事務所

世 ｾ ｬｫｬＺｩｈ ｷ ｲｦ ｬ ｩＢｩｊ， Ｇ 品部 i!! 晶J&)j<Jj.;l )"j

溜のまち新しい世界 トピックスその10 rサントリー「ウォーター

f- トピ1' 811パビリオン基本計画

1981年春開催縛戸糾i ' 1; J FI尊覧会l 特設館その 2-

今I i ! Iの レ ポ ー ト は Ivil nl に つ づ き 、 特 設 自nｈｾ 底抗から公ぶされたノ、ビリ

オ ン の ア ウ ト ラ イ ン を l順 次 似 介 し て い く も の で あ る 。 ( 順 不 |百j )

問中直人 / 1榊 1''; ポートアイランド博弘会協会 'Iqiil ，.j

神戸プラネタリウム

シ ア タ ー ( 太陽神戸銀行他 )

敷地面積

建築面積

延床面積

構造規模

展示内容

住 友 館

2，460111'  

997m・

986111'  

R  C  (一部 S ) 、1 F  

￭ｬＡ 民りなき宇宙へのロ Ｗ ン」をテーマに、最新の全自 ｅ リ ｾｩ￬ｩｕ Ｚｉｊ装置を

もった天体投l決機によ' ) 悶内'kl : 多の13，0001聞の.t Ji R がドーム内の夜

空をきらめく 。

( 住友グループ)

敷地面積 2，510m 

建築面積 825m・

延床面積 825111・

清造規模 S.  1  F  

展示内容

J 、 ー ト ピ ア ( 三金会 )

敷地面積 2. 920m'  

建築面積 283m'  

延床面積 283m'  

構造規模 R C 、 1 F  

展示内容 「ふれあいの水」をテー7 に、人身の心のふれあいを創り出す「水j

の有 ｭ 性、主要 ｮ を山まえ、ｾｾい、いこい、 ＱＷＱＷ 句い、 ｩ 笹ぶことのできる会

場内のオアンスとして水を ｩｾｕ Ｎ ｈ 。

ランドJ ( サ ン ト リ ー )

敷地面積 3. 060川

2223 :;;;: ? 骸 - 4 4空
圃画世主主 主宇品 ー』 て 百九 一 ＮＮ［ＮＮＭＺ｟｟｟ｾＭ 司 君 一

構造規模 S ， 2  F  ・ｾ膚軍嘉ｾ草 壁 ｅ 芝 戸て

展示内容 「ミラクルウォーター ( 水の博物誌) j をテーマ lこ、光と背と色によ

る前水。の楽しい遊び、ファンタジ y クな世界を、問つの JI1明ノえピリ

オンで ｩｾｻ 出 。

ダ イ エ ー 館 ( オムニマ クスンアター )

敷地面積 3，030m'  

建築面積 928m 

延床面積 )  ，205m 

構造規模 S.  2  F  

展示内容

世界11止新かつk l : 大腿快の映像

ｾｾｾ母、ー ー 川町 ［，Ｎｶ Ｉｾｈ ョ ，Ｎ ｾ ＮＮＮ｟ Ｍ .  

システム オムニ' ? '"/ ク ス を ち 昌 司 器 志望 台 画 面 “ 記1.• 1  

導入し、兵次 Ｗ じめｾＯｬｬｊ Ｇ ｕ 寺 ＱＺＺＱ に ｊ 止げＺｊ ｾｉ されたような幻覚に、人をい

ざなう 0
1
1、売企業初J の同覧会 HH長として前 B河'1'11のたかい物l仮について

は、ワールド産山パサールの椛氾! をすすめている 。

サンヨーソーラリアム (て iY' ，五機 )

敷地面積 3，270m' 延床面積 l ‘ 368m 

建築面積 1. 500m 構造規模 S ， 2  F  

展示内容 「太陽への uH; 欽j をテー7 に、

人1: 日ヵ、太陽や j -:ui に託す夕、

的熱を 「スペース ・トラベル

トンネノレ」アステカ文化の

シノポノレ 「太陽 のイi j 太陽の i Mi J の姿などにより紹介。大hl 似に設笹

川された約 ＳＰＰＰｾ ， の ソ ラーコレクターによる太陽熱，f 11J T1冷} ) } シス

テムもハピリオンの特徴である 。

松 下 館 地下' ; r r : 総産業)

敷地面積 3，630m 

建築面積 1，423111 

延床面積 1. 481m・

4構造規模 S 、 1  F  (一部 2 F )  

展示内容 i  n*fl エネルギ- ; / ステム」

「位かな必らしを目指す情報 ー

y ステムのfjljiiltj をテー7 に「オムニラマホール」で 4 分の l 球ス

クリーンを使いコンビュータ 制御の映像を、バビリオン展示とし

てはソーラーシステムを展開。



風土と建築シリーズ

自 然 発 生 的 建 築 を め ぐ っ て - 2

風 土 そ の 2

風土とかたちについての矛扇

先号にとりあげた Berdunにおける円錐状内部

空間の存在は、物理的合理性の観点から与え

るとき気象条件のみにはとどまらむい多くの

矛盾を内包しているように思われる 。 このよ

うな空間のとり方はこの地方のみならずピレ

ネ一山系から速く離れた北部アルプスのベル

ン地方においても散見され( 1)それほど特殊な

コンセプトであるとは言えなし、 。 もちろん煙

の発生する上部には常にベーコンを吊してお

き、冬の休関期における肉の保存には有効な

スペースであったろうし、火を中心に{ 主席の

中心的空間概念が発達しやすいことは、少な

くともヨーロ ッパにおいては容易に推測出米

ることがらである 。 しかし同じような生活様

式をもった人々にとって、かならずしもこの

ような大空間を必要とはしなかったことが、

かえって興味深い疑問として浮かびあヵ、って

くるのである。何故これほどまでに大がかり

な組積構造がわざわざ 2 階に、つまり木造梁

の上に構築されねばならなかったのであろう

か。しかもその形状は円錐形をしており、室

そのものの形が正方形に近いものであること

からすると、工法上からもかなり無理! ながi ま

.' (2) 

り方をしているのである。資料によれは、こ

の円錐空間が角錐になって技術的整合性を獲

得している地方もあるようではあるが、いず

れにしてもそこには強い恋意性をもった造形

感覚が観察されるのである 。事実物理的側面

としての居住性からみる| 浪リでは、冬期のド

ラフト現象が著しく H愛房効果を il，tずるため、こ

のタイプの民家を別荘として持っている外 l:ill

人( 英国人) をして、上部開口部分を遮敵す

る予定であるといわしむるほどであるから、

これはたんなる部外者による観察上のI 1 ，o見と

者としてもちうる観察 11艮にも理解の道が聞か

れていると J すえたし、。たとえば海辺に77った

人が、海を語るとき 「広い」 とし寸形容を使

うものであろうか。深山幽谷に育った人がそ

の環境を表現して「険しい」とし寸言葉を使

うものであろうか。 「盟主E原の瑞穂、の同・ー 」

とみずみずしい稲穂を隠 I取として日本の風

土的湿潤を意識した民族が、かつては乾燥し

た生活環境をその起源にもっという説は十分

にうなずけるところである 。異なる祝日向、によ

る把握が十分に客観性をもちうるとし、う桜拠

はここにある 。このような観点に立 ってBerdun

の一集務をみるとき、円室 ｬｬｩ 状の大空Ｏｬ ｾＱ は必然

的に観察者の関心をひくものであり、その同

じ理由において興味深いものがここに紹介す

るLeonの地下空間て‘ ある 。穴居住宅のj 9 1 J とし

ては、中国における黄土を垂直に切り込んだ

形式のものや、トルコの Gor eme 峡谷に見 ら

れる火山岩層の夜食作用によって出現した洞

篇に多少人為的な改造が加えられたもの、あ

るいはスペインアンダルシア地方における白

亜の村必など、すでによく知られたものとし

て私たちにもなじみのものが多 L 、。それらは

ほぼ例外なく地形の特株性や気象条件から自

然に従順な様態を示すことになる 。つまりあ

まり「家らしく 」ないのである 。 ところがこ

のLeonで出会 った地下空間は、一目瞭然にして

「家」であることの情報を第三者に対しても

提供しているという点において、他とは呉な

る特殊性を持 っているように恩われるのであ

る。ゆるやかに波うつ丘陵のひとつに寄り添

うように鮮がるたたずまいには、長い年月を

風雨にさらされて誌にされてきた「家」の本

質が、似深〈大地に打ち込まれた中からした

たかな焼切さの片鱗を覗かせているようにさ

本 多 友 常 1It ll t¥.  '1' ｕｪｪ ｬ ， Ｇｪ 大阪本 Ｑ ＮＱＱＱ 泣 ￢ｬ Ｍ ， ｾｉ Ｉ ， ＺＩＺＢ ｵｬ Ｎ ， ，ｬ Ｇ ｩ )  

然性は注目にあたいするであろう 。 しかしこ

の相互関係において一万を他方の変化形とす

る直線的な短絡は成立しない 。一般には穴屑

住居形式を地上構築物の前身としてとらえら

れやすいが、そもそも洞穴での居住を原始生

活の初期におく々え万は、たまたま与古学的

に残存しやすい ;' J"笑に立脚しているのであり、

現実にはそれほど条件の盤った地形、風土が

タイミングよく共存するわけではなし、。 した

かーって穴属すなわち原始の図式は、証明不能

な過去への暖l州全のなかに逃げ込む性急な結

論・つ'けにすぎないといわなくてはならない。

このL 倒 1の空間にしても、これは地上の構築

物たる切安二を家の原イメージとしてもつ人々

がっくりあげたものではないかというのが私

見である 。本来ブドウ ii "il¥'j' 践の為に使われた

こーの建物にもう少し近づいてみよう 。時間] の

関係上この地域に点在すると言われる地下空

間を多〈訪問することは出来ず、ごく一例と

して報告するのみではあるが、数キロおきに

みられたいくつかの小柴田がすべて同じ形式

であったことから推して、この地域の典型と

与えてもよさそうである 。ほぽ垂直にきり立

った丘陵の側面に直接水平に堀り進められた

平面構成は基本的にワンルームであり、ある

大きさを単位としてふくらみをもったところ

が室として使われ、その天井にあたる部分に

円錐 ｊｦｾ の空間 Ｑ がくりＱＧ ｦｴ かｩｌることになる 。 多

孔質で予想以上にもろい砂礁層はちょうどそ

の土質力学にあ った形状としての角度を保ち

ながら地上へと通じ、採光、換気、排伎の )11

をたすことになる 。 ところがここに紹介して

いる集合は比較的緩やかな斜面を堀り下げて

いる点について、来干呉なった点を持ってい

るといわなければならなし、。部分的に丸太を

はいいカ、たし、 。ではこの地方における造形! 必 え思える j瓜長をつくり山していた 。それは入 組んだ入口部分の上には土をかぶせ、地上に

覚、つまり物理的制約条件を陵鵠して上部構 口を持つペデイメントと煙突だけの単純な造 おいても木材の補強を利用しながら土を雌つ

造を支配しているであろう空間意識は何に1 ¥主 形言語によって構成された建築であるにもか たりして、多分に人為的な意図のもとに目的

拠するものなのであろうか。もちろんこの疑

問に対する明解な答が当該住民に用立されて

いるわけではなく、彼らにとっては昔から受

けつがれて来た伝統の一部分として先験的に

踏襲しているといった方が妥当であり、まし

てや通過者にとってどれほどの理解が可能か

は各地への訪問を過して常に考えさせられる

問題であり限界を意識するときでもある 。しか

かわらず主IJ 刻と移りゆく太陽と雲の動 lilJ をあ

さやかに縁どる、波状のスカイラインによっ

て無限の変化を i斑山しており、驚くべきこと

の空間を継がi している形跡がみられるのであ

る。つまり多少無迎をしてでも、地質、景観、

公象をも含めた広い意味での風土に対して人

には Berdunで見た大空間が、まさにそのまま 聞の側からの意志が此かれているのである 。

この地下空間の中に内放されていたのである 。 それは人間j の風土に対する読みとりの結果と

ここではこのギ笑をも って文化の伝搬説や逃 して、シェルターの機能的な側商でさえ、こ

化論的必然性への見解を述べようとしている の読みとりの仕} ' j に大きく支配されているこ

のではないのでタクソノミー ( 分類学) とし とを暗示する 。

しそれではどこまでの観察や事実の裏づけに ての厳密性に関与するものではないがBerdun

参考文献 111 r  A、川崎 ヨー ロ 川 j P42 ニ111 判 、

A.D.A . EDI Ti¥ 

よる累積が必要なのであるかについても定め とLeonのあいだに、なんらかの共通する意識

られたものがあるわけではなく、むしろ部外 が存在するであろうことへのきわめて高い議

12  処築と社会 / 1980年 5 JJ 甘

(2) r  A rqui t cctura Popul ar EspanolaJ  

Carl os f l ores 



L E ON ( レオン) 行程図 A - 21 

¥. ，. ' 1- 、工品 "'cJ おJJ

L_ _ _ j 一ーし一一」

o  1  3 6

m 

配置図スケッチ 平面図スケ ッチ

断面図スケ ッチ
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混 乱 す る エ ネ ル ギ ー 論 の 中 で

ｊ 也 ｩｬｬ な研究の Ｑ Ｍ Ｑ Ｍ Ｑ での初歩的な ｪ ぷ来、あるいは推論、最終日際、こうい っ たものがそこでの附黙の ｬｾ￮Ｑｾ .  

仮説を無視して準々しくジャーナリズムに取り」二げられて、ある ｽｊｉￎｉｊ の 粘 Ｎ ￬ｪ 命を砕き ｮ ｾ すことが ｬ 必々行わ

れる 。 エ ネ ル ギ ー 論 が ま さ に そ う で あ リ 、 1M( - 力本命論、 4如A虫イ下本命論、イ Ijj 之本命論、バイオマス ( 木

材 ) 本 命 論 そ し て 天 然 ガ ス 本 命 論 な ど が 沈 み つ 浮 き つ し な が ら 、 H、? 代は Ari 実 に 21世 紀 に II IJ かい、 li 実 に

エネルギー資源は消耗しつ、ある 。 言う迄もなく何が本命であるかは、資源見 ｊｩｾｩＷＱ 、技術開発Ａ立、 ＱＱ 日発

・供給コスト、環境汚染、人口、生活法などの| 其l数 で あ り 、 簡 単 に 決 ま る も の で は な い 。 否 、 本 命 論 肉

体 が む し ろ j百 睡 で あ っ て 、 太 陽 エ ネ ル ギ ー を 頂 点 と す る エ ネ ル ギ ー ピ ラ ミ γ ド の 中 で 、 各 組 の エ ネ ル ギ

- i J ，京が互に補し、合い乍ら、人間と 1:1然 と が で き る だ け 共 存 す る } J IIIJ に I"J わ さ る を 仰 な い の で あ る 。 従 っ

て 我 々 個 人 側 人 が 行 う 省 エ ネ ル ギ ー の 努 力 、 自 然 、 エ ネ ル ギ 一 利 用 、 1<1 然、との共存の方策は JI止も毛1
1に i直っ

た、何が本命かといった雑音に ｬ 共 ｬ 係のない以週Ａの道なのである 。 ｊｊｌｾ の挫築設計に ｬ 冷て認でもが参阿で

き る 兵 迎 の 道 は 、 や は り 自 然 エ ネ ル ギ ー の 布 効 利 用 と エ ネ ル キ ー 負 荷 の 低 械 を 主 力 と し た 、 省 エ ネ ル ギ

ー へ の 努 力 な の で は あ る ま い か 。 ( N .  N )  

未来へのメッセージ

建 築 は そ れ ぞ れ 特 定 の 技 能 を も っ て お り 、 そ の 目 的 の た め に 挫 設 さ れ る 。 住 宅 は 住 む た め 、 学 校 は 教 育

をするためである。

し か し 、 建 築 は 単 純 な 技 能 だ け を 追 求 す れ ば よ い わ け で は な し 、 。工 場 は 物 を 作 る 技 能 を 目 的 と し て 雄 築

さ れ る が 、 だ か ら と い っ て 周 辺 に 悪 感 情 を も た ら す も の で あ っ て は な ら な い し 、 生 産 目 的 に 偏 屯 し て 公

害 を 発 生 す る も の で あ っ て は な ら な い 。 ひ と つ の 技 能 を 達 成 す る た め に は 、周 辺 全 体 の 環 境 に 責 任 を も

た な く て は な ら な い 。 一 伽 | だ け の 独 善 的 な 技 能 追 求 は 、 球 威 に と っ て は 害 に な り 、 け っ き ょ く そ の 挫 築

も 惑 環 境 の 中 で 技 能 低 下 を す る だ ろ う 。

さ ら に 建 築 に つ い て い い た い こ と は 、 技 能 で あ る 以 上 に 人 類 の 文 化 的 営 為 で あ る こ と で あ る 。 人完封は生

存 の た め に 食 物 を と る 。 そ の 食 物 で さ え 、 人 類 の 長 年 の 智 恵 と 経 験 の 諮 柏 が 、 食 べ て お い し く 、 見 て た

の し い 文 化 を 創 造 し て き た 。 一 瞬 の 食 物 で さ え そ う な ら ば 、 i是正手にわた っ て多くの人々に対して、 J;J 岐

と し て の 意 味 を も っ 建 築 は 当 然 、 に 文 化 的 所 産 で な く て は な ら な い 。建 築 行 為 と は 、 た だ 早 く 安 〈 一 定 水

織 の も の を 仕 上 げ て し ま え ば よ い の で は な く 、 ひ と つ 人 類 の 未 来 へ II l] つてのメ y セ ー ジ で な け れ ば な ら

( T  .  A )  

ない。

着 物 を き た 建 築 の 力 感

怖 を な が め る と そ こ に 力 の 働 き を 感 じ と る こ と が で き る 。 一 つ の 工 芸 品 ・彫 刻 に 接 し て も あ る ブJ の働き

を! 替、じとるもので、われわれはあらゆる形あるものから力の働きをゆ、じる 。

しかし 、紙 や 建 築 か ら 感 じ る も の は 工 芸 品 な ど か ら 感 じ る も の と ち が っ た も の が あ る 。 首I j 者のものは現

実 に 作 用 し て い る 力 、 あ る い は 現 に 保 有 し て い る 力 学 的 な 能 力 な ど を 感 じ て ま さ に 切 実 な ブJ の 感 じ と い

う も の で あ る が 、 後 者 の 場 合 は そ の 形 か ら 述 恕 に よ っ て 現 実 に 働 い て い な い プJ を 感 じ る も の で あ る 。 ゴ

シ γ ク の 寺 院 で お び た だ し い 有 が 昼 棋 か ら 壁 、 扶 墜 を 経 て 均 衡 を 保 ち つ つ 大 地 に 伝 わ る ! 感 じ は 前 者 で あ

り 、 同 時 に 天 に 向 っ て 昇 っ て い く よ う な 践 動 ! 惑 を 感 じ る の は 後 者 の よ う に 現 笑 に 働 い て い な い 力 の 感 じ

である。

橋 と 建 築 を 比 べ て み る と 、 こ れ ら は 共 に よ 立 力 の 作 用 を 主 な 祈 豆 と す る も の で あ り 、 ス ケ ー ル の 点 で は いl

じ オ ー ダ ー の も の と 考 え ら れ る も の で あ る が 、 怖 は 構 造 が 持 出 し て お り 、 建 築 は 壁 と か 装 飾 と い う 泊 物

を ま と っ て い て 構 造 が か く さ れ て い る こ と が 多 L 、 。 着 衣 の 人 物 を 拙 く と き に 衣 服 の 中 に 肉 体 の あ り か た

を 感 ぜ し め な け れ ば な ら ぬ よ う に 、 建 築 の 中 に こ こ ろ よ い 力 感 を 感 じ ら れ る よ う に 構 造 の 設 計 に 心 し る

け れ ば な ら ず 、 活 衣 の 取 扱 い に も 似 重 で あ る べ き で あ ろ う 。 ( T .  Y )  

新 耐 震 設 計 法 の 実 施

約 1 年 聞 の 猶 予 期 間 を 経 て 、 来 年 の 春 頃 か ら い よ い よ 懸 案 の 新Ifo.t 長 設 計 法 が 笑 泊 さ れ る こ と に な る 。 柿

造 設 計 界 と し て は 画 期 的 な 事 柄 で あ り 、 戦 後 三 十 年 余 に わ た っ た ifo，t艮 研 究 の 成 果 が 結 実 し た と い え る 。

こ れ に よ っ て 、 わ が 国 の 建 築 構 造 は 一 段 と l耐 混 信 頼 性 を 高 め る こ と に な っ た 。

し か し 手 放 し で 喜 ん で い て よ い も の で あ ろ う か 。 新 耐 渓 設 計 法 の 実 地 に つ い て は 二 、 三 の 問 題 点 が あ る と

考 え ら れ る 。 そ の ー っ と し て 設 計 さ れ た 構 造 体 の 経 済 性 を と り あ げ た し 、 。 新 耐 震 設 計 法 に よ っ て 試 設 計

を行ない現行設計法によるものと比較してみると、構造ｾイ本Ｇｦｬｩについて概ね Ｑ ＰＭ Ｑ ＵＥ 程度のコストア ッ

プ と な る よ う で あ る 。 構 造 性 能 は 向上 す る け れ ど も 、 そ れ だ け コ ス ト は 上 弄 す る こ と に な る 。 当 然 と い

え ば そ れ ま で で あ る が 、 余 り 結 構 な 訴 で も な い 。構 造 コ ス ト を 上 げ な い て い 性 能 の 向 上 を 図 る こ と が で き

な い も の で あ ろ う か 。 増 え る 所 と 減 る 所 と 両 方 あ れ ば 全 体 と し て は 可 能 で あ る と 思 う が 、 最 近 の 規 iVi の

改 訂 は 増 え る 所 が あ っ て i成 る 所 は 殆 ん ど な い 傾 向 が み ら れ る 。 実 務 に お い て 設 計 者 は い つ も 経 済 性 の ill

求 に 骨 身 を 削 っているのであるが、規i . ¥主を作成される側でも設計する建物の経済性や所要資材の節減に

つ い て 今 一 段 の 配 慮 を お 願 い し た い と j忍う 。 ( K .  Y )  
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建築基準法・関係法令に関するアンケート結果

日本建築協会法規委員会では、昭和54年度の事業として、建築基準法 ・関係法令に関するア

ンケートを行いました 。それは、申請手続の実務上の問題がクロー ズア ップされ、条文解釈や

行政指導上の疑問や問題点が各方面から指摘されている折から、法規担当者の生の声をよle約し、

委員会活動に有効に反映させていきたいとの趣旨にもとづくもので、官公庁営繕、設計事務所、

建設会社、デベロ ッパ一、設備会社等の法規担当者を対象に、昭和54年 7 月から 8 月にかけて

行いまし fこ。

対象とする機関、会社は近畿一円に| 浪りました 。官公庁営絡は、京阪神の特定行政庁のある

都市、国の出先機関、住宅供給公社等48機関に、設計事務所は、榊造事務所 ・設備事務所 5 社

を含む京阪神所在の44事務所に、建設業は、 「五日会J の40社に、デベ口 、y パーは屯鉄会社を

含む 9 社、設備会社は 10社に、合計 151社にアンケート依頼をいたしました 。

その結果、回答してこられたのは、 ばの50社です。各分野の回答数 ・回答率は 、つぎのとお

りです。

依頼先 回答数 回答率

@  官公庁営絡 48 13  27. 0% 

@  建設業 40 15 37 .5%  

の 設計事務所 44 ' 9  20 .4 % 

@  デベロ y パ - 9  ・ 6  66 .6 % 

@  設備会社 10 6  60 .0 % 

θ  不明 l

百十 151 50 33 .1%  

全体の依頼先 ・回答数に対する、それぞれの分野の割合はつぎのとおりです。

依頼先 問答数

@  官公庁営終 31 .8%  以三Ｎ［ｾ 26.0 %  

@ 建設業 26 .5%  30 .0%  

の 設計事務所 29 .1%  18 .0%  

@  デベロ ッパ - 6.0%  12.0%  

@  設備会社 6.6%  12. 0%  

θ  不明 2.0%  

計 100 .0% 100 .0，% 

これらの意見を小委員会において 、田役所に対する要望、回宅地開発指導要綱等、団法文

に関する疑問 ・取扱いに対する意見、固他法令、国その他、の 5 つに大分類しました 。

回は l 申請取扱いについての注文、 2 行政庁聞の取扱いの注文、の中分類にし、さらにそ

れぞれいくつかの小分類に経理しました 。宅地開発指導要綱等については、とくに図の大分

類としてとりだしたものです。

事例は、田 50例、国 12例、国41例、回22例、国21例で計 146例が指摘されています。 もちろ

ん、このなかには似たような意見もありますが、ニュア叶ンスポ坊がうものはそ五ぞれの.. j';: !7lj に

残しました 。ただし、同じ意見と思われるものはひとつの事例にしましーた。その場合は、 @ 3

( 官公庁 3 機関より向じ意見) 、0 2 Ｈ デベロ ッ ノ マ ー Ｒ 社より同じ ｘＡｾ ， 見 Ｉ と布欄に表示しました 。

役所の申請取扱いについての件数は 36j91J ( 同意見も含める< ! : 50近 tくなる ) と一番多く、やはり

改善 ・要望の強いことがわかります。 また、回の法文に関する疑問 』・要望も多いようですし、

固の建築基準法と消防法 ・都市計画法など関係法との矛盾指摘もかなりあります。

以上、これらのアンケート意見はi . l 重なものですので、法胤委民会としては、関係各方面に、

こうした要望 ・意見が強いことをご報管することにしており 、私たちの身近な法令として、将

来に l切るい展望を見出すための一助とすることができれば幸甚に存じます

社団法人 日本建築協会法脱貝会

16  油 換と 社会/ 1980年 5 I1号

建築基準法・関係法令に関する

アンケート

1979 

囚 役 所 に 対 す る 要 望

1  - 1  申請取扱いについての注文

(1) 申請J様式の統一

(2)  申31i 様式の改善

(3) 取扱いの統一

(4) 取扱いの改善

(5)  確認申請処理期間

(6) 計画通知における取扱い

(7) その他

1  - 2  行政庁間の取扱いの注文

(1)  審査基準の統一

(2)  取扱いの公表

国 宅 地 開 発 指 導 要 綱 等

2  - 1  指導要綱

2 - 2  乱開発 ・ミニ開発について

2 - 3  その{ 也

団 法文に |長jする疑問 ・取扱いに対する

131見

3  - 1  質問 ・疑問

3 - 2  意見 ・ 要望 Ｈ 一般、臼 Ｉ［ｩ ｾ 規制 Ｉ

回 他 法 令

4  - 1  建築基準法と消防法

4 - 2  都市計画法

4 - 3  その他関係法令

固 そ の 他

日本建築協会法ｾｊ，ｉ，貝会



囚 役 所 に 対 す る 要 望

回一 1 申 請 取 扱 い に つ い て の 注 文

( 1 ) 申請様式の 1 ・特定行政庁間で申請械式の統ーをしてほしい。1(1)

統一 | ・市消図書の記減方法の統一( 凡似IJ . 各般記号 ) . I @

Ｈ ＲＩ 申請機式の ｼ ・ ｬ わ ｊ 問、 ｉ ｾ の 製本に つ いて、現行の ｂ 5 判の折 I@

改 善 |  リたた みを やめて、 二 y 折リ貼リ介わせ 製本

にで干さ なL 、か。

.  Ｎ 辿ｾ，ｬｪＭ同械要ＱＡＱに ｩ ｊ 己 峨する自己 ｩｬｬ 図 ｯｵ 雑なも ｉ ｀

の) (j: '，伝子コピー 号干の貼リ付けではダメか。 I@

また、全国的に川紙の統ーを 望む。 I

・内 装表記んにおいて、巾 ｾｾｈ 時点 Ｈ ｻ史用材料・ ｉ｀

メーカ一等の未決定) に認定番号を記入させ

るのはナンセ ンス。 中前時には 「難燃材料0

O OJ  r地不燃材料OOOJ でよいと思われ

ＱｾｉＧ＠ ｾＧ司ＷＧ ｜｟ｾｉＢＢ 恥 ｲ r  

2500の地図の j仮先を望む。 I

・ 浄化槽 Ｈ 排水版流ＱｴｊＮ￬ｽ ｾ i':: を含む ) は別申消に 1 (1)

してほ しL 、。 ( メーカー の 未決定およ び排水 1 3  

ノ:(>:，諸のI也JG淵桜に L毛Jt! IHU必袈 )

・大阪市| 人l におい て H 彬図に添付する ( 1地図( l l @

/  500} は入手に 3 日以上かかる 。 大阪市役 16

，ij j - 内で販売で きないか。 I

(5)確認申請処| ・建築基準法のたび重なる改正によリ、法文が 1 (1)

JlliJt! 1問1 I  多様多様i t: L ているのにもかかわらず、処理

期限が改正されていない。 ( 処 理Jt! 11肢を日数

で定めるのがよいかどうかの議泌を重ねてほ

しい )

・法定の 7 日および21 自の処理J t ! 11肢が理由もな 1 (1)

〈守られていない場合が多いため、工事の苅 lo

手が遅れてこまる 。善処されたい。 I 必

・各市町村において、粂[ 同j および指導裟制を処 1 (1)

築基準法』ミヲ 設d させ三i 確認め必要象f牛lこし ，1・@

"  

る。

(3) 取扱いの統 | ・各特定行政庁ごとに、徒出先および申前経路 1(1)

が災なる 。せめて、近畿圏だけでも統ーでき I@

わ ゆ。 1θ

各府県の経路の事例 |  

兵 ｊｩｪ ｉｾ 市町村→土木ギ務所→ 消防→土木 I@

目1'; 務 所

大阪府 市町村→消防→府庁 ( 望ましい )

京都市 消防→市役所 ( ルートが逆)

1 ， ( 怨 峨 第 時 に よ れ ば 、 建 築 主 事 がt町

|同意を求めることとな っているため、受 |

|付窓、仁l を京都市 ( 建築主事) にすべきで |

1ある 。 J

- わ か 刊 す い フ ロ ー チ ャートを作成してほし 1@2

ているが、それらの届けに日数がかかるため

工事の若手が遅れてこまる 。

・単純な疑問、字七J の一字r . JJ j;j)い fJ!. l. J E のことで

も係以、 主 Ｎｩｾ、ｦＱｉ ￬ ｦＮ友、課長等、そ の ｬＧｩｉ ｬ 度、ｊｴＡ Ｑ

@  

@  

| 浪内に処理できない旨の通知や、日干ぴ出しが 16

くる 。善処されたい。

関係各謀が送りをスピーデ ィーにしてほしい [@2

・大阪市では、J o t / 築による 1則変則 /f r . 認申請の場 I @

令、確認後、 主 事会議にかけて* 認となるた

、| め、時間的にロスが多 〈、{i [ がj ! 正i Lる 。 fit.

行審公は て' き ない か。

国 土 法 の よ う に 附 申 ; 間 合 も あ る ー| の

定期間が過ぎれば着工してもよいようになら

ないか。

(附 図 通 知 に | ・計画通知制度を廃止し、刷制に切り換える [(1)

おける耳R扱

し、

ょう希望する 。 ( 公共施設であり、単年度予

業で工期が限定されているため、旅ー手続を前

もって完了するだけの時間的余絡がない )

確認申請と問機に受付時に「受理証」と正 1 (1) 

品112 通を捻出し、適合通知時に rliill 本J の 交

1. ' ← 

，

 

{

 

• 

し、 。

(4)取扱いの改| ・関係法令あるいは、行政指導により、関係先 [(1)

普 |  担 当 ｾ の 下見印を要するものが地えており、

手続を煩雑にしている 。下見の関係先を必要

最少阪にとどめてほしい。

1; ，， 1 ，. 申rrti 経路を簡素化する上で、受理機関を市町 [(1)

'11  村ではなく、特定行政庁が責任をも って受理

していただきたい。

.  fお造、設備等は、確認申続受理後、 111.当係に I @

短! ったi時点で提出できないか。 I

・確認申討iの事前打ち合わせ事項を記録し、こ | の

れを隊認中前に添付できるようにして、審査

中の トラブルをなくしたい。

i“ I  . 確認申 Jl ' l において、排水処理施設の添付図面 I@

a  

の簡略化。( 詳細| 図、構造配筋図の省略i

京都市は下見を必要とする課が多〈、午前中 I@

の受付に! 日lに合わない 。受付: 窓口は消防より

も市役所にしてほしい。

・瀬戸内海法による許可と確認申請を連動させ I@

ｾ ｉ＠ 開市の扱いは厳しすぎる 。 ｉｾ
- 開発許可および桁理事要綱での協議 ・協定と確 I @

認 ＱＱＱ ｾ ｾＱ 窓口での選後合議の簡素化を要望する 。

( 茨木市. 伊丹市. 枚 Ji 市等 )

' 1  危険物の申消 ( 消防法) は、確認申請後別途 |θ

!  にできないか。 ( 確認申請時にはメーカ一等

1. 1  が決ま っていないため )

・ 等 ｈ 、 ｔ 川日 Ｉｪ ｾ 図に ｮ ｌｓＧ ｲ 機の活用を認めてほしい 。 ｉ｀

' 1  ( 日連総試の認定により )

確 認ψ必図i . '}に ¥ll 気 制 図 の 添 付 を 制 度 化 す I@

ぺ し。

・大阪，J i の場 令 1/ 500の地図をやめ て、 1/ 1 @

G} fオそしてほし，ｉ， ｾ ｩ 。

.  

'  

- 設備については、確認申 iff と同様添付図書が 1 (1)

いるが、も っ と簡略化したm向通知、とをらな 1- <  

いか。

官庁の建物は計画通知となり、受託 ( 共 削 I  (1)2  

関係の ものは除夜、申請となる 。 |司ー 設計者の

ｽｾ令ｻま、どちらも計画通知Ａ と な ら ないか 。

(7)その他 - 確認申訪の受理について

基 本 的 に は 建 築 主 同 受 付 を 経 て 市町村、 1 (1)

消防その他を経由すべきものであるが、反対

の場合も多い。 このため受理日と縫認までの

附lに相当日数 を嬰し、 21 日/111に処珂! されない

のがJ 皆通 であ る。主

にE碓在認す るj形杉 となる 。 申請、'r- iJ' rl i 町村経由 で

主 事に届 いたi時点 を受互I l 日 としているの は問

題だ。

- 申請用紙の取抜い

他府県の申請用紙 ( 消防法その他一 切含む ) I@  

@

 

町一
-
r

卜

凶

山

也めた

い

介

。

!

レ

内

C

ほ

世

間

四

て

訟

を

つ

の

題

"

悶

zn

q』

臼

日

り

ふ

A

F

n

r
』

"μ

取

部

に

で

談

時

会

相

諮

協

前

申

を

市

中

本

，17 



告示の解釈の不統一Ｈ仔 ｉｊ［ 告示第附 ［ｾｈ I。
- 既存建築物の屋上増築の場合の各行政庁防J I @

の取扱いの不統一。

.  2 以 上 の 引!'i 率の異なる敷地の容航率の計 |θ

る疑問 t ) : の仕方について 。

- 令 112粂 9 項第 l 号における防火区画。

6  6  
- 令 122条但し舎における解釈。

- 令 126- 1排煙設備について、建設省と大 。
阪市の解釈にくいちがいがあり困った 。

- 杭の許容支持力、 S S  41のJ干谷野断応力度 I @

について再検討願いたい。

(3) 取扱いの公| 粂特定行政庁の指導方針、内成、質疑応答等| | @の

主廷 を明礁にし、協会において、販売をしてほし

L 、。 4

- 総 合 設 計il J ¥1 J 止における、詳細な解説書を望む。I @

隣の特長11<セt を熟知した苦II I"J を行政庁に設けて

ほしし、。

|回 一 2 行 政 庁 聞 の 取 扱 い の 注 文

1  1  ( 1 ) 審公恭i隼の| ・建 築 主 eJ'. のJ7え方の統一および条文の表現の 18)

統一 |  みにこだわることなく、法の越旨をふまえた |θ

上での指導をお願いする 。

特定行政庁および]11 . 当者によ って解釈が不統 1 8)

@  

@  

@  

ーなのはこまる。

・倣} j IJ の解釈について( 別築工 'J'. の 場 合)

. 屋内 ・屋外階段の区別

つ|し;醐 可 … 1';I寸寸寸I T ! 、k lJ.-. 附1"2:と . i hi l た

、古川R C壁

Ｎ 非常用進入口を設ける外日Ｚ ， ｾｬ 而の解釈につい Ｑ ＸＩ

て

(臼た…る糾l申 桝 いh山i

ま…一l面する外 l:，i叶
釈

口E 宅 地 開 発 指 導 要 綱 等

- 各 rli の指導要綱の統一化および単Wl の公表、

並びに 2在住WIIHIの 明 確 化。

技 術J企i¥[ ¥の統 一。

|回 一 2 乱 開 発 ・ ミ ニ 開 発 に つ い て

8)  11 1  1  高槻市はベ y ドタウンとして発展し、人口が 18)

@211 1  1  制 し た 。 このような状況の中において乱

ミニ開発の問題が発生している。

.  . 1 也区控訴| 画制度等により居住環岐の主主備を 1 8)

図ろうと考えられている中で、 多角的に居住

国 一 1 指 導 要 綱

Ｍ 計画通知Ｈ硲認申請 Ｉ 従 ｮｾ までにしなければ Ｑ ＸＩ

ならない手絞の手づ ldi を似年発行してほしい。

・|言! な 占にこだわらないで説明会議事録等、- tJr I @ 

1釘経過から判断して、柔軟な行政を望む。 1 3  

・大 阪 仰 ゴ ミ 収 集 地 設 指 符 要 綱 は 近 隣 問 題 等 1@3

について々えてみる必要がある。

もIJIII床して、実際に即したi ! I f 用を望む。

・ 大阪市の大Ｃ，ｊｊ共ＴｪｾＨｊ句協議Ｑｉｊ｜ｬｊＮ立は、協議の放を Ｑ ＸＩ

- ミニ開発で凶畑Hが虫くい状態になっている現 I @

状を野ぱなしにすると、将米的に案じられる 。|の

500m' をこえるだけで乱開発のおそれのない| の

ものまで画一的に開発並みの規制lをするのは

こえ半焼制的な指導が多々あ 1) 、本来の打11工 問題である 。

@
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図 法 文 に 関 す る 疑 問 ・ 取 扱 い に 対 す る 意 見

.  . 1 也下ガレージの上に木造住毛を主主てるとき 1 I @ 

煉 と 見 な す 限 界 は ? I! 

おき 11制限の緩和で、加十法11- 2 号の緑地は、I @I I 回 一 2 意 見 ・ 要 望

公園その他これらに矧するものに含まれるか。1 11 1  ( 1) 一般

・令 134- 1項に児童公園が含まれるか。 I @

・公閣の反対fJIII に道路がある場合の取扱い 。 1 (弓

隣地の平必J . l t ! l 表面で隣地のi J i i I 聞は? I @ 

- 食事室兼用のもの以外の台所は非属孟でよい I @

のではないか。 I @

・袖カベの有無による延焼範囲。 I @

回 一 1 質 問 ・ 疑 問

- 必要換気 ilt の規定の改正聖書望 (ill 令 129- 2  1  @  

- 2 、令20- 2  - 2) 0  

・給気に対する規定の明確化( 法改正要望 )0 I @ 

・ 確認処理 ｊｾｬｬｩｮ 基準を明示してほしい 。 Ｑ ＸＩ

. 技術法準は、建設省の通達で統ーしてほしい 。1 (1)

. 法令から指i ! { . 万主| までの体系をすっきりして| ロ

ほしい。ま た図解化してほしい。 また関係法 1 ｾＲ＠

規の図解化。 1 82

I I Iコ}

・法改正に伴う遡及規定の適用の場合、公共主主 | ωu

築物の段階的な緩和規定がほしい。

石官認対象範聞を限定し、耐火被絞の緩和 を要 I @

( 令 135- 4  - 1  - 2  )  

・指 導 悲 惨 ( 法86粂一一同地) の疑 義。

・機械- til 燦規定の疑問 ( 例示せよ) 。

@  

@  

n[ 分、不可分でスーパー7 ーケ y 卜にフライ |θ

ドチキンの建物を控てるとき、可分の取扱い

を受けた。

片側IJ 悌l放 廊下 の有効採光に対する疑問。 I @

・告 示33- 3 の取扱いの統一( 地| 稽も対象に入 |θ

る ｾ 1  

・lPI幼、焼! 必必婆か( 令 1221VJ 火戸 )0 I @ 

. 谷般の取り方の統一( Ilf. Jl 皮廊下も入れさせられI @

る) 。

望。

- 既存不通俗建築物Wl 築 の ')lj¥;) 的指導。 1θ

・縦断歩道怖の定義緩和の要望。 I @

・第一極( 主195での有効採光の緩和lの: W: I裂。 I @

・煙突の計算法は実十I' i ' t こ令わない 。 I @

18 



- ラ ック倉庫に対する統一行政。 @  済すべきである 。

- 高層建物と平家の小規校建築との延焼関係の @  .  v ) 一団 地の敷地に おいて、 棟別 I曽築を行 @  

緩和。 う場合、増築部分が日影条例に適合する

- 内装制限の経理 ( 法3 5 - 2 、令 128- 4  )。 @  場合は 、確認申請( 計画通知) のみで行

- 仮使用承認について ( 不特定多数の人が利用 θ  えるよ うに図られたい。

する建築物に限るようにしてほしい )。 既存不適絡建築物の :tf l築の例 外許可基準 @  

「 法は最 ｾ￭ ￟［の基準 ｊ の乱用 。 @  作成に際し 、公共施設 ( 鉄道等 ) にはと

ι， 

(2) 日:;! H ll.iliIJ イ Ｉ 日ｾ ［ 規 ￭ｬｩ ｬｊの適用範凶について
くに配J.i. されたい。

.  1  ) 敷地単位でなく、快単位で規制しては @  

.  VJ ) 容積率の低 減、境界よりの後退距離に @  

よる日影図の 省略。

しい。

.  VD) 高架水槽 、その他の工作物の規制明硲 @  

.  II ) 既存部分は法第 3 粂により適用を除 外 @  

してほしい 。

化。

. 111 ) 学校等、地域住民とのかかわりの深い @  

.  Y1s ) 条例または指導要綱の条文に適合して @  

公共建物について緩和組定を設けてほし

いても同意を要求する市町村について。

.  IX ) 日影規制をうける地域にあ っては、日
。

し、 。

!慣の不要な用途 の建物についても臼照を

.  IV ) 法m8 6粂の 2 では、既存建築物に対す @  

る制限の緩和がないため、特定行政庁の

規制すべきである 。

許可が必要となるが、許可の手絞が煩雑

.  X ) 敷地単位でなく、隣の敷地との複合日
。

であり、また特定行政庁の許可の級品で

出三で問題を生じる場合が多い。このとき

も運用上の問題が多〈、法を改正して救

でも |附近住民の同意が要求される ( 開発

要綱により ) が、解決策はないのか。

団 他 法 令

回 一 1 建 築 基準法 と 消 防 法

(4) 開発許可指
- イ) Ni 光斜線、延焼線は、公 l到の規模にかか @  

(1)建築行政と - 建築主事と消防長との意見の相述をな くする

g  

導要綱によ わらず緩和の対象にしてほしい ( 要望 )0<枚方

消防行政の
ょう述絡を密にしてほしい 。

る公園の扱 市〉

i封書

L 、

- ロ) 隣地斜線i制JI恨のチェ ックで、児童公図に @  

(2) 建 J. I ; 法と消 - イ) 排煙設備基準の統一 ( 要望L

吟@  

該当するかどうかの確答が得られず 、困る 。

防法と の統 Ｍ ロ Ｉ 商干ｾＨ規絞等の基準の統一 Ｈ 要望 Ｉ。 統一 見解を望む ( 神戸市以外の各市 )。

Ｍ ハ Ｉ 無窓の ｊ ｾ ｦ 宅Ｈ 主主法令 ＱＱ Ｖ 条の Ｒ - 2 ) と
。

(5) 公共施設の

無 ｾ ｉ 者 Ｈ ｩｬｾａ 見 Ｕ 粂 ー Ｒ ) との統一 ( 嬰望 )。 @  

- 無償提供は都宮十法による開発者の権利無視で @  

- ニ) 非常用進入口の統一 ( 婆望 )。
。 帰属 ある 。

- ホ ) 防火区画の貫通 ( 告示3183号 ) と消防法 @  (6) 建築制限
- 都計法第37条の取扱いはきびしすぎ、本来の

。

との統一 ( 要望 )。 法の品目! 神にもとる 。

- へ) 排煙設備の予備屯il Ji[ (告示1829号) と消 @  

防法令28条一 2 - 4 との統一 ( 袈望 )。

(7)開発許可と - 開発許可された建物について 、E主基法48条許
。

- ト) 排煙設備の検査の統一 ( 要望 )。 @  
強! t . l i 法許可 可手続を要する場合があるのはおかしい 。

- チ) ファイアーレー ンの設近について行政庁 @  回 - 3 その他関係法令

間での統一 ( 要望 )。
(1)建築物の環

Ｍ 居 室ク ＩｊｾＱｊ 党基準値はきびしすぎる Ｈ 意見 Ｉ。 ⑮ 

(3)火災予防条 スプリンクラー設置義務、建物の高さの計り
@  

境衛生法

wリの適用 方 ( 質問 )0 <京都. 大| 坂東京〉
(2) ボイラーお . f ) ドガス監視装置の規定の疑義。

@  

固 - 2  都 市 計 画 法
よぴ圧力谷

(1 ) 都市計画法 - 申請普凡例 ( 見本) の提示。 @  

株安全規制

m2 9条、第 (3) 関係法令の - 関係法令において、法 ・政令および省令のー @  

32粂の申請
出iH崎 昔日については、市販の図面でその内容 、範閤が

様式鰍解 。 わかる 。しかし、規制、告示 、通達について不

(2)開発関係取
- 都市計画法自) 29粂の取扱いが各都市て'不統一

扱い の性Ui L ( 11寺!問. 金. 労力の無駄が大きすぎる )。
明なものが多い 。法または、政令の条項と l刻述

する告示、通達等、体系的によくわかるよう

(3) 開発行為の
. 1) 日発行為の定義を拡大しす ぎ ( 4j J - 前協議 ・哲 @  な方策をと ってほしい。

定. N 約書等同一敷地内のＮｬ￬Ｇ Ｑｾ て ･ も、そのＱＮ Ｑ Ｑ 度、要 (4) 1 剥述法との - 建 l産法と他の関述法との関係の lt)' lli 在化と怖! 成 @  

求される )。 関係 づけ( たとえば民法との関係 )。

国 そ の 他

( 1)建必法の改 - イ) 版本的大改正。 @  建物管理者の管理I l の惑さによる <' JH l ! : により

正 - ロ) 単体焼定は設計士見iiI、の ような j杉にすると @  
善良な建物所有者が巻き添えをく っている 。

とむに、関係法令 との J主却 のi主い を、統一 @  

する 。図式化し、わかりやすくする 。

2  

(3) 法改正はま - あまり ITti 繁に改正するな (要望 )。 @  

- ハ ) I時代に即し て改正することを望む。 @  とめて

(2) 法改正 と法 - 今日 の法改正は，その場し のぎ で 「改正 J で @  
(4) タウンノ、ゥ i ) タウ ン ・ハウスだけの特例を設けてほし @  

改訂 なく 「改訂 J である 。
ス等の法適 い。( 現行法とそぐわない箇所がある 。たと
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合について えば、専用敷地に対するけんぺい卒、谷町i
統

- ロ ) 寄宿舎(指定 ) 、物i仮(指定なし ) は維持1 j :・ @  

事、略国後退 、斜線IMI限、および延焼の恐 理! 等を考慮すればi艶ではないか。

れある音11分のとり )i 等)

(10) 既存建築物 . 1以i 災改修実施に伴う問題点と批判および、十! t θ  
， 1  

.  ii ) 一団地申請の適mをお願いする 。( 現代、 @  

の防災改修 進策( 提案 )，

'  往設省でタウン ・ハウス lとともに 2' x  4 '  

'  
1  '1 

工法を* 奨中であるが、タウンハウスの現
(11) 法規解釈 - イ) 建設省より全悶統一の解釈、解説 JFの出 @  

ｾＨ ｉ Ｈｊ 手法としては、 一 団 地 中前をすること
版を望む。

2  

となる 。 この場合 2' x  4' 工法で一同地の
- ロ) 控設省に一般からの相談窓口の設置、判l @  .  

>  

認定ができるようにされたい)
例、事例の公表。

(5) 自然排煙 ' 1 ' 1 然排煙は実際にJ l II さない 。排煙の必婆な @  
(l 2Hi 在認と検公 .  ｉｾｊ 十者、役所とも凡俗としたまま雌認になリ、 @  

建物の規快、建物ml 分等再検討のこと 。
そのまま施工し、検告のときに指摘をうけた。

このような場合の処理のための法 ｩｖ ，ｾ 案 。
(6) 排煙設備 - 人命救助の主旨に) J i づき 、*1iJI. f失でも τI<' j誌の @  

工場、倉庫 、Ｚｪ ｾＮｦ ｨ 所持ーは避般に支障なく、俳 (13) 違反対策の
.  )主反を徹底的になくする制度を (意見) @  

い， .  

何不安とも考えられる 。 強化

(7) .il!i雛関係、 - スプ リンクラーの設悩を拡大義務づけること
。 (14) クレーム処

.  t'T発のような形をとらず、行政クレームを受
。

|坊火 関係の
により、 他の こまかい. i l ! i 鮒、 |坊火の脱位は廃

理!
け付ける特別な機関を設泣すべきだ ( ただし

法文のうた帆
止すべきである 。( ヨーロ y パ 、アメリカのよ 権| 岐を持たせること )，

な緩和 うにはならないか)

( 1 日検究機関の
- 挫築と設備の検伐の一元化を図リ、 '1HZの附 @  

( 8) E V 機械を - エレベータ機械室の! 五: は、法で鋼製とな って @  一元化
JE化を要望。

l"jj l  いるが 、金属製と改正できないか。

(l 6)J U京郎挫築 . />>11);必の換気 l;J: lι i.¥Lは過大て¥省エネルギーに @ I  

(9) 定期1報 侍 該
- イ) 弁行政庁による指定4 J ) ; 築物のバラツキを @  安全条伊 ｉｉｾ J5i. する ( 立見)，

当挫築物の
統ー できないか

59条
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建 築 行 政 の 見 直 し と 今 後 の あ り か た

法規についての自主性の恢復を

大 橋 孝 則

挫築行政は、言うまでもなく建築基準法を中心としてその他関係

法規とともに運用されている。法律はもちろん、国民の代表者であ

る国会議員が衆参両院において充分の論議を尽くした上で、建築に

ついてのルールを定めたものであり、とくに挫築基準法は国民の生

命、健康および財産の保護を図るための最低の基準を定めるもので

あることを、その目的の中に明らかにしている 。刑法などは人間と

して守るべき最- 低の倫理である。これを犯したものは当然の飼を受

けるべきであることは犯罪者と言えども心得ているのが常識的な見

方である 。一般に建築の設計なり施工なりに従$ する人々は、義務

教育は当然のこと、さらに工業高等学校なり大学に進んで専門教育

を受け、ある年数の実務を経た上で二級建築士なり、一級建築士の

資絡を取得した人々が大多数のはずである 。 ところが、私ども建築

指導行政に燐わる者からみると、徒出されるところの雌認申請書に

不備の目立つことがきわめて多過ぎるのである 。法規などというも

のは建築主 Ｚ｛ ｊｾ に任せておけ ば添削してもらえるもの、維認手数料は

その添削料 fだご〈らいに

ンなものもある。これでは建築主事もたまったものではない。

A主築の安全性如何は直接に人命や健康にかかわるものであり、そ

れゆえにこそ、大災害が発生するたびに、法の目的を達成するため

の改正も行われてきた。 ｉ 也ｨＮｾを例にとっても、各純の新しい型の被

害に応、じて新しい規定が附加されてきたし、現. ( E 々えられている政

令改正は現段階における最善のものと期待されている。これらは自

然現象をより良〈理解した技術的対応と言えるものであるが、一方、

火災などにおける被害は、設計、地行あるいは管理面における不注

意に起因したものが多く、そのために法規が徒に複雑化してきた面

もある 。 また法の網目をくぐろうとする不心得者が多くなったため

に、さらに網目を紛lかくする必要に迫られるという現象も歪めない 。

設計施工に従事する建築士はプロであり、少なくとも建築法規に

ついては絶対に建築主に迎合して i準法なことをすべきでないことは

当然であり 、法 を守ることが結局は建築主の利益につながることを

充分納得させるべきである 。建築法規が復雑過ぎるという批判はよ

く耳にするが、結局は建築界自身がそのようにさせてきたというの

が実態ではなかろうか。

越築行政に対する要望は、今回のアンケートを持見してももっと

もと思われるものが多い一面、何とかこの法の網目をくぐりたいと

いう主旨のものも兄受けられる 。 これらは法の判事ドに立ち返ってフ

ロフェショナルとしての常識で判断して欲しいと忠われる 。 もちろ

ん、手続や解釈の統ーなど特定行政庁側で反省すべき点もあり、そ

れらについては努力していきたいと思っている 。

大阪などの大都市においてはほとんどすべての建築物が確認の対

象にな っているのであるが、設計若手王監から完了検査まで、行政がい

わば悉皆検査を行うということは考えてみれば驚くべきことである。

より一層人命に深い| 期わりのある医療の世界て¥役所がカルテを悉

皆検査しようなどとすれば医師会はどんな反応を示すか。設計施工

にお2わる方々は、法規についてももっと自主性を恢復していただき

たい。暴言多謝。 ( おおはし たかの り 大阪府ill 築部参 ' fU世ill 築指導課長 )

大阪市の建築指導行政の今後のあ

りかた

中 川 秀 夫

建築指導行政の一つの目的は、建築物単体の質の向上であるが、

市街地においては土地利用の密度が高〈、隣接する建築物相互の関

係の調書きもまた必要な謀題である 。建築基準法においても集団規定

があり、都市計画とリンクされている 。 しかしこれは、都市機能や

環境の盤備を目的として土地利用のあり方をマクロ的に規制するも

のである 。H午今は、もっとミクロの問題である相隣関係が都市にお

いては最も深刻な問題とな ってきており、これについては公法には

直接規定がほとんどなく、したがってトラブルが頻発しており、そ

の場合、行政11! I J が周辺住民より、建築関係者に対して指導すること

を求められることが多い。 これは、建築計画後の指導となるうえ、

指導の基準がないため、適切な処理が困難である。

ところが現行法でも不十分ながら相隣関係をさばき利守る i立がつけ

られていると私は思っている。たとえば、建築協定とか一団地の総

合的設計、あるいは特定街区等である 。 しかし、これらの予法は、

現在ほとんど活用されていない。 それは、関係住民全部のコンセン

サスを必要とするためである 。住民の要求は多機化しており、これ

を一つにまとめることは谷易でない。そこで一部の行政庁では、指

導要綱によって、許可、彼認申請の際、近隣の同意を義務付けるこ

とによ ってトラブルを避けようという、きわめて姑息、な万法をとっ

ている 。このため、きわめてイビツな開発や娃築が行われる状況が

生まれてきており、コミュニティや人間関係にも好ましくない彩響

が出るのではないかと憂慮される 。

もう一つの問題は、現行法の担保力の弱さである 。かつて三大ザ

ル法のーっといわ j した状態は改善されたが、未だ強力なものとはい

えない。建築諸法の執行は、行政庁の担当者の J01のにじむ努力によ

って担保されているとい って過言でない。 したがって、行政指導で

あ っ ても適切な迎用がなされるなら、法と同じ交 ｉｊｾ ミを期待できると

考えるものである 。ただ前述したような行政権放楽に近いような指

導要綱は好ましくない。予め一定の指導基準を定め、明らかにして、
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建築行政の見直し と今後のありかた

・行政者から

公平適正に指導をしていくということでなければ、4 : l ! ; 築関係者の納

得は q;! られない。 また、その J左iVi は大 )i の rl i l' 己批論に合致したもの

でなければ実効をあげ得ないと巧える 。

つぎに在、は、行Il rl i行政は、一定のポリシィ、ビジョンを持ち、す

べての行政地策はそれに治 ってすすめてゆくべきであると巧えてい

る。 与えられている法令 、制度はそのために治川するのであ って、

それでもなお起リないところを行政指呼によ っておぎない 、 11 的の

迷成を目ざしていくものであると々える 。 )cl 仮rli のかかげるトi般の

うち 、処築指導行政がフォローしていくべきものとして 、 1. ft 毛

の供給、 2 . r.ll rli 防災、 3 . 環境強制i岬ーがあげられる 。 この，建築行

政上のn 1，本の施策として、 1. 住宅ill 設の促進、 2 ， ミニ IJ f. J 発刈策、

3 . 高II r! i 、，建築の防災化、 4 . 土地利HJ の汀li 皐純化、 5 . r.II di ;;t Wi. 

の処築指導 、をすすめている 。 1 . については、1 f t，年 4 月に総令設

計制度の活用による都心部商業地域の住定処設に対する E予約'，lfIJWI し

制度を制定し、職住近J妥と既存の告11r! 1J.iill.設のイT効利用をはか つてき

たが、今回、 ｩ 直川 ｊ ，ｾｩ｟ ｖ｜ を緩和して、 Ｍｊ 習の利用 ＱＱＱ ‘大をはかることに

なった。 2 . については、ミニ開発の. 1 ，; 市7 スタープランや{ 主宅政

策との ｴｾ 介性をチェックし、［ｪ，［ ｲ 行に迎合した良好なミニ開発の ｊ 炉 ｖ ，

を設け、それを治 ｩ 与する Ｉｪ 策を検討している 。 成［ｴｾを得次第実地す

る。 3 . については、本年皮から都市防災不燃化促進 'J>;: 業を実地す

ることとしている 。指定街路沿道の往築物の耐火化に対して補助金

を交付ーすることによ って布II r! i の不燃化を促進するものである 。 また

ホテル、病院、行 ll i : J 市、地下街等で現行法に不通絡な建築物の| 坊災

化を指導し、あわせて補助金を助成する制度を実地している 4 .  

については、住築 ｊｉｾｩｬｲ 法による用途地主主のｽ［ｊ，Ａ，ｻｩ ｪｉｊ は、制の目が車 ＱＱ す日

るため、たとえば工業地威の住毛，建設等、 トラブルが多い。特別用

途地区の指定と| 具i係条例の制定の検討をすすめているが、既成 rl1街

地における指定はなかなか維しい面がある 。次善の策として、大規

模建築物の事前協議制度 ( 昭和49年より実地 ) 等を活用して、区域

を限って用途制| 恨の行政指持を行うことの可ず干の研究を行っている

5 . については、望ましい郷市長観形成のため主要街路沿道の処築

計耐の" 先導を行うものであり、近〈対象区域をきめ、誘導法 iV主を定

め、例々に ill 築指導を行う予定であり、以上克幣11mに資するものであ

る。
( な かが わ ひで H 大阪市 ｩｬｬｾ 長指 ［Ｍ ｾｉｾｩ［ｕ

汁守政規範砂と開発問題

車t 繁夫

昭和 ＴＰ 年代の ｉＺｾｉｾ 経済成長に伴う人 ＱＱ の行 ＱＱＱＱＱ ｕｾ＠ Iド化の現象は、高

槻市にも波及し、この結決本市は、人 11 f，;_o，ti/ .fi ll  市として全同でも 1 、

2 位を争うほど. ( i しい状況を呈した 。 こうした急激な人口m加は、

22 

n然環境のf!PX:峻、.fi ll 市基盤桜備の立ち jl 量れなどにより住環境の悪化

を如き、また、 rli は大; 立の J実務教育施設幣制ii を. i u られ、財政のぷ字

をひきおこす斜1) 1ととな った。

昭和42年、本 rli はIn下の市町村に先がけていわゆる「開発指導要

制」を制定し、無秋 ＱＨＺ な ｉ ｊ ｦＮ ｊ 発による弊［Ｍｾ［Ｚをなくすため、開発に Ｑｬ う

公共 ・ 公益 ｬ 泊 ｩ 設終 ＱＱｭ にｼ具 ｬ する 目 ｊ ＮｩＭ業者Ａｾ 111.区分の lりl確化をはかりつつ

当 ｈ 寺の法令等のイ ｾＱｬｩｩｩ を布ｉ￬うものとした 。 もちろん、当時においても

宅地造成や処築行為に際しては、 111住宅地造成 'J'; )佐に関する法1 ' ltや

建築 J左半法などのJ ; . J ! . llj l ] があ ったものの、かかる本市においては法の

焼命11 だけをも って秋斤ある街づくりのための有効な手段とすること

は困 ?¥IEであ った。

その後、問要綱について、昭和46年には新都市計画法の制定によ

る所要の改正を災地。 さらには、昭和4 8年 10 月、 (1) 人口の抑制 、(2)

生活環境の悪化の防止 、(3)財政負判の t悦減、を 3 本の柱としながら

一宅地肌般の設定、公共 ・公益地設用地の提供、住民の意見の尊 ill 、

紋化促進、協 )J ｾＨｩＺ 制度などを雌り込む大中 ｍ な改正を笑地するにヤ っ

た。 また、このI f ，JfJ YJ には上地の高度利用をはかるという社会的安山

から 7 ンションが数多〈往設され、この結果、日! ! ( ¥、通 j瓜、" 山政障

害等地域の fJ;' 1境に多大の ;ji3科を及ぽすこととな 1) 、周辺でのトラブ

ルが絶えなくな ったため、 「中高層住築物に対する指導要綱」をも

制定することとな った。 そして、昭利49年には、協力金制度につい

て人 U 抑制策の一環として従米に加え、 一層きびしいものとした 。

このように、本 rli の場合、指導要綱はその時々の社会的安 'i ，li' こ応

じて改正しつつ、実地し、今や建築指導行政にかかわる開発法体系、

，建築法体系のすき川を埋める本市の規範としてなくてはならないも

グ〉とな っている

本市は昭手rJ46年に特定行政庁として発注し、控築指導行政・J'; 務を

執行しているが、仮に、指導妥緋lを制定することもなく、単に建築

基準法の範囲内においてのみ行政をすすめていたとすれば、高槻 I行

の街の現状は一体いかなるものにな っていたであろうか。確かに、

現行の処築基 il" i . t は建築行為の n山を故大 11.民認めており、行政庁の

裁量的判断に委ねる ￬ｾＱＱ 分は極力排除したものとな っ ている 。 このよ

うに現行の往築 J炉供法等の規制法の f人j 谷は、住築物の建築に対して

一定の lt; IJI 以さえ i，:l. j i . E すれば、広権は故大| 以尊重されているのである 。

したがって、法治主義の，建て前から指導要綱行政に対する l孔あた

りは、たいへん厳しいものがある 。

しかし、現行の法体系の下で全国的にもその解決が焦 1，'1 の急とな

っているミニ IJ f. J発問題を解決することができるであろうか。 もはや、

建築関係法令にｩ｀反しないｼ以りは ｩｬｬ 築はｊＧｩｩＱ Ｑ であるとの主 Ｇ［ｬｾ は、地

域住民の' 丘け入れるところでなく、今r I では法令のJ ; . J ! . 定に形式的に

迎合することはもちろん、良好な{ 主J; ' 1 岐に文| 将をきたさないものの

み、その処築行為が11

/

1ニ谷されるということを建築に J15 わるおーは、厳

しく ;ZE放しなければなるまい。



こうして巧ーえてみると、 ＧｊＧ［ 業主に対し、指導要制に ｊｩｾ づく行政指

導として一定の I{泉歩をもとめることは、決して行政の恋; 立的立医lに

よるものでなく、ひろく良好な街づくりのためであり、良質なスト

ッ クを目立保するものとして受け入れられるべき 「行 政 泌 範J とJ え

るのではないだろうか

さらに、こうした地方自治体の要綱行政は、同の法:111] 化に lilJlt て

も大きな; ; : 月半を与えてきている 。すなわち、将米の建築指導行政の

}J 向を示唆しているものと百える「地区建設計同制度」がそれであ

る。 この制度は 、現行の開発法体系と ill 築法体系のすきt l I J とな って

いる地区レベルでのきめ細かな計l阿を住民参加l をJ色調としながら作

成し、この計画に法つ‘ き処築、 IJfJ 発などを J先導、 m. 市11 しようとする

もので、各 }i lui でb大いにr _ t 1=1を浴びている 。 これまで作 rliurr 村ヵ、実

地してきた要綱行政の結采が、こうしたすき tilJ をmめるべく、今、

抜本的に国の地策として結;I.t しようとしていることを作ばしく思う

とともに、一日も早い実現を切噌する次第である 。

とはいえ、この制度にも問題は多くある 。挫築規制に fドう fllif賞、

計画促進のための助成など財源確保が必要となろうし、また、r ! i 町

村において地区住設計画をつくり上げる場介、作i ' I ifi 体の条件のち

がいや法 Ｔｾ 計画との調経などは今後の大きな諜経 ｪ となるであろう

高度経済成長は、人口の告11市集中化現象の中で全国為地に郎 rli 問

題を生み出し、さまざまなかたちでのひずみを ;むきおこした 今後、

処築行政に携わる者として、これらのひずみと悲戦背 ｉｾｾｬｬ してきた足

跡をかえりみつつ、さまざまな立見を広< 1吸収、統令し公正な立場

から「地} j の l時代」と呼ばれるにふさわしい万戸IJ で解決をはからな

ければならないであろう 。 いぬい し げお山槻ＡｬｬￍＮｉｬぷ ｾＱＩＱ＼ )  

消防の立場と建築行政

米 昔 重 雄

1. 建築確認同意について

( 1 ) 同立の法準

建築舷認等の同意の J，IS il ' ，' 立、主に処築J .H( 法に JJ ; づく IVj 火に| 対す

るtJ . l . 定に適令するか、何かについて若手伐するところから、特定行政

庁の Ｒ 谷公と ｅ 絞するところが多〈、Ｈ， Ｑ ・ｼ国内谷が、たとえ防火、ｪｊＡ￯ ｾｕ

上の組定の極旨に相 ｪｾ するものであ っ ても、逃 ｬ ぶしないｼ民り、消防

においての是正指導は告!t しい 。 また法令 tJ . l . 定の解釈がii'jl 幼の立場で

の巧えと呉なる場合が生じても、すでに栓築主 E恨lド4叩{似側目印則IJ でで、干犠伴4伐正 i消汽みてで帆あ

ることカか‘ ら、 同1怠主せさざA るを f引科:守』ない I場必f介守がある ( たとえぱ二 J打jli向i，何』リ叫j

R雌i佐hのための! ド階; 渚皆段位置がF隣発J篠E したものや、 |防坊火区戸仰阿1] の免|陥除司徐t河笥等n こjれL  

らのことは i消向|防坊向立イ本£フオ米1長毛の起腿H宵守カか、ら、 釈然としないもので、処築| 幼

災上、大きな袈 ('1二となるものについては、抜本的に 'J C
，jij 1 f f 伐の対象

とすべきであると巧える 。

(2) 同立とげil lJiTf J ぷ付I i

建築行政の見直しと今後のありかた

・行政者から

往築確認問立の際、消防md生11mの設目指導を行っているが、消防

ｊｔｉ ＺｬＮｩｴ ＱＱｩｩｬ の図 ｉ ｉ ｾ が、係認 ｱ ，，｝ＡＧｩに添付すべき図、 ｬ＿ として明確に掲げられ

ていないことから、まれには往築 'JQj 5 所において、駐 Ili 場 の 消 火 設

11iil の設置指導を忘れていたという、たまげた訴がある 。 消防用設備

は、処築設備と ｉ［ ， ｊ じで、総 ｈｾｲｩ をｼ徐いて、あと付けは困難である 。

したが って処築設計の段階で、必要なれ'i ｉｖｊ 用設備の極 ｾ￭ｩ と設前要領

土手について、巾 Hl'i 才; に知 l っておいてもらいたいので、消防用設備等

の概要を雌認可 1Ｂ，Ｇ ｉＯｾＺＧ こ ｉＧ ｊＩ ｊ ぷすべき・ｊＧ［ Ｎｊｊｕ として ｊ 実務づけるべきで

はなかろうか。

2  . 排煙設備について

ｮ 然排煙は ｪ 乱 ｬ￭Ｇｊ や ｊ 孔ｩｍｻ等の ｊｊ ｊｬ ｩｾ ｪＨにより、排煙効果が不安定て‘ある 。

特別ｪｊＡ￯ ｾｕ 際段の附己主の、 ￍｉ ｲｾ 排灼 ｬＮｾ のｻ立［丘が、天 ＩＱ 二高のＺ イ まで許さ

れていることから、 ｉｗｩ 段Ａ五 ｩ の七十 ｉｾ よりｻＱￌ［い位世に設けられた Ｇｪ｜Ｎ 例か

ら、附段! 立を聞けた場介は、 1; 皆段宅に慨を入れるではないか。 火災

主以外での l丘、排煙 11 の lJ tJ iA- J操 作l順序の指導徹底の問題、そもそも

千動 ｬＩｦ ｊＩｪｪＨ装山は、， Ｑ 佐カ、操作するのか、なとＧの指摘があ ＱＩ 、法令の ｊ ，ｾ

i¥( にぶされていないか、ぷ，i ! ' 段階から、それらの告ー旦J! lfli まで、儲芯:

しなければ防災 の ため の設備が、かえ って火災の危険をm大するこ

とさえあ って、世uしいことであるが似引に弘前しを計る必袋カどある

ものと思わ il る

3  . 非常用進入口の進入絡について

ｊｰＧ￬ｩ￭Ｇ Ｉｦｪ進入口の進入路については、リ ｉｊｾ 地内、ｩｉｦｩｾ骨 Ｇ￞ ｩｉ｜Ｎｵ 4  mとされ

ているが、はしご 'I[ を当日脱して ml 坊活動をするためには、 'Ti !，只 5 m 

以上の空 ｾｉｈｊ を必安ーとすることと、また進入路の ｬ�ｩ ， ｩｴｴ に応じた角切り

が必要であるなど、これらの要件は、大t見悦挫築物については・j手前

IhlJ 議HI I ] において指導しているところである 。が、下回j 協議の対象と

ならない脱肢のもので、按i立1隔ぎりぎりの袋路状とな った敷地内に、

は し ご 'It の寄り付きが| 村鮒な高府マンションの建設計阿が見受けら

れるが、消防活動にえ: 附をきたすことから、これらについても事前

議伐の対象とすべきであるものと A 号える 。

4  . その他技術基準の問題について

日本 ｩｬｬ 築協会 の 今ｉＡＡ ｊ のアンケー卜 ＲＳ ー から、排煙 ｬｩ 設 Ｑｾ Ｑｬの必 ｲ 仏統ーの

ほか、非常用の 1)}.Jn古11 と無 'fe.I; 皆、非常朋! ! 日 lリ!と J先導灯、安全計画と

ii'jl 札汁阿、などの J炉¥，，を終J l I[ 統一せよ、との指摘がある 。 これらの

問題は、* 米その設 iE魁旨、目的が村 li 主するとはいえ、密接な関係

があり、主II 築行政とi } ' i I 幼行政が111協調して ili 用されるべきもので、

l可能な| 以り一つの統ーされた J釘¥" とすることが、一般にもドIJ りやす

く、また行政 iliJTJ も円 rl'l に行えることからイf似j てがあるといえる 。 し

たかー って双J ; が共同して研究討議を. mね、今後の課題である| 幼災法

悦のー Je化に IILJ( t て努力することをお- 望するものである 。

まいたに しげお 大阪Ａｬ ｪｩＱＱｾＩｪｬＢｪ ( . 防部ぷ1向日;'J! ｬ ｾＩ＠
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建築行政の見直しと今後のありかた

・学畿経験者から

建築法規と行政に望むこと

白 石 博 三

ある元建設省高宵に、建lb法規と消防法規を務理して、設にでも

分かりやすくすることはできないものかと聞いたら、そういう与え

は間逃いで、専門家にお金を払ってみてもらうべきだといわれた。

大手の設計' f ，務所や，建設会社には、法規専門の人がいるから、すで

にそうなっているともいえる 。

しかし、私はまだ諦めてはいない。建t. l i 法rJ.!. や消防法規の大半は、

fii なる最低技術基準で、，建築技術者の常識か、せいぜいが学会規準

でもよいようなことが、法規の! 杉で強制されているのに過ぎない。

法律で規制しないと、ひどい建築物ができかねないので、残念なが

ら止むを得ないだけのことである 。

ところが、その規定が余りに複雑に錯綜していて、必要な条文を

完全に探し出すだけでも大変であり、しかも生硬で難解な文章で書

いであるから理解するのが容易でない。 しかし私は、それを改める

ことが不可能だとは危l わない 。やっていないだけのことである 。

私は先頃、市街地建築物法11寺代の規定を調べてみた 。すると、篤

いたことには、今の建基法令のA見定の中に、物法時代と変わりない

ものが、たくさんある 。物法の制定は大正 8 年で、その地行令およ

び施行規則の公布は翌年だから、 60年ほど昔である 。

60年経っても、必要は変わらない事柄もある 。 しかし、普は必要

であっても、今はもう必要でない規定もあるはずである 。令22条の

木造床の高さと防mにl刻する規定など、不要だと思う 。オフィスビ

ルや百貨庖に採光窓を必裂とする規定は、昭和45年の改正で廃止さ

れたが、そ の後何も支障は起こっていない。 このように、考えを少

し切り換えたら、削除できるものはかなりある 。

令12 9 - 2  - 2 条 3 項の空調設備に関する規定は、おかしい。冷

暖房の温度を何度にしょうが勝手で、いらぬお節i介である 。このた

ぐいのものも削るべきだ。

しかし、物法制定当初から今日まで、削られた) ; J ; l . 定は少なく、全

体としては別加する 一方である。 何か大きな建築災害があると、新

IlfI はすぐ法の不備だと書き立て、議員は政府の責任を追求する 。そ

こで、急いで新規定を追加する 。その際、法令全体を見直す自12がな

いのか、他の規定はそのままにして、新規定をどこかに lUi 1) 付ける

から、つぎはぎだらけにな って、分かりにくくなる 。

昭和 ＴＷ 年の告示 ＳＳ 号、 ＳＴ 号、 ＷＵ 号、 ＱＶＳ 号は、主 ｉｕｾ 法 ＳＸ 条に必づいて、

建設大臣が建必法の嵐定と同等以上にがJ カがあると 22. めるものだと

いう 。 どうして 、このような告示が出たのか、そのいきさつは知ら

ない。国民の側から、これでも良いではないかと建設大臣のゑ認を

ボめた例があり、それを 一般化するためであれば、公正なやり} ' j と
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して評価したい。 しかし、その後の佳法令改正の際に、令の中に組

み入れたらよさそうな気がするが、なぜそうしないのか。

最も不可解なのは、建t . l i 法規と消防法占l i . の関係である 。法律と政

令は、処設省と自治省の問で、当然協議されていると思うが、消防

法胞行成 WJ は自治省令であるから、建設省と合意しなくても出せる 。

その規定を見ると、事実はそうでないかと思える節が多い 。その結

果、建築に閲して二重行政のようなことになり、実に複雑怪奇で弘、

悩まされる 。今回の協会のアンケート剥公でも、その経理または統

ーを望む意見が、かなりある 。

それぞれの法によって、所管官庁が迫うとか、法体系がどうだと

かいう建て前論がある 。 しかし、建て前といっても、人間が決める

ことであ って、そのために不便を忍ばねばならぬことはない。建築

物に関することは、すべて建基法に入れるとか、ともかく大経理を

してほしい。

。

法規定そのものに関することから、その運用の行政に目を移すと、

今回の協会のアンケー卜に対する意見の大半がそうである 。困惑と

不備が非常に多い。

最も多い意見は、官庁による解釈の泣いに対してである 。近畿地

区では、先頃、従来から行われていた統一解釈の再硲認と追加が行

われたが、結構なことだ。 しかし、統ーしてほしい事項に較べて、

決定されたのがわずかであるのは、特定行政庁間の意見の ｩｬＱｲ， ｪｾｩｩ がつ

かなかったためか。地方的特性のあることなら条例に規定すべきで、

単なる意見の相違なら、早〈統ーして tt いたい。

つぎに多い不満は、主4J>;. の中に、杓チ定規な非常識な解釈をする

人が絶えないことだ。他誌にも r! トいたので恐縮だが、図の断面の住

の場合は山ていない 。

宅を一穂住専に建てようとしたら、

単線が点線の通りであれば日影図

の提出は不要、実k:Jil. の通りなら必

l i t 1  )  

要といわれた例があるそうだ。上

記の近畿地区の統一解釈にも 、こ

これは、令 2 条 l 項 7 号の11汗の高さの定義を杓子定規に解釈し、

法5 6 - 2 条と別表 3 (ろ)欄 l の規定が、普通の 2 階建て以下の，控築物

を除外している趣旨に、目をふさいだ解釈である。

日 ［［￭ｾ は建築物の外形によって生ずる 。 それを、外形とは呉なる ＧＱ｛ ＱＧ

日によ って適用の除外をすることは、規定そのものに若干の無理が

あるが、点線の屋恨の場令が適用除外される以上、それより外形の

低い実似の場令は 、当然除外しなければ均衡を欠〈 。

この純の、不必要にまたは不当に厳しい解釈の例は、いくらでも

ある 。それを職務に忠実だと思つのは、間違いだ 。司法でも行政で

も、法の謙tfll 主義といって、法をいたずらに厳しく適用することは、

成められている 。



それなら、 1，500耐の防火区画を 1 m'超過していたら、違法か。i主

法である 。 しかし、確認しても差し支えはない。 l げ超過していて

も述法であるから、確認できないと考えるのは、法律と数学を混同

しているからだ。そもそも、この 1，500m' という数値には、確たる恨

拠はない。いわゆる腰だめで決めたもので 、 1，600併では 中途半端

だから、 1，500m'にしたに過ぎない。 したがって、 1 がくらい超過

していても、令 112粂の趣旨に反しない。つまり、確認できないほ

どの述法性はないということができる 。

これは、刑法学における可罰的違法性理論と、それに基づく多く

( 注 2 )  

の判例を 、建一基行政に応用した考え方で、法律を勉強した人なら分

かるはずである 。

建築関係法規が、立法面では技術にとらわれて公法の域をみだり

に超え 、行政面では法の趣旨を理解しない解釈が行われるのは、関

係するお役人が建築出身者ばかりで、法律の基礎的な勉強が足りな

いのではないか。法 5 条の主事の資格倹定も、建築技術に傾き過ぎ、

法学を忘れていると思う 。

注 1 f 日刊誌l設jlflj ，U 昭和54年 4 Jl I0日号 「法令目安有u

なお、ニ の稿と I..J 時に大阪主llJ 生業協会的 「大位協J にむ、いl 仁テー? で執 ' 1' ，を {配車li l さ

れた の で、そ ちらと 内容が 吊似 して いる例所 むあ るが 、お許 しを曜か 、た い

a 2  担Ａ｜前 「 主 ｉｉ 築 に お け る可世［Ｉ町 ｊｩ 且法旬ｾＡ論 の 適用 」 日本主 ｉｉ 築ザ会主霊祭焼却 ｩ 小委 ｈ 発行

fill 築|刻j，f : 法令のoJr:先 5 J 昭和51年

( しらい し ひろぞ う 京都工長級紙大学名 誉教 l:i 工学 博 i二)

建築行政と地区問題

鳥 国 家 弘

建築基ii 主法のアンケート結果を見ると 、現行法の解釈論と述用に

対する |刻心が多〈、協会でも学会でも建築のプロとしてそれが当然

だろう 。 しかしこの一頁では 56条のこの緩和許可に触れるにとどめ、

あとは相隣関係を含む身近な地区の問題について要望を述べたい 。

1. 日影規制について

法の条文は当初の目的を離れて一人歩きしやすいというが、日影

の二重規制もそうである 。 この 10 Mラインの規制は、将来に建つお

それのある建物との複合の Ｉｪｾｾ 響を申請建物の日彩であらかじめある

筏 l支-'3- [W: しておこうという主旨であった 。それなら、そのおそれの

ない卜分広い一団地などでは、団地内の建物群の絞合をー j支だけ考

えればよいわけだが、条文では複合に複合を加えるという矛所があ

る。

この場合、確認は不可能でも緩和許可の道があるから運用上は差

し支えないというが、それは条文そのものの尻拭いである 。手間j ひ

まをかける許可でなく、確認できる但し容さがほしい。 これまで用

途脱制の適用除外の案件が多かったが、都計法のいわゆる線引きが

本来持っている性質と上記のそれとは意味がI l I l う 。

建 築 行 政 の 見 直 し と 今 後 の あ り か た

・ 学 級 経 験 者 か ら

また、日 ｊ［ｴｾ にかかる既存不適絡建築物の増築案件が多〈、これも

法改正が望ましい。しかし改正前でも、ある限度までは専門的な少

数委只が審査会の包括的な内部委任を受けて適時判断するなど 、行

政サービスに工夫の余地がある 。この純の便法を当初から主娠して

きたが、たとえば昨年の土地利用計画法地行規則の改正に際する通

達でも、価格不確認の事前審公についてこのような扱いができるよ

うにな っている 。この際一つ考えてほしい。

それにしても、いま国会審議中の新しい再開発法や地区挫設計画

制度などが今後本格的に動き出すようになれは¥日彬規制l も現行で

は扱い切れなくなるだろう 。 もともと日照問地・は、日射iit の1tl なる

物理的問題ではなく 、過 i皮llJ lのわが国に独特な者11，11矛盾の社会的象

徴一一ーし、わ( ; f 一種のスケイフゴート 一一ー として提起されたのだから、

今後の生活空間意識と都市行政の進展につれて凡直されることが必

要である 。

2  . 身近な地区の相隊関係と公権力

連築基準法では、付近住民の!;i 岐をも っと良くするように設計を

変えてはどうかという指導はできても、法的桜拠を越えてそれを強

制することはできない。 また公権力の行使として 、民事的な相隣関

係には介入しない 。これは当然のことだが、一般市民にはどうも評

判が悪い。建築主事は悪徳業者の味方、審査会の裁定もだめ 、しか

し民' )' ; では和解で勝ちましたれ) とい ってくる人もある 。

れ11燐|長l係の利害を都市性の意識をも って相互利必しようとせず 、

何かにつけて公権力にその解決を迫るのは、々えて見れば併l人にと

ってどうも危険なことである 。 しかし 、いまさら市民の都市性の伝

統のなさをいうのは余りに空々しく、それほど市民の身近な生活空

間は追いつめられてきている 。恵まれた環境に生まれた住専のお孫

さんiさも、いまでは空間収奪のデメリ ッ トイン パ クトにおびえてい

るし、いわんや| 坊の当たらない古い木1'1アノ ぞートや長屋にパラ建ち

の中高層、 ｉ 也を俺 っ てひろがるミニ Ｉｾｦｊ 発 。 建築工 Ａ ｊＧ［ ごとにその廻り

の空地l i J : は窮迫する一方であり、現行集団規定の敷地ごとの規制に

期待したわずかな反射利益では、この危機的な相| 務関係の悪化に対

応しきれなくな っている 。

一方、これまでの都市計画行政は、立ち遅れた都市基ｾｾＱＡｾ備のい

わばマクロ施策に重点があり、それは今日一層必要だが、インフラ

の字義通り住民の目には具体的には届かない。逆に住民間の身近な

生活空間は 、自由な相隣関係として公権力不介入の聖域とされ、有11

計法と基準法との狭間に取り残されてきた 。事業地区の内宮11調主主と

しての再開発 ・一団地 ・総合設計などの制度も、その卒業地区の成

立条件には特殊な限界があ った。

それでも地方自治体は 、こうした地区の翻盤に釆り出さざるを得

ず、経々の指導要綱を判断規準として作り出しながら 、法的機拠の

ないまま大変な苦労を重ねてきた 。研究者の jlllj でも、かつてのマク

ロパターン操作を捨てて地区の生活環岐やミニ開発問題に地道に取
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・学後経験者から

り組む人達がWl しており、ょうやく今日、この伏川の問題が立法段

階に入ってきたわけだ しかしそうなれば問題はマクロ的1111象でな

く住民の具体的な空間に入ってくるだけに、公権) ) と 11何人との附! で

心配な面もある。

地区評制計山. と現行 il J¥JJ 交とのtl¥Jてう也、いつくーとな問題をいくつか挙

げてみよう ① l止的な佳べい中のほかに、フロント ・パックヤード

のようなを地の形態 ｾＮｑ ＮＺｉ ｩｉｊ と ｉＺ ， ｾｉￚￎＪ 哉の規制、 ω Ｎｦ ｊｈｩ 一作ＭｨＧ｛Ｇドについて地

区内グロスでのづ| き下げと ill 築敷地ネットでの引き上げのヰIIX'J 的行11

位、③共布地 ・ 公共保留地などとｪｌ主ｼ則する ｌ 早川リ ｉｊｾｊ 也の按 ｪ 立問越、災

ｊｦｾ ＾､Ｚ＠ ｽｪｪ ｏ 也の規 ￭ｬ￭ｬｊ など、｀上記と絡む日 ＺｪＨｾｭｩｬｪｉｊ 、ＺＵ￬小耳 ｩ ， Ｇｉ｛ スベースの

'h!i J，.!1， その他共有上地の維持也子1¥手法とシビルメンテナンスのありか

た、⑥共有地 ・ 保留地などの本 ＱＱ 税 ＱＱｾ 世など

とくにむつかしいのは、誘導 ・ 勧告と ｾＮｑＧ［ｬｩｉｊ との ｾｦｴ ね合いであろう。

金のかからない往築協定は、全 μ Ａｩｬ ｊ 芯 ｾｈ￭ｉｊ でいま以 ｮ ちとなっており、

これでは住民参加も両餅である 保存法や fJ_; 処の必導手法は本絡的

になれば大変な財政tt 1i l になる 住民側て。は行11di 的伝統に之しく、

行政1Ui J にも計阿誘導の歴史は戊し、 。しかし 現状を政世できないから、

'I' y に版は燃えられないといって脱制に傾きすぎることのないように

してほしい。また、地区洋紺| を，l J -jj 可決定しても、i 1GI 伎とはちがう地

価公正i) J 状況のもとでうまくイI効性を保てるかどうか、疑問はいくら

でもある。しかし現行総il J¥Jの J: ぷのような強化 ・緩和lのいくつかは、

この際実現してほしいものである

ＱｴｘＺ後に、住民のｾｾ体的な生 ｩ ，ｦ￮ＧＧｬｩ I:IJ をミクロと H千び、抽象的にへラ

ルキーをとらえるハードな ｲｾｊ 立では、地区問題は駄ｬＭｬｴＮごとおも Ｗ 。

逆に、ぷ筒抜から ｉ ｬ｜ ｊ ＮｦＱＮ領械 ・ 地区へとイ ｉ 機的につながる ＱＱｾＱ の立Ｂ織の

肢ｉｬ ｾｊ を ｴｨ とし、 ｈ 体的なさ伝川イメージを持ちうる行政との川でこ

そ、ソフトな，ｾ母校原旦 ｬｩ がボめられねばならない。そのためには、，建

築行政サイドからの取り組みが以ーも肝要たろう 往築法 il ' ，法の体系

内ではないが、それを包燃する場として、 | づ〉な態勢 を考えてほし

し、

〔もう一つH a 建築行政がますます桜維豆大な ].'W: を負うこと

でもあり、この際、一般の単体J J . ! . 定を設，n - 胤 i¥f ーとして( 1' ( ( 記、対象から

はずす好機である。f ' f ，5jIJ な特殊往築物は別として、これもぜひ実現

してもらいたい 〕
{ とリた いえひろ ; )(，制大ゾー教，'2 . I':'{，: I守 I:)

法規の削減、民間団体制定規準の

利用

佐 藤 良 行

このたび、当誌で「行政と法規」特集の企J l III があり、どういう j瓜

の吹き Inl しか、当r : n; mについても' 1"1に仰f究をしていない市将に立比

を求めてきた。
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当s北、の芯: 図を、経験fl(J I:! 'i;¥業務のなかで従え巧えていることの一

端をぷ 1ft に披i医すればよい、と 11¥り合点し、あえて ĵ ' t を執った

とくに、当誌が行った処築Ｉ， ｾｩｈ Ｎｴ・ｼ弘 ｬ 係法令にｼ刻するアンケー卜

実砲の i訪ねiおよび結果を知l るにいたって、わが国の往築をとりまく

凶鮒なt . ' I i兄を改善する好機がいよいよ到米したとの! ぷを j来くしたも

ので、当誌の努力に iJ:< ，芯: をぶしたい

民主主義的法思想

わがI J i Iの法形成は、第二次大戦以後全 I(ri 的に民主主義(I(J 法芯l、必を

とり入札、国民i ' I らが法をつくるという制度に立っている IEI1¥: の

立忠を充分に脆り、匡Il¥: の椛利を 1・るという命題ーがある 法は、 IEI

l¥: それぞれの権不IJ を守ると阿 H寺に義務をも課しているのであり、

「人総は法の文配によって ｦｾｾ ，必されなければならないＨ人般の ＱＱ モザ品

川コ )J という一面i もあると I，.JII 糾こ、 1: 巴法も，J j ，法なリ」といったー

I(II もでてくる。このような法の{ ↑ JIJ を必 E議しなければならない

j去の目的を曲げてはいけない

人が生きていくために、 1，I，j泌をしのぎ片さ深さを| 坊ぐ「手付 L もの」

が必要となる。その谷れものが、利用する人にとって安全なもので

あれば問題はない 人命や財産に文附を米たすが放が起きた場介に、

その点任や償いをどうするかカ、問題となろっ。

，'i ｾ＠ 、むかし、 ＧｊＧｾ ヵ、起こった場イ＿に ｉｊ［ｭｬ を成した者は、生じた車内決

とI，.J じili 命にさらされる ハンムラビ法リ ｉｾ にもそれが ｬ り ｩ ぶされ てい

たというし、わカζ 国て、も I，.J じような「七. i J があったのである その

似て、いえば、往築がつくられ、，住築平 ｉｊ ｦＮｏ ｩ 守がｍＡ物の ｩ￺ｩ 峻などでドリｾｾ

きになって命を火うことになれば、 ill 築をつくったおは I，.J じように

して命を fJ. いとられるということだろう。

その点、現代では法あるいは法に呼ずるものを作 1) 、その「きま

り」を守っていれば、Ｇｾｾ欣が起きた場合でもよほどのことがないｼ決

りif( 大点ff : は免れることができる

これは国家権力によって強制される胤純であると同時に、ある限

度以ヒに点任を諜せられないという、人の権不IJ を寸: るということに

もi 1 1 i じるものである 利低の相以する人の権利lそれぞれのバランス

を々えて作られるのが、今の法 j弘純であろうし、それはまた，，/ ' i j. J の

噴IJ の'l'I: f ' f ，をも有しているものである。

処築にｼ見 ｪ 係のある法 ｪ 泌総、 ＱＱ ・ Ｑ ＱＺ総介 ｉｊ ｦＮ ｊ 発法、部 Ｑ Ａ￯，Ｑ，ＡＭ ｪｪｬｬｪ 法、住築 ｊ ，ｾ

ｩ ｜ｦ，ｩＭｬｾ、ｲＮｉｉ ､￮ 公ｼ州法、活ｩＺＧＡ｛場法、 ＱＺ 地区 ｪｪｨｪｾｈｦ ｬￆ法、新住宅市街地 ｉＩｾｊ 免

法、 nfl r1i  再開発法、新喜 ｉｬ､￯Ｉｈｾ 燃やｲｬｉ￬法、等々が円山 Ｑ Ｑ ＱＱ しにつくられ

・てきた これらは、すべてといえるほど、そういった性桁をイi して

いる

とくに、当認、アンケートで，i ' I ' ' I ' IJ が必いと口される往築) ，Hr ，i.去、 I;;J

i:J:，; 地行令、消防法などはきわめて谷疑が淡い。

しかしながら行政側からみれば、現行の法m範の一日11には才'i 1ーの

民間や行き過ぎといえる| 刈作だとの感触を( i ' ( ，iかに持っているにせよ

大 )j は立: ｉ［ｾｾｉＺ ないものと思 っていよう。さ ＱＱ 必のアンケートをみると、



行政の窓、口における対応のしかため改善や法解釈の統ーを望む戸が

悩い。単純に惟 iWJ すると、要は法の運用いかんに絞られているとも

言えよう。

- }j 、その去にある弱者の歎きも 忘れ去ることはできない。建築

設計者は、究極の目的である建築の実現のためには理不尽と思える

修正内谷があ っても、それに従うよう努力もするという性である 。

その性質が、法tJ . l . 範に対する問題街摘を臨時させるということであ

る。 そのような場合には、4 : 米の建築的手法からはずれた附置をと

ることともなり、法規 ・令に示されている制限ぎりぎりい っぱいで

適合すれは、よい、との与えに走ることになる 。

建築必準法や| 羽 j主法規が本来持っている趣旨 ・目的から j卑l脱して

しまうのである 。行政 JTI _ 当者達のせっかくの努力も似しとなってしま

うものである 。

複雑な法は国民にとり不利

王見〈正の建築| 羽述法令は非常に多いもので、すべて周知することは

蜘しく、コンビュータにでも入れてとり出せない| 限り満足のいく解

符はできにくい。

このような複雑多11皮の法形体とな った理由の一端は、建築に閲し

て人身土' j I.MI : が発生すると社会問題として l立ちに嫡縫的に rJ!. llilJ 措置が

d 与えられる 。 その内容の資料には学問的研究データなどを係り、実

際に直接あてはめてしまう 。研究は議 11，' ; らしいものであ っても、，建

築の実際には必ずしも適切であるかどうか問題であろう 。，建築基準

法あるいは同法泊行令によ比定されている数値がー ーたとえば榊造計

算上の係数が古くなっているもの、 illi i1ff 附段設置て引の室而航、等々

一一一 充分な似拠があるとはいえないとの批判がｾｾｾ 1v、。にもかかわら

ず、これを改めるには法あるいは法に il' ずるものとして腕定されて

いるため、その手続処攻が簡単でる・いから即応できなし、 。 もちろん、

法的内容が簡単に改められては地ま ったものではないとする法思dz

はある 。問題は、法規flilJ の内谷に関わ ってくるものであり、建築物

単体に| 主lする内容と都市化に. f 1 J J . 忘する l勾谷とは質的にも数[ J : 的にも

呉な ってくる 。，建築物をつくるのに法のがんじがらめに巡 って、人

が右往左往するのは銭念である 。，悠2たがつくられることは、本米白

由であるものだが、人命の尊重、健康で文化的な生前を守るために

も，主主物の質や ｾ ｉＮ ｆ，秋 ｪ 子 ・ 無計固な都市の膨必に ＱＱ 剤約を加える必要もあ

り、それらの制約は白段小限にすべきであろう 。

建築をつくること

位築の設計は、課題が与えられ、それをよく! 日 1.01耳、 1111象化し具象

化するが、この繰り返しが何度も建築主と設計者と のIMJ て、行われる 。

これを方、ると良い雄物は実現しないのが通常ーである 。法 j見 ・法令に

令致したからとい って必ずしも良質のものとはいえなし、。 それは、

先述した設計手法の政楽または万使による数値合わせ作業のみに治

ち込む倶れがあり、建築をつくるという側にと って最も忌むべきこ

とであろう 。

建築行政の見直しと今後のあ りかた

・学識経験者から

法規・法令の大部分を民間団体の規準へ移行を

建築に閲しての it 重な経験は、より多くの事例で裏付けられ、明

快かつ一般的とされれば、規準として規範化することが必要である。

現イ，' . ある法規 ・法令の似幹的な部分は残し、 f也の音1¥分を民li ¥j 団体一

段イ1: 考えられるものとして日本建築学会のような学術団体ー制定の

ft.Jl. iV，として、利用させるべきである 。本来は、怨築設計笑務者のい

わゆる J建築家の団体がこれを作り持つべきであろうが、わが国では

H寺機尚ザという! 滋がする 。

これらの規咋作成にあた っては 、位築笑務者や，建築研究者からの

テータをもとに、行政 j1[ 当者 ・建築笑務者 ・建築研究者 ・市民など

がよ長まり検討すべきである 。

建築設計者の質向上、教育の問題

現拍: の法t J i . . 法令がが多くなったもうひとつの理由に、建築設計

者の1 ' 1 . 低下があることも' j ¥. 実である 。懇切J丁寧に指示しないと建物

の質を保持できな い、という行政1f!1J の悩みもあろう 。 そうすると現

行の娃築士法にも子を加える余地もありそうである 。 と同時に、学

校における辿築教育の問題 ( J建築設計を行う資質をいかに求めるか) 、

それから実務に入ってからの生 i比教育も必要となろう 。

わが l玉IJ建築界においては、それぞれの立場でさらに巧究し、手IJさ

を超えて，建設的意} 止を山し令う必要ーがある 。

( さとつ よしゆき ＱＱ Ｚ ＱＮｾ､ ，人ＱＺｉ ＫＮｩｬｩ 築家協会 ｩ 比 ， ｊ￻ｃＮＡ はＱ＾事務ｽ .. j  ｌｾ Ｉ＠

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
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地 区 レ ベ ル の 計 画 制 度 の 導 入

一 地 区 計 画 制 度 お よ び 沿 道 整 備 計 画 制 度 に つ い て -

向 嘗 光 生

I 地 区 計 画制度 の 導 入

一都市計画法お よび建 築 基 準法 の一部 改 正 一

1. 市 街 地 の 現 状 と 課 題

現イE、わが国においては、経済の安定成長時代への移行、人口移

動の鈍化等、経済社会が安定化の時Jtll に移行する中にあ って、国民

の市街地環境および防災に対する立識が向まり、都市において安全、

快適て'地域社会に線ざしたゆとリのある生活を営もうとし寸欲求が

強まっているが、これに対し、これまでに形成され、また形成され

つつある市街地の環境については、いくつかの間題点が指摘されている 。

すなわち、占くからある比較的人口Ｇ街 ｪ 立の ｉｾＧ ，ij ¥.. 、既成市街地では、社

玄資本スト y クの不足、木造家屋の密集など、わが国特有の市街地

形成に白米する要因などにより問題が複雑化しており 、市街地の作

理的かつ健全な更新が遮れている 。 また一旦形成された優良な市街

地においても. 敷地の利| 分化、期途の浪花等の進行により、環境の

悪化が生じている面もみられる 。

高度経済成長期において念、 i9&に市街地が拡大した地区では、都 rll

基盤主主備が不卜分なままパラ辿ち的に毛地化が進んだため不良な rll

街地スト ックが形成され、現在では 50人/ ha 桜 j支の低密度な人口集

中地区となっているところが多い 。 これらの市街化進行地区では全

体的な人1 J ' ; l 制支は低いものの、宅地化された部分はきわめて高密度

で、多 ｩｅ の空間 ｉ むと ｩｬｾ 在して土地区間終草 ｲｲ 'J¥.; 長等の面的主宣伝11事業が

園前IT . となっている場合もあり、今後放出すれば徐々に住宅が建て詰

まりながら人口往，'1支が上がり、現イ1: の既成市街地と同様あるいはそ

れ以上の問題を抱える市街地が形成されるおそれが十分ある 。 また、

土地区同校i盟主J'; 業等計画開発が行われた地区においても、当初の百十

阿 i凶りの市街化が実現せず、リli J i . t 也の伏小化、用途の混在、景観の込t

Rしなど、 |問題が生じている而もみられる 。

また、 rli 街化区域の中には、現イ五は 40人/ ha 以下で人口集 '1]地区

となっていない市街地の部分が相当位皮残 っているが、これらの地

域も、面的皇室備卒業の推進等により計閥的、先行的に町づくりが行

われない場合には、他の地区が形成されたのと同様の過程を経て、

不良市街地が1 ' 1'1みよEねられていくおそれがあり、とくにミニ開発の

.iili JII. 化等により防災性、肘{ 主EZi 筑の面からの問題をいくつか抱えて

いる地区もすでに生じている状況にある 。

これらの状況をふまえて、布11rl l 整備、建築行為の誘導 ・規制lの国

からの 問題点を考えてみると、まず布11市 Ij ( ! i 設佐官iI l については、都市

基盤施設の強制5が遅れているわが国の 'Ji ↑ ! ? もあって、級幹的な公共

焔設の計闘が都市計画において長い Hl I 大きな役訓を占めてきており、

区阿街路、児童公悶等小規快ないわゆる宅地まわりの施設にまで手

がまわらない ｾｊ ｪＮ怖にあったことがあげられる 。
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また商的整備卒業については、事業の採算性、住民のコンセンサ

ス、対象地区の限定等の問題により、市街地の全域をカバーするこ

とができず、たとえば土地区画鐙理目j工業の施行状況をみても、全国

の o 1  0 の約 3 分 の l 程度の面相にとどまっているのが現状である 。

っき，' ，こ開発許可制度については、小規模開発行為については開発

許可が不要なこと、地価上昇により宅地規模が狭小化していること

などから、開発許可の適用を受けない開発が増加していることに加

えて、主主築基準法による ＱＱｾＱ 別敷地に着目した続制によ っ ては、無秋

J子な開発を計画的にコントロールできない面があることなどから、

現行法体系によっては、現状の下で抱えている問題に対応できなく

なっている面が生じてきている 。

2  . 市街地整備のための基本的認識

これらの市街地環境上の問題に対処するためには、土地、都市、

住宅政策等総合的観点からする地策の展開が必要であるが、都市盤

側ii 、建築行為の誘導 ・m，fll llの蘭からは、従前の施策に )J I l えて、さら

につぎのような基本的認殺に立ち、焔策の展開を図る必要があると

J7 えられる 。

(1) 経済社会の安定化H寺代を迎え、国民生活の充実と資源の有効利

用を図るためには、土地利用、市街地環境等について長期的展望に

立った建築行為の誘導を行い、良好なスト y クの蓄積を図る必裂が

あること。

(2) 市街地環境の j位低水冷を伐保するという要請に加えて、国民の

，Ｇ，・ ｾｉ 支化 ・ 多様化する欲求に応えて身のまわりの快適性、者 ＱＱ 市の美し

さの創造など総合的な居住磁波形成に対する住民の意識の日まりに

対応して、より良い市街地環境の誘導および実現を図るための下法

表 ー 1 圏域別・ 1 人口 集中地区人口・面積 ・人口密度の変化・2

S .  40 S  45 

人

万 人 万 人

n  

全 国

メ弘、

4，726 . 1  5，599 .7  

zlTis  '  市| 川 化 l い

4，191. 8 5. 006. 5 

I也
{釘 2  太 郎 dil¥'!1の di lJ r化

2，787. 8 3，357. 2 

区
隠 滅

化 3 {太Jr 郎 1t4l』l在11λlill の di
297. 9 352. 0 

人
区 fヒ I或

口
域 4. J也 ) j 1岳l 1，106 . 1  1，297. 3 

人

km'  
如、，

会 国 fト JI 4，604. 9 6，444. 1 

LI 

話4

有|… JI'

3，872. 2 5，438 .8  

I也
i封 2. k r.J ldil 倒 的 dilJr 化

2，268. 5 3，229. 2 

区
[烹 域

化 3 大町1tI，R11l 世If.'，jill の di
482. 6 

而h't 

区 llr化 成

342. 2 

成 4. )也 ) j 1111 1，261 .5  1，727. 0 

人

人 / ha 人 / ha 

"  

会 悶 イ子
102 .6  86. 7 

Il1メi血s  ー

di Ur! ヒ1>( )，且子学，， 1 108. 3 92. 1 

Ui 1  2  
大I大天成町町1131111 l倒 的 dil Jifヒ 122. 9 104. 0 

人

化区 3  

"  

l，正li 1(111:' ，1  jll の 山
87. 1 72. 9 

1訟I_C: 

iJ rf ヒ k戒

域 4 I也
) j  1(11  87. 7 75. 1 

' 11国威については、

}; r. 11 市 聞 東京 千築地 1，'N'{j守川世知・ 三重大阪兵101' ・h;:tru

太郎市圏周辺茨峨栃木 ｾｲ Ｎ ｉ Ｎｴ ｾ＠ . 自主叩 静 岡 滋 賀 奈 良 和 歌 山

地 万 聞上記以外 の ｾ｜

S .  50 ・3

万 人

6，382. 3 

5，706. 2 

3，865. 8 

412. 9 

1，427. 5 

加、，

8，275. 4 

6，984 .4  

4，132. 5 

676. 0 

2，175 .9  

人 / ha 

77 . 1  

81. 7  

93. 5 

61. 1  

65. 6 

. 2 資料は 「市街化区滅J . 9: 5if r. s  rfi ［ｾ＠ t  ｉＱＱ 司区域ｊ，ｾｩＮ｜Ａ資料集 ｈ ｉｬ政省、昭和 ＵＱ 年 Ｓ 月および悶勢調世 に よる Ｎ

・3 昭和50年については、，liUl !ヒ区威内向統計{直がない町で推計1直によ った.
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表 - 2 市街地の区分別整備水準 ( 市街地割柑水中調堂、昭初54. 3 ｻｊｬ，ｩＱＢ￭Ｇ￮ｲＮ ｂ 市ｲＮ， ｪ ｲＮ ｬ ｬｊ ｬ￯ 政策，，ｾよりＩ
( 資料) Ｗ レームについては昭和 ＵＰ 年、例別胤 ｩｾ に

ついては II Cl 宇052年間1，l i "h函年報7 レ ー ム iJ r  路

〔全 園〕 1(Ii fl'1 人 II 延 Ｑｾ 官バ主

kJ l l '  万人 如n kmf kn 

al.tilli 決定 21. 337 2. 61 

A  既庄市街地

I刈供 m

8. 170 6 .350 

12. 694 1. 55 

;il' l !画決定 15. 476 2. 24 

B  新rli iJ i t也

l木J f，止).11

6. 910 1. 418 

0. 90 6. 206 

，: 1. 画決定 36. 813  2. 44 

A + B  
市街地計 15. 080 7 .768 

/)..1 f比 III 18. 900 1. 25 

〔大都市圏〕

J 十画決定 10. 096 2. 40 

A  
既庄市街地 4 .200 3. 911 

内 供 用 5. 969 1. 42 

計画決定 4. 692 2. 16  

B  新市街地 2. 170 449 

内向島問 1，844 0. 85 

ｾ Ｑ Ｇ￐ ｬｩｪ 決定 14 . 788 2. 32 

A + B  
市街地社 6. 370 4. 360 

内供 m 7 .8 13  1. 23 

[ 地方圃〕

; 十画決定 11. 24112. 83 

A  
既庄市街地 3. 970 2 .439 

内 供 m 6 ，725 I  1. 69 

B  

J 間決定 10 .784 2. 28 

新市街地

l人1 fJ生 ITI

4 ，740 969 

4 ，362 0. 92 

計画決定 22. 025 2 .53  

A + B  
市街地 Jt 8. 7 10  3 .408 

内供 m 11. 087 1. 27 

Li ，ぱ)，1，; 件公 l叫 行1I ､ｩ 立ｾ f収l

I{，j  f此 1'J 人lh'sg?a代k  1(Ii f U 1リ人，'，吋，1代た

h.  111' I 人 h.  111 I 人

5. 566 0. 88 19 .765 3. 11 

3. 866 0. 61  11. 333 1. 78 

3. 497 2 .47 13 .806 9. 74 

1. 555 1. 10  5 .022 3. 54 

9. 063 1. 17  33. 571 4. 32 

5. 421  0. 70 16 .355 2. 11 

2. 916 0. 75 10. 328 2 .64 

2. 027 0. 52 5. 371 1. 37 

1. 335 2. 97 3. 507 7 .81 

536 1. 19 1. 173 2. 61 

4. 251  0. 98 13. 835 3. 17  

2. 563 0. 59 6. 544 1. 50 

2. 650 1. 09 9. 437 3. 87 

1. 839 0 .75 5，962 2. 44 

2. 162 2 . 23 10 ，299 10. 63 

1. 019 1. 05 3 ，849 3. 97 

4 .8 12  1. 41 19 .736 5. 79 

2. 858 0. 84 9 .8 11 2. 88 

下 水 i丘

1(Ii h‘ {  静止車

h.  %  

534 .500 65. 4 

203 .818  25. 0 

300. 4 11 43. 5 

22. 972 3. 3 

834. 911 55. 4 

226. 790 15. 0 

306 . 841 73. 1 

131. 141 31. 2  

119. 971 55. 3 

12 .953 6. 0 

426. 812 67. 0 

144. 094 22. 6 

227. 659 57. 3 

72 ，677 18. 3 

180. 440 38. 1 

10. 019  2. 1  

408. 099 46. 9 

82. 696 9. 5 

tlo1.  ihh'JIは 百11"; ，1十阿 i h路のうち幹線 iJr路、 f Hi(

Jよ幹公 l閣はr.li di ，1!-ii!!i公開のヲち児貰+近隣

公l朝、r.J I市公l姐はすべての目Ildi . l 十回公園( 児

取+ 近隣+ 一般公凶) 、下水i立は公共下水道

州水排水区成を指す

注2 上1"1は都市計画決定延長む しくは面的. 下

D: はその内供用を| 制始しているむの、街路

については改良治 +1既成延以. 公園 ・下水

道については供問 l(lif! i

市街地= 市 ili 化区域+ ぷ線引き悶 i生地域

既成市街地= 市街地のうち昭初50年D I D区成

続市街地= 市街地のうち日目制50年D I D外区成

大郎市 ｉｾｉ］ 東京、時五、ｔＭ袋、 ｾｬｬ￭ 詩川、愛知、三

ｩｦＨ 、大阪、ボ郎、兵 Ｑ ・ ＱＱ の ｲＮｊ ￭ｦＨＮｦｖ ，ｾ

地 li 1剖=大町1I 市l劃以外的道県

表 - 3 土地区画整理事業の施行状況 (54.  3 .  31税イピ) 表 - 4 新住宅市街地開発事業の決定状況
( 53.  3 .  31現 1 0

童幣、、叫、ぴ施行¥紘¥児¥ 

. 必可 ii"i )也 1>(

〉乙 r )也 1'( 

II({ 拘1 53 i/三 j交 点

画 面 Ht I計 画 人 口

15 ， 128 .  1  ha I  1  ， 892 .  5千人

J.)I. N 施行 11
1

j也|メ

I也1>( 数 凶i 仙 地1": 数 1M f，'( 地区敏

h.  h.  

/R r.l 1  di  ，11' 1111j 法
1. 183 49. 101 1. 183 49 . 101 

七

例人 ・共 I，;J).迎行 798 14. 764. 0 742 12. 063. 38 56 

I也 *11 
イ ト 施 行 2 ，574 65. 776 .3  1. 848 39. 813 .72 726 

区 公 共 同 体 施 行 1. 650 92. 403. 9 986 52. 580. 40 664 

幽 行 政 庁 地 行 318  33. 676. 2 256 25. 238. 42 62 

や主

住 宅 公 団 地 行 76 12. 190. 0 50 5. 661 .00 26 

I1I l  

可三I也l別売公団地行 2  671. 5 2  

法

5. 418 219 ，482. 0 3 . 868 135. 356. 92 1. 550 

-(弘，、
6 ，601 268 .583. 0 5 .051  184 .457. 92 1. 550 

を用意してお く必要があること 。

(3) 例別に行われる建築行為についても、より適正な誘導および規

制 を行うことにより 、将来の望ましい市街地の形成に誘導するため

の制度的枠組みが必要であること。

(4) 以上の姿請に 応えるためには、地区 の状況、特性に応 じて、宅

地まわり の道路、公園等の公共施設の配置や建築物の敷地、用途、

形態等に関するよりきめの細かな計画を策定し、これに基づいて必

要な建築行為の誘導および規制を行う必要があり、このために、新

たに地区計画制度を導入する必要があること。

(5) また、 地区計画制度の運用については 、住民の服僅的な協力を

得ることに努めるとともに、 J也jj 公共団体が地域の実情、特性によ

り、必要に応じてこれらの制度の活用を図れるようにする必要があ

ること 。

3  . 都 市 計 画 中 央 審議 会 、 建 築 審議 会 の 答 申

地区計画制度の導入は、以下のような経緋で行われた都市計同中

央審議会および，建築審議会の符申に、もとづいている 。

1M h't 

ha 

表 - 5 開発許可の実 積 ( 昭和46年度 一昭和53年度)

2. 700. 62 

市街化区域 市街化調笠区域

来線引都市計画

計

25 ，962. 58 
区域w

39 .823. 50 

8. 437. 78 

(ha) (ha) (ha) 

件 数 薗 繍 f1 数 面 桜 件 数 面 fn 件 数 面 隙

6. 529. 00 

全目的 66，433 43， i26  85，065 22. 435 3，891 13.166 155，389 i9 .3幻

671. 50 

84 . 125. 08 
住宅目的 45，902 30.426 64 ，695 9. 725 2.3創 5.911 112，981 76，061 

84. 125. 08 
. U日朝150年 l.!r - T?i布153年 度

都市計画中央審議会は 、昭和51年 7 月21日に建設大臣より受けた

「長期的視点に立った都市皇室備の基本方向は如何にあるべきか j と

いう諮問に対して、 3 年余にわたる審議の結果、昭和54年 1 2月 5 日

に答申を行った 。審議にあた っては、審議会の中に総合部会を設置

し、総合部会にコアグループ、総合的市街地盤イ緒方策分科会、大都

市地方都市分科会を設けて検討を進めていたが、この中で、良好な

市街地形成を図るための方策として、総合的市街地盤備方策分科会

において地区計画制度の導入を検討していたところ、建築審議会で

検討されていた地区建築計画が密接な関連を有することから、両審

議会の合同会議を設けて検討をすすめ、「地区建設計画制度の導入」

としてまとめ、答申したものである。

建築審議会については、昭和46年 7 月2 8 日に建設大臣より「市街

地環境の整備の促進のための方策」について諮問がなされていたと

ころ、昭和49年 1 月に一次答申として 「法制の整備等」が答申され

ていたが、昭和54年 11月2 8 日に二次答申として「地区建設計画制度

等について」が答申されたものである。今回の審議にあたっては、

一次答申において検討する必要のある事項とされたうち、良好な市

29 
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街地の形成と保全を図るため境伝緊急、を要する諜題となっている地

区建築計画制度の導入および佳築敷地のι最小規悦規ll Jl J等、建築基準

法集団規定の強化を中心として、建築行政部会において市街地環境

分科会および専門委只会を設け審議を行っていたが、都市計画中央

審議会との合同会議を経て、地区建設計画1 I ，IJ 皮として答申を行った 。

表- 6 制度化の経緯

46. 7 ・28 ｩｬｬ 築得議会に対し‘議問 「 市街地環境 の 終 ｪｾｩ￬ の 促進 の ための Ｉｪ 策 Ｑ

49・1 ・28 往築得議会よリ答申 「市街地環境の終判i I の促進のための) j 策に

ｼ刻する答申一法制Ａ の 税制 ｩ￬ｾＺ について Ｈ 第 一 次 Ｉ一 ｊ

51 . 7 ・21 f.l 1市Jl"iiTIj '1' 夫容，; M会に対し諸問 「以JUWJ 悦点に立 ったmlrli 桜村ii

のJJ;本 Hl i ，] につい てJ

51 ・8 ・31 都市 ［［ｉＧｾｉￍｉＧｉＧ 央審議会総令官 ＱＱ 会 Ｈ 以後、計 ＱＴ 恒 ＱＱ 制限 Ｉ

53・4 ・21 ｮＱ Ｑ ｲＱ ￭ 計問中央得議会 Ｈ 以後、 ＵＴ 年 Ｘｈ まで総 ｻｾｭｾ 会、総合目 ＱＱ 会

の 中 の コアクルー Ｗ 、総作的市街地 ｾｾｪｾｩ￬ 分科会、大目 ｉｉ､Ｑ J也)j 都

市分科会を ｾＱＧＳＶ 回ｉｬ ｦｬｩｬｏ

53・11 ・6 処築審1議会建築行政古11会市街地環境分科会

53・11 ・24 市街地環続分科会専門委民会 ( 以後、，: 1' 9 凶 Ilflfli ，)

54 ・8 ・28 告 ｉｬ､￭ｾＱ 剛中央得 ｅ 議会総合部会

54 ・9 ・19 市街地環境分科会

54・9 ・26 r，] lr肘 liir'j '1'; と濃淡会総令官11会と挫築審治会往築行政部会，Iil JiJ也

ｦＮ［Ｑｬ克分科会 の ｻｾｬｬｩｊ 会議 Ｈ 以後、 ｊｉＧ 4  1" lI lfJ Hi' )  

54 .11 ・5 市街地m成分科会専門委只会

54 .11・8 市街地環成分科会

54 .11 '13 n11市，iI' iihj 1' 1' 央7作品会総令部会

54 ・1I ・28 往築事議会佳築行政部会およ び総会

処ｾ審議会より答 ＱＱＱ

54. 12・5 ｭｬＢｪｾ ｉ￯ ＢＧｬＧｬＧ 火事ぷ会より答申 ￭ ｬ､ｾｉＨｉＨｊ 悦点にな っ たｮＱ Ｑ 市桜 ｩｩｩ￬ の

法本 )j l i ，] についてJ

55・3 .14 ｭｬＢｩ［［ｉＧｾｨｪ 法 ｬ 止ぴ往築 ＩＮＱ いｬＧ法 の Ｍｴｦｬｳ 改正法案 1)¥1. 議決定

55・3 .15 ｮＱｉｩＡ￭， ｬｬ￯ ， ｨ ｪ 法 ｬ 止び ， 也築 ｊ 左 ｩｨ 長 の Ｍ ｭｾ 改正法ｾｾ 第911王l会-t)l: :H

55・4 ・23 可決I成立

55.  5  .  1  公イ1;

4  . 地 区 計 画 制 度 の 概 要

地区計画制度の導入を図るため、，建設省は ｾＹＱ 問会に「行 ＱＱ 市計同

法及び建築基準法の一部を改正する法律」をt主主従し、 IJ?{ 干1155年 4 )J 

23 日、可決成立した 。

ここでは4: i I ，11 J 支の大まかな枠組みについて説明したい 。

〈制度の位置づけ〉

「地区計画」は、 Il で説明する沿道終11H1ill ー同とともに「地区計画

等」として、新しい Hml のi ' i lldi 計画として都市計同法第 12条の 4 に

位置づけられる 。 したが っ て、都市計同のやｦＨ ｾｩｬ は、従 ｉￌￎｪ の市街化区

j或および市街化調終区域、地域地区、促進区域、部 di 地設、 rl11封地

ｉｊｦ Ｎ ｊ 発事業、市街地 ｉｊ ｦＮ｝発 ＧｊＧｾ ＮＺ［た等予定区域の Ｖ 純 ｾ￭ｬ に地区計画等が Ｉｊｉｉ わ

り、全部で 7 利目nとなる 。

〈計画決定主体および手続〉

地区計図等は、地区レベルの比較的狭い地域を単位として、良好

な市街地環境の形成または保全を図るための計j i I T j であるので、 dil 町

村が都市計画として定めるものとした 。

また、地区計画等を定めるにあたっては、従前の布Ildi 計画にもま

して住民のＮｦｬ Ｇ ｬｾ 的な協力なくしてはその実現が期待できないとみーえ

られるので、: E J i . 行の告Ilrli 計闘の手続に IJII えて、 ;本を作成する H寺点で

その楽に係る区域内の土地の所宥者その他政令で定める利者関係を
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図 - 1 地区計画の都市計画決定手続

有する者の芯: 比をボめることとした 。

なお、現行では rli 町村決定の都市計画はすべて部道府県知 'J": の/ 兵

認を要することとされていたが、地区計 ｾｉｩｪ については、っきＧに説明

するように計画決定される内谷が地域的に| 恨られることとなるので、

政令で定める地区施設の配置および脱政その他の・j' ，: 項をのぞき、都

道府県知事の* 認を' 豆- ける必要がないものとした 。

〈地区計画の対象区域〉

地区計四は、佐築物の建築形態、公共地設その他の地設の配置さ企:

からみて、 一体としてそれぞれの区肢の特性にふさわしい態織を 11m

えた良好な環境の弁街区を整備し、および保全するための訂j i I T j とし、

つぎの項目のいずれかに該当する土地の区岐について定めるものと

した 。

① 市街地開発事業その他- 1 ' 11当規棋の往築物若しくはその倣地の4m

科目又はこれらと ｦｪｬ せて行う公共地設の ｾｈｾＱｉｩｩｩ にｼ刻する・作業が行われる、

又は行われたよ地の区成

② 現に市街化しつつあり、又は市街化することが確実と見込まれ

る上地の区成で、公共焔設の終11i i ! の状況、」二地利mの動向等からみ

て不良む街区の環境が形成されるおそれがあるもの

③ 健全な住宅市街地における良好な府住環境その他優れた街区の

環境が形成されている土地の区域

名項目に該当する区域の只体的イメージと、そこで定められる地

区計阿のねらいは、 表 - 7 のごとくに. J j えられる 。

〈地区計画の計画内容〉

地区計画については、的世n、名称、位置、区I昔、およびその他政令

で定める・F取のほか、当該地区計阿の自問: その他当該区域の終11m.

ｉ ｾ 日発および保全に ＱＹ ， ｪ する万針、並びに主として街区内の居住者等の

利用に供される ｪ 直路、公 ｉｾｩｬ 等の地区地設および往築物等の ｾｈｈｬｩｬｬ 並び

に上地の利用にｼ比Ａする計阿 Ｈ 以下「地区ｾｽ， ｾＱｉ￬ｩｩ 計 ｾｬｩｪｊ という Ｉ を定め

るものとした 。

地区緩や前十両においては、つぎの ＱＱｾ ｊＱＧ ｩ のうら、地区計画の門的を

達成するため必要な・F mを定めるものとした 。

① 地区施設の配位および規校

② 挫築物詩: の用途のililj 服、娃築物の延べ l節約の敷地面. f ，' 1に対する
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表 - 7 ! 也区計画の対象地区と地区計画のねらい

石二ト¥
1)  J血|バロl 1'hl の)' . t '{U也lメー IYI) I  

立、 ｊ 也 ｉｾＺＢｉ ・ ｉ ， ｨｬ の ｩｊ らL 、

3  ) ベース. 7) llI j主地法

1  iーな L の)

4Elι L  

1，( 1，I，j  t." Jl I! 
1'(I ，hjt ，<JII! ，Ｉｾ史、その ｩ 也の公 ＨｉＨｪＧＩ 与たがｻＭ，じされている地ｼメ，で、ＧＩＧ， ｾｴＧｊｾ＠ ＱｾＺｉ ， ｨｪｴＺＧ ｊｬ ｬｬＧＩ ，ｾＺ＠ -{-の1也の公的幅広への"J，' ν ，1足

m 
')， J . ; その1也 li: !{: 

1);1 の公 ＨｉＨｪιＩｾｾｴ 地への"J，; 年・ Ptj ，立を lχl るべき I也l吐 i l l . を|司る

ｾｉｲ＠ li: 事 業 倣 ｉ 血の ｊｫ 小 Ｑ ヒ ｉｬｬｪ 主の ｩｬｕ ， 、ｴｩＡて ｉｉｾｉ まリ、 ｩｩｴ
"主 Ur ｵ 也 ＱｾＺｉ ， ｨｬｾＺＺＧ ｊｬ ｬｬ ' j ' ，来、相i li:' bl j f Jr J也IIH発事業、 3仁川似以 | のIlf)1UI

‘"， 
J也

1" 

lバl向子理・).1
似のi J { 乱、i のI;}jil に上り、" l1，hl どおりの，j iiJr η ｲｾ＠

l問先行為そ ＨＮＮＩ守かれわれた ｊ 也ｼ正て、事業幼ｾｾのキ ＱＱ 持 ｈｴｪ 且をｼズ ｬ る ｉ べ ｾｊ 也 Ｑ ，Ｈ
1を の他の' )( . ¥' . ｩ ヒのＧＩと ｉ ｽｌ を ｉｾＩ る

る
IOC ，j i iJrJ也 Ilfll fJ 1  1j ，小主倣J也が県{ i " L  Ｎかつ、ま ｉｉ ｉｩｊｲ路｜ＺＧｾ［の公 ｊｕ 色Ｂ立がイ ［ｉ ｴＡ｟して ｴ 、るた

l正

IJX 
発事業その の J 川1U; l  1;<カ・劣: 止。ており、時I克己k 停のための，) ( ｾｾが必世 ｊ て ｨ る ｊ 也 Ｑ＾＼Ｚ ｵ 血のｻｾｊｬ ｬｬＨＱ リかつ員 ｲ 令な， ＺＧＺｪｬ Ａｕ ｉｉ ｊｬ ｉｉｉ￉ｪ 立と郎，ｪ ｩ 均ヲ:  

昔、

t止
Ur 

11'1 

他i 公(I(r).t I  r. 1;di 全1*からみて. ＱＺＱ 也のｻￎＢ ｐ ｉｴｦ ｉｾｊ かつ位令な， ＺＧＺｪｬ 主刊 ＱＱＱ "-.1 ｾｉ るた内、 機能の¥! ! ｴｬｩＧｾ＠ 1辺|る IfH ま; -吋川セ、

J也 1(1iI ll[ 立がt 1  .  1-1>; (I(j 総合的な l斗ll f J 発か必咲主 I也1><

ｏｾｬｉｊｉＩ のＱｴ Ｊ￭ ｲＱＩＮ 小悦 ｉｾ ，なｼ品ＮＩＱｴ ￭ ｪＭ ＱＩ が ａ 存 ＧＮｬｪｬｊｻ ＧｪＭ以上て ｊ 丘 ￭ｩ しつつあ

る地域て. Tl lljJr i ' i l ‘ なの公共 l必saEかヂ| げて、 I，' ;IU:;U;<か' 比化しつつ

ｉｬ ｦｬＱｾＱ＠ r1).  j位協 f，i:ir.: 指定 ./){，f.;'If. ニよる判11jJ ri'il 

にる h るJ也l吐

J主|メ

i'Ii ，j i  Ur J也

､ｩｩｊｲ 化ＮＷＩ ｪＡＡＺｪｩＧＺ［ 比，Ｇ，Ｑないが、 ｉ 也ｼメーのす ｴｴ￭ 守となる幹線道路等がザ ｦｾ［Ｑ
制の泊 ｊｉＧＮ 化を ｉＮｾｉ る オ可ミ

"'， )，点 前み L しくはが1';1'" て、 I/{ ［ｾ，Ｚす ｩｬＺ 立、将ｾ，ｾ里 ｦＱ ［Ｑ ( な diiJ rI ヒがjJt ljill

ミニ! 泊先によるせておまり 1予防 11ーを iχl る

ると ｾｌｪ 主まｩｌる ｉ 也 ｉｾ

r.!.，¥J全H，i! ‘ らみて、 l HI. t; (i : 'む，j i 1Jr J也として JYll 与さI . l て L ‘ る| 地平IJ 吸I也の ji ，小化、 IlI j; じのi 1UI ， Ｉ［ｴ ｬｊｬＮの ｈｾ ， ｾｌ ¥，'1;の

にる

IOC IJX di iJ r  )也 Jl l を「てに 'Jく』比している I也f企て、九改行I.di のnI>，j i 形成に IJtd、fド) 11;'m I:)j t I によリ、 「でに ｉｦｾｉｊ ｉ＼Ｚされている ｍｉ な ､ｩ li 
河ザτ、

ｬｩｾＱ バー
勺M

を以た「と，dめ，'， 1[ ，る J也|メー Ｑｊｦｊ 也応 ｵ ｽＧｴ の ＨｾｾＱＧ 、をｼ刈る

;IIIJ イ干の 11，( I' ，':j I. l{ 1S t ま た は 松 低 限 度 、 処 築 物 の ， 建 築 面 偵 の 敷 地 l fl iWに 対

するＧ， ｉｉｉｊ イ干の ａｾｲＢＺＺｊ 限度、住築物の数 ｉ 也的 ｩｦｬ Ｇ ｬ または往築 ｬ Ｈｊ ￮ｦｴ Ｇ ｬ の ｩ 此 ＱＱ ＱＺ ＱＮＱＰ 立、

ｬ ｬ て ｬ Ｈｊ ｪ のｻ立 ￬ｩＧ ｬ Ｚ のｩｬｊ ｬｬｬＧｬｾ 、往築物等の向さの ＱＱ 止， Ｚ Ｇ Ｚ￮ｬＧｊｾｬｩ またま最低限 Ｑｦｴ その

他ｾ築物等にｼ提 ｬ する・ ｊｈ ｪＧＨで政令で＿とめるもの

③ 1: 地 の 利 用 の 制 限 に 関 す る 'J;'J 買 で 政 令 で 定 め る も の

な お 、 地 区 計 阿 を 者11市 計 阿 に 定 め る 際 、 地 域 住 民 の コ ン セ ン サ ス

を ｦｬ ｩ るのになおｊＱＮＧｦ ｬ ｬＴｬを要するなど、止 Ｇ ｉ ｉｾ 京地区長ｼ刊 ￭￭ の区域の全部また

は一日1¥について地区務備計幽をA : めることができない特別の・] ，¥.1'1';-1'.7、

あ る と き は 、 当 該 区 域 の 全 古1¥ま た は 一 日1¥に つ い て 地 区 終 備 計 耐 を 定

め る こ と を まZし な い ら の と し た

〈地区計画の効果〉

(1) 開 発 汗 可 法 準 の 迫)JII

開 発 区 域 内 の 土 地 に つ い て 地 区 計 画 ( 当 該 土 地 に つ い て 地 区 慾 備

計 問 が 定 め ら れ て い る も の に |恨 る ) が 定 め ら れ て い る と き は 、 開 発

行 為 の 設計 等がこれにJ ' ! 1l し て 定 め ら れ て い る こ と を 開 発 許 可 の 人刊 r.

と し て 加 え る も の と し た 。

(2) 地 |ι 汁阿 の 区 域|人l に お け る 処 き た 等 の 規)1，11

地 区 計 画 の 区 成 ( 地 区 主 主 備 計 画 が 定 め ら れ て い る 区 域 に 限 る ) 内

に お い て 、 他 築 物 の 建 築 そ の 他 の 行 為 を 行 お う と す る 者 は 、 当 該 行

為 に 泊 予 す る 日 の30 目 前 ま で に 、 行 為 の 純 鎖 、 場 所 、 設 計 ま た は 地

行 ｍｌ 等の Ｇ ｉ Ｇｾ 取を市町村ｌｩＺに ｉｲｬｬ け山なければならないものとする。

ただし、. i i l i 'i 片 の 管 理 行 為 、 軽 易 な 行 為 等 に つ い て は 、 IIII 出 を 婆 し な

い も の と し た 。

di 町村長は、 j函: 1 : ¥があった場合において、その届出に係る行為が

地 区 計 阿 に 迎 合 し な い と 認 め る と き は 、 そ の 届 出 を し た 者 に 対 し 、

設 計 の 変 更 そ の 他 の 必 要 な1，' ' 1 世を執ることを勧告することができる

も の と す る こ の 場 合 に お い て 、 市 町 村 長 は 、 必 要 が あ る と 認 め る

と き は 、 そ の 勧 告 を 受 け た 者 に 対 し 、 上 地 に 閲 す る 権 利 の 処 分 に つ

表 - 8  地 区 計 画 制 度 の 骨 組 み

地区 ｾｉＧ l，hI 制 度 の 仕 組l み

決定主体| 市町村

ｼ現行の郎 ＧｮｾｉＧｾｨￎ 決定の千絞による
決定予絞|

|  ( ，案作成時に 1: 地所イ{ 行t干のむ見を求める)

I  1区娘| 地区 ｉｾｴ 同灰域 | 地区松備計画区成( 左の区成の一部でも可)

ｼつぎの Ｇ Ｉ ｾｲｮ のうち必要なものを定める

地区の物保iに| 則す 11 . 地区施設の配位およひ鋭校

る )J j l ' 12 ，ill 築物等のm途の制限、 ill 築物の延べ l飼
"十

画 ｝Ｎｪ也区 ｾｉ￯ｬｬ ， ｪ の目線

2. 地区のも宅14i i、I l fm

および保全の ) j 量|

ｦ ， Ｇ ｲ の倣 ｉ 也而 Ｎｗ に対する［則合の五 ｬ ，｜Ｚｾ限度、

または最低限度、主II 築物のill 築 l飼怖の敷

地 ＱＱＱｩｦ ， ＧＱ に対する河 ｬ 合のｾ，Ｈ ｲｲｾ 限度、建築物

の倣I也I耐白または建築而f l ' 1 の段低限度、

Ｑｬ， ｾｔｉ 耐の位置の制限、 ｩｬｬ 築物等の高さの松

山限度または& 低限度その他主II 築物等に

ＧＱｾ＠ I 内谷

lTi 地区守完備1，1¥1' 町[1{域

( 一部について定 ｬ 則する Ｇ Ｑ ｾ ｊｪＧｪで政令で定めるもの

める場合) i  :l. ｊＺ 地の利用の制限にｼ測するＧ Ｉ ｾＱｊｪで政令で

定めるもの

ｊＮ ｊ，ｲ ｪ 行、勧 ｩ ＡｪＭ ｩｬｾ ＱｊＮ主ＨｲＮＡ Ｑ ， ＱＱＧ 法 ＵＸ 条一 Ｒ )  

( 九i主行為にお下する 30 日以前に l吊出、

;nー阿不適合について市町村長が設，11の

'g，: aその他必裂な桃山を執ることを範/ )

)

 

'
'

 

制11' !l. 7.'f 

ＲＮｬｬｦｬｾ ， Ｑ 午司の ｊ 怯 ｩ 干ＨｲＮＡ Ｑ 計法 ＳＳ 粂Ｉ

し 3 ，1い3. rh 

u基主νt椎早法6ω8条一 2 )  

Ｈｩｬｬ 築物の・肱 ｉ 也または用途に ｬ 刻する Ｇ ｊ ｾｲ ｦｩＩ

4  af立i位指定に閲する特例

( 法椎法68条一 3 )  

( 道路の! 立ill の指定は計画に則して行う)

|5. 予定道路の指定 (J 主体法68- 4  )  

建築を行う者、問先行為を行う者または市町村

自] ，] : J 也に l則する権利の処分に l則する伶旋そ

のf也の術位

t ， 

税制ii 主体

助成撚; 丘

l  市街地問先 Ｇｉｾ ｊＮ［ｾの Ｇ ｉ ｾ J . ; ーが行われる、または行われたよ地の区域

地区計画 12，今後市街fとする上J也の区成て¥不良な街区のm境が形成される

対象区I或| 恐れのある J也戚

Ｓ Ｎ ｊｊｬＮに良好な ｉ ，Ｇｾ f主m脱が形成されている上地の区域

31 
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いてのあっせんその他の必要な措置を講ずるよう努めなければなら

ないものとした 。

また、今回合わせて行って いる建築基議法の一部改正により、市

町村は、地区計画の区域内において、地区計画の内容として定め ら

れた建築物の敷地、構造、建築設備または用途に関する事項につい

て、適正な都市機能と健全な都市環境を確保するため合理的に必要

と認められる限度において、とくに重要な事項につき、条例でこれ

らに 関する制服として定めることができる ものと し、建築物の敷地

面積に関する制限を条例で定める場合においては 、当該条例に、当

該条例の規定の地行または適用の際、現に挫築物の敷地とし て使用

されている土地で当該規定に迎合しないもの、または現に存する所

有権その他の権利に基づいて建築物の敷地として使用するならば、当

該規定に適合しない こととなる土地について、その全部をーの敷地

として使用する場合の適用の除外に| 刻する規定を定めるものとした。

(3) 道路の位置の指定に関する特例

建築基準法の一部改正により、地区計画に道の配置および規模が

定められている場合には、当該地区計画の区域における第42粂m l

項第 5 号の規定による私道の位置の指定は、特別の事情がある場令

を| 徐き、これらの計画に即して行うものとした。

(4) 予定道路の指定

同 じく建築基準法の一部改正により 、特定行政庁は、 地区計図等

の区域において一定の要件に該当する場合には、これらの計画に定

められた道の配置および規模に即して予定道路の指定を行うことが

できるものとし、当該指定を行った予定道路の土地の区域内におけ

る建築物の建築等について必要な制限を行うものとした。ただし、

表 - 9  地 区計画と類似の現行制度

制l J!l: 機拠法令 目 的 等

当該指定に伴う制限により指定の際、現に予定道路の敷地となる土

地を含む土地について、所有権そ の他の権利を有する者が当該土地

をその権利に基づいて利用することを著しく妨げることとなるとき

は、この限りでない。

5  地区計画制度創設の意義

これまでの都市計画制度は、都道府県知事および市町村が主体と

なって、都市の骨格的術成を定める計画ili l]}変が中心とな って構成さ

れているが、本制度は、市町村が主体となって住民の意向を反映し

つつ、地区の特性に応じた詳細な計画を策定する、いわば積み上げ

型の計画制度である 。 これによって、現在の体系ではカバーしきれ

ていないとして指摘されていた都市レベルと敷地レベルとの聞の、

いわば地区レベルの計画についての法律的な計画体系が一応完成し

たと言える 。

ここで、本制度創設の意義について、改めてまとめてみよう。

まず第一に、都市基盤鐙備と建築物の一体的計画誘導の実現とい

う点があげられよう。現行都市計画の 中にも、特定街区、一団地の

住宅紬設など都市基盤と建築物を一体的に定めるものは存在するが、

本制度は都市計画法と建築基準法との両制度を、地区の単位で結合

することにより、都市基盤と建築物との一体とな った良好な市街地

形成を促進するための普遍的手段となるものであり、都市計画の計

画密度を著しく向上させるものと期待される 。

第二の意義としては、本制度を地区レベルにおける町づくりの有

効な手法として活用することにより、住民合意にもとづく都市計画

を絞極的に推進することが可能となる点である。 表ー刊のように

都市計画に定めるべき事項 実 鎖

( 553.  3 . 31) 

高 度 利 用 地 区 ＮｲＮｾ市計画法 建築物の敷地等の統令を促進し、小規模建築物の鐙築を抑制すると ①釘l苅1 ②位置 ③区J或 @ 蘭積 376 ha 

建築基準法

ともに建築物の敷地内に有効な空地を ⑤容4立Z与の段高限度および最低限度 71都市

政保することにより、用途地域内の土地の合理的かつ健全な高度平IJ ⑥建築面積の最低限度

用と都市機能の更新とを図ることを目的として指定する。 ⑦建ぺい率の最高限度

③ｾ商の位置 ｅ の制限Ｈ ただし必要な場合 Ｉ

特 定 街 区 都市計画法 良好な環境と健全な形態を有する建築物を主主設し、あわせて有効な ①~④は高度利用地区と同じ
106 ha 

往築基準法

ｾＡ也を確保することにより都市機能に ⑤名林 13都市

適応した適正な街区を形成し 、もって市街地の悠備改善を図ること ⑥容秘主事

を目的として指定する. ⑦建築物の悶さの限度

③壁面の位訟の制限

総 合 設 計 建築基地法 敷地規模の拡大を促進することによって土地の有効利用を推進し、
159件

あわせて敷地内に日常一般に開放された空地( 公|羽空地) を確保さ

せることにより、市街地m境の悠怖i改必を図ることを目的とする。

一団地の住宅施設 都市計画法 都市の総合的な土地利用計画に基づき、良好な居住環境を有する住
①級官J l ②名称 ③位世 @ 区域 4，408 ha  

ill 築基準法

Ｒ 包のよｾ図的建設およびこれに附随する必［信施設の総合的 ⑤位ili 65都市

J . ' f 備を図 1) 、もって公益的な住宅供給と市民の住生活の向上とに資
⑥建ぺい率の限度

する。
⑦答 ｨＱｾ 巨の限度

③住宅の低j語、中層または高層別予定戸数

⑨公共施設、公益的施設および住宅の配置の

方針
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す て 棋 に 地 方 公 共 団 体 の 中 に は 、 地 区 計 画 的 な 計 画 を 独 自 に 立 案 し 、

地 区 レ ベ ル の 町 づ く り を 推 進 し て い る ・J_ l : 例がみられる 。 こ う し た 行

政 判 列 か ら も 判 断 さ れ る よ う に 、 地 区 レ ベ ル の 町 づ く り の 手 法 の 必

要 性 は す で に 出 て お り 、 こ う し た 要 約 lこ 応 え る た め に も 、 地 区 計 阿

は 、 建 築 物 の 建 築 形 態 、 公 共 地 設 、 そ の 他 の Jiili 設 の 配 置 等 か ら み て 、

一 体 と し て そ れ ぞ れ の 区 域 に ふ さ わ し い 態 機 を そ な え た 良 好 な 環 境

の 各 街 区 を 務 付jj し 、 お よ び 保 全 す る た め の 計 阿 で あ る が 、 ノ ド { 制JJ 支 の

魁 旨 に か ん が み れ ば 、 地 区 計 画 の 策 定 お よ び そ の 実 胞 に あ た っ ては、

郡 市 計 阿 お よ び 処 築 関 係 諸 制 度 の 総 合 的 展 開 を 図 る と と も に 、 教 育 、

文 化 、 悩 祉 等 、 ITM広 い 公 共 公 益 地 設 の 戦 備 と 一 体 と な っ た 総 合 的 な

| 灯づくりを展 14f. J す る こ ど に よ り 、 良 好 な 市 街 地 域 岐 の 実 現 を 図 っ て

い く こ と が 期 待 さ れ る 。

表 ー 10 地 方 公 共 団 体 に よ る 地 区 計 函 約 行 政事例 の 一覧

分 1ii 幽 σ3 i'， 材、 対 象 地 区 地 区 I(II ft' 1  IIIIj ITJ lλl 干十

繊浜市

住宅公団地行土地区副校男 ｉｬιｉｾ Ｎｴ｛ＧＨ アハート 7 ンション地区、_ c 場介"F等地区、センタ一地l豆、一般 fi:

i佐」ヒニュータウン i打つr< リ協定

域のうち、 l(.{i 地検地(j 選択換地) 'むI也氏の 4 何日11に分けて. ｪ Ａ￭Ａ也、他物、紘ｻヒ ｾＡｊ［ に ｉｾｉ する協定を締ｾ ，Ｇ

高1¥分 523 ha ｦＧｾ＠
(1 )新 dii 封I也

米' oJ qま=収 j g泣I也の J'. 地区IlIi j枚.1' 1¥Ｇｉｾ＠ センタ一地l正、表通り地区、集合Li:'- t ! 也[，( 、(JkIM(i :宅地 l王、サービス

J .diili! 也IJM

償浜市 ・

業区域( 選択換地下法による) ｕｉ Ｎｈ也 ｬ 正の ＵｈｾＩｉｊ に分けて 、 敷地、他物 ｾ￯ｦ にｼ見Ａする協定を締車内 ｦＧｾ

ｾＧ ｊ ｾ Ｎｴ等
新ｾ牧地区 ｦ 釘づくり協定

88. 2 ha 

の 'II ;(fが

l l ' t

'  

rli .  

{ 土工iμ{I :、木造住宅密集地区、 ､ｩ がＩ ， ｾｾＢｉ￯ｬｨｪ 策定 。 地 ＱＧＨ 再開発協議会にお ｌ 、て ｉ 也 ｼ メＺ ， Ｑ Ｑ ＧＱ ＱＱ 日 をたて 、 ､ｩ

行わi L る、 * 西南北 4 地区、 がれ耐Ｚ二沿って が業化 Ｈ 既存制度 の ｾ Ｇｉ ＧＨｉＧ ＭｊｩｉＦｊｬ ｊ )  

または行

庄内I也I吐住環境抑制J 十回

，lI' 425 ha Ｇｅ ｩ，ｦ［ ｪ ｻｩｾ品、生前Ｎｦ［Ｑ土克純 ｩ ，没、公 ｉｾ ， ｉ 、公Ｇバｌｩ宅、改良 Ｈｩ リ七等の 税制 ｩｬ

われた区

吹 111 di ' 吹二地 l正

既成市街地て ･ 間 ＨｉＨｊｾ ，評判 ｩｩＧ ｉ Ｇ［ Ｎｴは協同 ｉ 大阪府の r1三I円幽強制ii' I' ; . t J のモデルJ也区としてスタート 。

城 (2) 既成市街地

生前倒守主Illijl ・jilij

であるが、肘住環境絵師ii を裂する 交i凶、 F水道、広場、緑化、公当、コミュニティ地 .(;.t J I 6 つの制lよ

地区 約80 ha りなり、地区修復 (I(J なl付谷を持つ

神戸 di '  

ｩ 般的の ｾｦＧｊ ｌｾ 屋、本制 ＱＱ 工場が似イ干 ｬ 上区怜線、区画 ｩｬｩｾ ト のｾ ， ｾｬｬｩｩ 、地区内 での 川途純化、 Ｈｩ Ｇ を の ｉｪｾｬｬｦｬ ｾｴ 、

￹Ｚ ｾｴＡ 也区
した道路ぷ強制ii な地区 および生活環撹 ｉｪｦｦｩＮ［ ｪＺ の Ｑ 別 ｾｩｩ を図る。

品'0) 39 .0 ha tf' ! ! f ' ! 也区まちづくり般討会，. 阜の設ill

茨木 di ・

中心市街地を除いた di 街化区域全 制ｬｉ ￭ｭ 各校 ｉ 桁， ＱＱＭ ，同図Ｈ公凶、小ＧＱＧ学校 ｴｦＭｌ 含むＩにＩ，ｾづき、 ｂｾｊ 先行為

制ｬｉ ￭ｬｩｾ 高等技術 ｉｾ I州

{ 卒、r 1ii 削ヒ，狗核区成のー古1¥L 含む 住袋行為 に ｼ摂して制 ＱＱ 廿 ｉ 路 の務 備を桁 ｪ ｦｬＮ ｯ 法 ｾＮｾ量 ｦｪｪ を越える部分に つ

いて助成

出'jfl 見di ・

市街化区域内 の道路未桜備え 7 ロ 細 iJ - r 路守完備計画図に) ，1; づいて、|品l発行為、住築行為に際して制l I ih路

ール予測地区、 13地区 の型評判ii を指待。助成なし

制lI i封路守税制ii"lii 11j

at 601. 7ha 

勝 III d，・

大工場等41'可住地を除いた市街化 地区ごと に区阿箆壇! ; 十日! ! i 係官¥' もに iV，拠した地区松{ 仏l J i1hj をたて、I I ¥'!也

地区技liiiJ 十回

区域のはほ全域、 32地区 Ｉｪ 式による郎 ｉｾｲｪ 立路Ａ￬ｦの先行的概成、開発行為の ｦｦｩ［ 持、区 ｉｬｨｩ 快ＮＱＧ Ｑ｜ へ

，11'  1，870 ha のＢｾ［ＨＯＮを行う

ヰLt 見di .  

S .  45年 0 [ 0 を除いた市 ih化l正 各{ 王区 公共公佳品 ｩ￤ 止の詳細な配［町を定めた Ｈｩ ， Ｑ 互 ｴｾｬｩｩｩ ， ［Ｑ 曲 ｬ をたて、

2. スプロール区成

ｩ 主区税制 ｩ￬ 法ＮＮｪ ＧＺｾｨ 国
域全体、 1161.主区

ニi L に) ，1 ; ついて公共公位施設のill 設および1(liilll ，J1t の指，12f 行う

，l t13，600 ha 

仙台市 ・

線引きょ4也しに際し、区画守主月1を JJl. ill 尊 if( 引の，:I'plii 伊1 ( 1正副道路、行1¥，l I' 道路、 "'j 枚、公 I申! 合む ) Ｑ ニＩ，ｾ

旋) J : 地区

前提とし て市街化区械に細入さ れ づいて行政指導Ｎ州は区 Ｑ ＡＡ｝ｪＡＮＧｾｊＧ ｬｬ 的施行を似化 ベイ相 ｼ

た地区 Ｊｾｊ＠ 100 ha .tJ!. iLil とf，il.¥J": ｉ ｉ ｾ の取リ ｈ け

術7兵di .  

土地区画経理 Ｇｉｾ Ｎｴ地区に同年後し、 「大Q 戸地区における Ilfl 発行為等 の指呼指針J r  Ｑ 二地手 ｉｉｾｔｉ 1えぴ地. 没

大豆l' 地区

開発圧力が強 〈、i Ai i lニな上j也干IJ 川 技術: i tlllij 医] j に基づいて、| 泊先行為の桁; ( / . を行う

とＩ，Ｑ［盤の扶備が必ｾ 40 ha 

(j 取 di .  

区画係ｊＧｾ標 ｩ｜ＧＢ こ準拠した指導街路網， ｉｕ 函図を作成 ｌＮ ｾＡ也恥ＺｈＱ、ｼ持 ｬ

，Inよ'r fヒ区域内のぷ r1i iJ rf ヒJ也蛾 発行為、処築行為に際して街路紘1 ( r.I¥，lI' ill i ! * の一f l I ¥を含も) の税制ii

指導街路網 ｾｨｩｬｬｪ
を指i持

神戸 rli ・北野山本地区

伝統的住i主物群保存地区 (8.5ha) 事11 ' di ｭｩｲｬｪｪ 註観条例に ｊ ， ｉｾ つＧいて、建物、工作物、 ｦｩＨＨ ，ｦｬｴ等 ｬ こｼ刻するＩ，Ｑ［

と、その周辺の mlrti 景観形成地域 iVを指定 それにより，也築行為等に対する街i謀、流司、助成あるい

自l¥ddill iJ U彩成 ;lhlhi

，11'*' :J 30 ha は融資を行 J

Ji( 百I¥di .  

紙回新統地区ＨＪｾＩ 1.5  ha )  京nJ ¥rli 伝統的主主造物俳保存地区条例とそれに) ，1 ; づく各地区{ 足仔，l)ii hi

Ｑ 芸寧坂地区ＨキｾＩ 6  ha )  によって、 ｩｬｬｾ 行均等に対する汗可、指弾、 Ｇｻｉｉ HI のI1i iDIJ を行う

3. 他全な市街地の保全

伝統的住泣物1品作I也I.{

峻峨山 J，l;' 本地区( 約 3 ha )  

検i兵di ・ 馬J j i . 辺商府 i封 術づくり協定による ill 物の壁而後退、 .¥J:II:[ の統一等、歩道の拡申Mとレ

Ｎｬｊｾ＠ ｉｉＨｪ 丘地区 ｉｪｾｴ ， ｾＨｩｩｪ ・ ｬ ゆ ｴ 路線延L < : 450111 ンカＧＱＮ ｾｩ 袋、および街路樹、ストリートフ ァニチャーの ｊ 止 ｩ ｊｴ 、不 ｊｩ ｲ，ｬ ｩ ＱＮ ｩＱ ￬ のＢ売致

wi 浜 di '  

一山下公l州周辺地区

影響でまだ空地が多〈伐されてい を 行 う ( ＱＱＱ 下公開前 ｉｭ￭ｩｩ 区の建築指呼Ｉ， ｾｩ｜Ｇ ｜ )。

る 17.1 ha 怪l雨後退、倣I也他物の緑化、 上 ｊ 也手 ＱＱｭ ゾーン目 Ｑｉ 規制 ｉｾ［
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11治 道 整 備 計 画 制 度 の 導 入

一一ー幹 線 道 路 の 沿 道 の 整 備 に 関 す る 法 律一一一

1. 制 度 の 背 景

近年における自動111交通i立の刷大や '11両の大引化などに伴い、と

くに都 d1m) の幹線道路の周辺においては、道路交通に起因する生活

環境悪化が問題となってきており、そのなかでも道路交通騒音対策

が重姿な課題となってきている。

道路交通騒音のための対策としては、これまでもバイパスの鐙備

等をすすめ、郷市内をI l 自治する交通iti の悦il"X を図る- ) ) 、遮音壁、

環境地設併の設置等による道路付i泣の改善、有料 nW-)J 'IL.¥I;( 用道路の

沿道住宅の I!JI 音エギに対する助成行11位、緩衝建築物の建築を促進す

るための建築資に対する助成的世が逐次講じられてきており、地域

によっては一応の効栄をあげているところであるが、このような情

誼だけでは必ずしも有効かつ適切む対策とはなりえない場合も多い。

このような↑ Jj 勢にかんがみれば、問題に対処するためには、道路

計画や道路村長造等の道路 ＢＡｾＱｉｭ による道路交通思議背対策を主体としつ

つも、これとあわせて幹線道路と治道の土地利用との調和] を初優的

に図ることを施策の中に取り入れる必要性も生じてきた 。

このような婆訪にこたえ、道路交通騒音により生ずる障害の防止

と沿道の適正かつ合理的な土地利用の促進を図るため、道路交通騒

7干の詳しい幹線道路について、道路構造の改善等の措置を講ずると

ともに、その沿道について新たな都市計画として沿道技備計画の制

度を創設し、あわせて沿道1削II I l 計画の区域内の佐官1mを促進するため

のtffztを講ずることとな った 。

本制度については都市計l問中央審議会および道路審議会が54年 5

月、建設大臣より「大都市における特定の幹線道路の沿道において、

道路交通騒管による防さを防止し、あわせて通正かつ合理的な土地

利用を図るための方策」について諮問を受け、合同部会を設け、検

討をすすめていたが、 utj 和54年 8 月10 日の合阿部会において最終的

な案をまとめ、 8 月20 日の都市計画中央審議会、 8 月22 日の道路審

議会においてそれぞれ案を決め、住設大臣に答申した 。強設省とし

ては答 ｉｾ を受け立法作業を進めていたが、 「幹線道路の沿道の授備

に| 刻する法律案J としてとりまとめ、第91国会に提案したものであ

る。 なお、本法についても、 JI?{ 制J 55年 4 月23 日に可決成立した 。

2  . 幹 線 道 路 の 沿 道 の 整 備 に 関 す る 法 律 案 の 概 要

〈目的〉

この法律は、道路交通騒7干の将しい幹線道路の沿道について、沿

道桜 Ｑｩｬｩｬ 道路の指定、沿道 Ｔ 則前日 ｉＮｩｩｬｬ￯ の決定等に ｬ 羽し必要 ｾ Ｎ ＧｊＢＧ［ 項を定め

るとともに、 ｩＨｾ 道の ｓｆ 備を促進するための惜置を講ずることにより、

道路交通路7干により生ずる| 符害を防止し、あわせて適正かつ合理的

なJ 二地利用を図り、も って門的な道路交通の係保と良好な市街地の
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形成に資することを目的とする。

〈道路管理者等の責務〉

l  道路管理者は、斡線道路の悠備に当たっては、沿道における

良好な生活環境の維保が図られるよう道路交通綴背により生ずる ｉｾｾ

ｾの防止等に務めなければならないものとする 。

2  国及び地 }j 公共同体は、幹線道路における円滑な交通及びそ

の沿道における良好な生活環境が舷保されるべきものであることに

かんがみ、道路交通騒背により生ずる障害の防止と沿道の適正かっ

令理的な土地利用が促進されるょっ必要な施策の推進に努めるもの

とする 。

〈沿道整備道路の指定〉

l  都道府県知I'J 1 - は、幹線道路線lを椛成する道路 ( 高速1 "1ili1J 111 lJ l  

i丘以外の道路にあ っては 、都市計画において定められたものに限る )

のうち次に掲げる条件に該当する道路について、道路交通路並行によ

り生ずる障害の防止と in迫の適正かつ令型的な上地利用の促進を図

るため必要があると認めるときは、区 111J を定めて、建設大臣の承認

を受けて、沿道 ｾ￼ｾＱＯｩｬｬ 道路として指定することができるものとする 。

自動 '11交jJj j J止が特に大きいものとして政令で定める基_ i ¥f i を趨

え、又は越えることが隊笑と見込まれるものであること 。

二 道路交通話並行= が沿道における生活環境にお: しい ;jS響を及ぼす

おそれがあるものとして政令で定める」レ終を超え、又は越える

ことが確実と見込まれるものであること 。

三 当該道路に ｬ 溌 Ｑｾ する地域における土地利用の現況及び推移か

らみて、当該地域に- tn当数の住屑等が集合し、又は集合するこ

とが目立笑と凡込まれるものであること 。

2  前項のえl l . 定による指定は、当該道路及びこれと密接な関述を

有する道路の務官IH i の凡. i i l l し等を考慮した上でなお必要があると認め

られる場合に| 浪り、行うものとする 。

3  都道「府仔p県f品L知

らカか‘ じめ、当該指定に係る道路及びこれと密接な関: i 1 f を有する道路

の道路管理者並びに関係市町村に協議するとともに、これらの道路

に係る交通の規制の観点からする都道府県公安委以会の意見を幣か

なければならないものとする 。

〈沿道整備協議会〉

沿道笠俄道路が指定された場合には、道路交通騒千干により生ずる

! 時書の防止と沿道の適正かつ合理的な土地利用の促進を図るため、

此該沿道整備道路及びその沿道の ＢＡｾＱＯ ｩＱ ｪ にｼ品 ｪ し必要となるべき知世に

ついて協議するため、都道府県知 cJ 1 - 、都道府県公安委員会、関係 rli

町村及び当該沿道桜備道路の道路管理者は、沿道4削1m協議会を組織

することができるものとする 。

〈沿道整備計画〉

l  都市計画区域 ( 市街化区域その他の一定の地践に| 恨る ) 内に

おいて、沿道強制IJ 道路に抜統する土地の区域で、道路交通騒? 干によ

り生ずる隠さの防止と適正かつ合理的な土地平IJ 月] の促進を図るため、

一体的かつ総合的に 市街地 を強制IJ することが適切であると認められ

るものについては、行1IIIi ? I - 聞に沿道 1HH/lfl ｾ＠ 1- ｾｉｮ を定めることができる

ものとする 。

2  治道務11m計画については、 I(7i且の燃やr l I J に| 却する万針及び次に



Ｎｊｬｬげる ＧｊＧｾ 項のうち当該区域の特性を巧 Ｑ 台、して必要と認められる ＧｊＧｾｲｴｩ

を都市計画に定めるものとする 。

- 建築物の沿道絡やJ i J 道路に凶lする部分の長さの敷地の沿道格制H

道路に接する部分の長さに対するＧ， ｬｦｉｊ 合の ｬ�ｴ 低限度、処築物の ｲｾ :J 

さの最低限度、処築物の構造に| 主j する| 坊7干上又は j主?1・ L必22ーな

制限、略的iの位; 在の制限、処築物の延べ的i f l ' 1の敷地 Ifri fl' lに対す

る;守IJ 合の iぽ低 IIW立、処築物ミ干の用途の ililJ ＱＱＱｾ＠ ｾ 寺

二 fick地その他の緩衝空J也、道路その他の地設 ( l'if l 市計画で定め

られた地設を| 徐< ) の配 u立及び鋭校

三 上地の利 ｉｔｊ に関する ＧｊＧｾ 項その他の ｩｮｩ 且の政備にｼ長 ｪ する‘ ｊＧｾ なｻ

3  沿道撚備計四を布 ＱＱ 市計阿に定めるに当た っ ては、次に ｩｾｊ げる

ところに従わなければならないものとする 。

一 道路交通騒背により生ずるｼ埠 Ｒ 与を防止し、又は Ｔｩｾｩ 成するため、

必要に応じ、 j! f ! ; 計上イT刻j な機能を有する，建築物等又はt土地その

他の緩衝宅地が沿道税制Hi 丘路等に I(! I して核1/lil されるとともに、

当該道路に面する挫築物その他道路交通騒背が比一しい上地の区

域内に有ーする処築物について、道路交通騒背により ｪ 三 ずる ｬ［ｴｾＧＱ ょＺ

を防止し、又は 'I! 量減するため、| 幼育上4王手UJ な構造となるように

定めること 。

二 当該区 ｪ 或及びその周辺において定められている他の者 ｉｬｲｬ￯ ， ｈｾ ｦｊ ￎ

とあわせて効果 (I(J > j : 自己白及び規棋の公共地設を 1/iil えた他全な都

市 ｉ ［ｩ ｾｊｌ のものとなるように定めること 。

三 位築物等が、都市計阿上幹線道路の沿道としての当該区肢の

特性にふさわしい用途、谷村i、刊さ、配列等をやHf えた適正かっ

合理的な仁地の利l i J 形態となるように定めること 。

〈行為の届出等〉

1  ｩＨｾ＠ ill ti毛利H訂IIlij の区域内において、 J: . 1也の区 111可
j
杉nの変史、処

築物等の新築、改築又はhn築その他一定の行為を行おうとするず; は、

当該行為に着手する日の30 日前までに、，建設省令で定めるところに

より、行為の位獄、場所、設計又は }j(li 行万法、若手予定日等をr ! il 町

村長に属け山なければならないものとする 。ただし、通常の哲- 血行

為、 q! 王易な行為等については、届山を裂しないものとする 。

2  市町村長は、第一項又は Ijij 項のm定による届出があ った場介

において、その周 1' 1 : ¥に係る行為が沿道係官HJ 計画に週令しないと認め

るときは、その1 a 1 l Hをした者に対し、設計の変更その他の必要な flt

置を執ることを勧告することができるものとする 。 この場合におい

て、道路交通脳背により生ずる| 符害の防止又は軽減を図るため、必

要があると認めるときは沿道税制i計画に定められた・J'; 項等に| 主l し、

適切な措置を執ることについて指導又は助 言をするものとする 。

〈土地の買い取りに関する資金の貸し付け〉

国は、市町村が沿道抜備計阿の区域内の土地のうち道路交: i I 邸前干

により生ずるド立ちの防 ｊ ｉＺＮＩＨは粍 ｩＯ ｯｘ と当該区 ｪ 或の計画的な ｾＱＱｭ を図る

ために有効に利用できるよ地を買い入れる場合には、当該市l町村に

対し、その上地の取れ} に要する 'i'( 朋に充てる資令の傾の 3 分の 2 以

内の金額をｾ県平 ｉｊ (-でnし付けることができるものとする 。

〈緩衝建築物の建築等に要する費用の負担〉

1  iηi 直格付llal- 阿の区域内において、i ! f ! ; i T 上布告すJ な機能を有する

一定の控築物で治迫4削!日1計阿に適イ干するものを建築する者は、 i{} 迫

都市・建築関係法の新たな動き

地区レ ベルの計画制度の導入

燃やII i i 道路の道路色- 理者に対し、道路交通脳7Tにより生ずる |;172与の防

止又は ＱＱＡｾｩ Ｏｩ［ ｸ について遮脊上当該建築物の住築によりｾＡｽられる効用の

限度内において、当該建築物の，建築及びその敷地の ｾＡＱ 削ｬｬｊに裂する貸

別の一部を負 111. することを求めることができるものとする 。

2  片IIjl貨のm定による，{ . l J 用の負i H. をボめようとする者は、あらか

じめ、道路管理者に当該娃築物を主. ! ! ; 築する旨の1 ] 1山をし、当該' 佐用

の似& びその t t Nの }'j 法について道路: u : 塑荷と協議しなければなら

ないものとする 。

〈防音構造化の促進〉

l  道路管理者は、道路交通騒音が特に持しい沿道 ｾｾｾＱｉｭ 道路の沿

道に係る沿道核保j計阿の区域内において建築J炉供法の規定に基づ〈

条例により，建築物の機造に関する| 坊音上の制| 肢が定められた際、当

該区I或内に現に存する人の屑住の用に供ーする建築物又はその部分に

ついて、その所fi 者又は当該往築物新しくはその部分に関する所有

権以外の権不IJ を布する者が防音上有効な椛造とするために行う工・j ¥.

に閲し、必要な助成その他その促進のための十片置を講ずるものとす

る。

2  同は、前項の情誼にｼ共 ｬ し、その Ｇｩｾ 用を負 ｪｬｬ する ｊ 也万公共同体

に刈し、予知: の範囲内において、必要な財政」ての附置を執ることが

できるものとする 。

〈権限の委任等〉

ｪ 且Ｚｭ ￮ Ｂ ￎＺ 迎者である建設大臣の権限は、 ｊ 也 ｽｪｪ 辿設局長又は北尚道 ｬ ｾｦｊ

発局長に委任することができることとする等所要の規定を設けるも

のとする 。

〈道路j去の一部改正〉

j立路法の一部を改正して、道路竹週! 者は、交辿がJ ; しくふくそう

し、又はふくそうすることが比込まれることにより、 II[rl l，jの能率的

な運行に支障があり、京しくは道路交通脳背により生ずる| 符: 去があ

り、又はそれらのおそれカ、ある道路の区間i内において、交通の円消

又は道路交通騒音により生ずる障害の防止を図るために必要がある

と認めるときは、当該道路( ; まだ供用の開始がないものに限る)

は道路の部分について、区肢を定めて、r ' l ill iJ '11のみの一般交通の用

に供する道路又は道路の部分を指定することができるものとする 。

〈都市計画法の一部改正〉

都市計両法の一部を改正して、都市計両に当該部市計阿区域につ

いて必要があるときは、沿道整備計画を定めるものとし、開発区域

内の土地について沿道皇室備計画が定められているときは、予定建築

物等の用途又は開発行為の設計が当該沿道整備計阿に定められた内

容に即して定められていることを開発許可の基準として加えるもの

とする 。

〈建築基準法の一部改正〉

処築 J釘¥l; 法の一部を改正して、市町村は、 i( ' i 道主主備計画の区域内

において、挫築物の数I也、構造、建築設備又は用途に| 期する 'J>;: 項で

当該治道fZ備計阿の内容として定められたもののうち適正な者11市機

能と健全な都市環境を確保するため合理的に必要と認められる限度

において、特に重要な事項を、条例て¥これらに| 主jする制限として

定めることができるものとする 。

( こうとう みつお ｩｬｬ 設￭Ｇ￮行 ｬ￭ｲｬ￯ 局ｲＮｉｉ ､￯Ｚｮ 阿ｾ泌氏補佐 Ｉ
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関西航甑IJ 側 常 務 取 締 役

戦後，わが国の政治 ・経済のしくみが大きく変わり，わけても近年のわが国の急速な経

済成長 ・社会環境の変化は社会を複雑 ・多様化し，これに対応して建設行政の内要も著し

く彼舗をな体系を形づくるとともに ，こ れに関する法律も多様化してきています。

建設行政は ，国 ・地方自治体を問わず重要なものであり ，前述したように今日の社会構

造の下では，建設行政に何らかの形で関係する建設技術者にとって，法律的な素養は不可

欠なものとなり ， また要求されるものであります。

本容は以上述べたような意義をふまえ ，大学 ・短期大学の土木工学科 ・建築学科の教科

舎として， また土木 ・建築関係の業務に従事する技術者ならびに建設業関係の営業担当者

の方々に，少しでも建設行政について認識を深めて頂くことを念頭において立Fかれています。

今回の改訂 ・増補にあたりましては ，初版 2 刷以後改正 ・追加されました法令等を付加

し，参考資料等も入手できうる限り新しいものと差し替え，また新たに 10章を設け， r骨

材 ・地下水に関する法制」として詳述するとともに ，巻末には明治時代からの土木 ・建設

行政に関連の深い法令を年表形式にまとめて整理し，各法令の改正の時期並びに重要関連

事項を併記して編集されています。

S主要目次 S

一一

1. 総 論

2. 計画法制

3 章 公物法制j

4. 都市整備に関する法制1

5. 環境保全に関する法制

6  :寧 鉄道に関する法制

7. 工事に関する法制

8章 土地収用法制

g. 建設業における国家試験とその関連法規

10章 骨材 ・地下水に関する法制

⑨ 発行所 株式会社 国 民 科 学 社 号 ｾＡ ＵＰ 東京 都新宿区高田馬場 Ｓ - 1  - 5  - 103 

図書 出版

電話03( 364) 5911代表 振 替 東 京 o- 187239番

発売元 株式会社 オーム社書庖 ⑤ 101 東京都千代田区神田錦町 3 - 1  

電話03(233)0641

. . 好評の建築設備関係法規書シリーズ

監修/ 建設大臣官房官庁営繕部設備課

建築設備技術関係法規要覧

加除 式 / A  5 判 約 1 ，900頁/ 定価 5，000円 ( 干実費)

建築設備に関する法規 ・条例等を、給排水、消火、空

調、昇降機等の各設備毎に編集した技術法規集である。

監修/ 建設大臣官房官庁営繕部設備課

一寸 加 除 式 / A  5 判 約2，000頁/ 定価 5，000円 (干実費)

建築設備技術関係法規要覧 J I S等編司会4AZ品; 242%斗; ぷTP52ZUこ?

監修/ 通商産業省資源 エネルギー庁公益事業部技術課

加 除 式 / A  5 判 約 1 ，700頁/ 定価 5，000円 ( 干実費)

昌弘之ゴ モ 芸ル ｊ｀ｾ 士会ｾＱｴￕ臣と ｼ 電気施吾凡の保安確保をはじめ、電気工事に関連する諸

屯丸民厨扶1 n T I ' 安見 | 齢 、 ?|S等を多岐にわたり集録した法規集である。

編集/ 綜合設 備研究会

消防芝イTF寝 要 覧全2 巻 jZ2需;

加 除 式/ A  5 半IJ 約 2，300頁/ 定 価8，500円 ( 干実費)

規制が一層強化された消防法を中心に、設備工事、内

装工事等の技術法規を体系的にまとめた学習法規書。

監修/ 社団法人 日本病院建築協会

病院建築設備法規要覧

加 除 式/ A  5 判 約 1 ，000頁/ 定 価5，000円 ( 〒実費)

病院等の医療施設に関する設備法規、告示、通達等を、

各種の設備毎に使いやすく編集したユニークな法規集。

本 社 / 東京都豊島区東池袋2 - 6 0 - 2池袋パークハイツ 304/ 屯( 03) 986一0819

綜合営業所/ 1岐阜市相IJ 生町15番 地( 三協ビル) / 電 ( 0582) 65ー 7676

｟＿｟ｴ あｾＮ t:.. f見ゴコ成林久‘ 会社園
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図 - 2 は、階数 n と躯体工事費( 床面積 l

m

2

当たり) の関係について、現行設計と新耐

法との比較を示したものである 。 これによる

と、工事費は階数に比例して上昇すること、

平家は基礎工事貨のアップから、かえ って 高

くなることがわかる。

図 - 3 は、スパン l の影響である 。工 事 費

は l が 7 mを超えると急激に上昇している 。

7 m以下では、ほぼ一定である 。

A コスト( 躯体コスト指数1m')

- - . ーー 現行 ，J )  

ーベ〉一 新耐震 0，=0. 3 "  ハ

ー + 一 新 耐 震 0，=0. 4 _. a'  Ｏｾ＠

(). - ーーー ー 一ー. . . . . . . 0. . . _ _ / . /  

一 一ーー“ 一- 0- ー. - _ ， J . J ' /  

スパン 2( m) 怪

1.7 

1. 6  

1. 5  

1. 4  

1.3 

1. 2  

1. 1  

9. 0 8.0  6.0  

図- 3

5. 0 7. 0 

スパンの影響

鉄筋コ ンク リート構造の躯体工事費( コン

クリ ート・ 鉄筋・型枠の各工事費の和) は、

一般につぎの設計条件によって変化するとい

われる 。

(1) 荷重

(2) 階 数

(3) スノ f ン

(4) 階 高

(5) 平 面 形 状

(6) その他、基礎の条件、耐震壁の量

また、設計条件が同じでも、柱 ・はりの断

面の大きさによ っても、自重体工事費が変化す

るという、複雑な性状をも っている 。 すなわ

ち、コンクリート、鉄筋、型枠の各工事の単

価が最適な断面の大きさに影響を与える。た

とえば、鉄筋工事単価 が他 に比べて極度に上

昇するときにはコンクリート断面を大きくし、

鉄筋を少なくする方がよいし、その逆のこと

もある 。

7 0  

R. C. 構造の躯体工事費

( 新耐震設計法との比較)

好富須賀

最後に、新耐法によるコス ト上昇率を示ぞ

う ( 表 ー 1 . 表 - 2 ) 。これは現行設計を l と

したときの上昇率であり 、

D s = 0 . 3 のとき 上 昇 率 は 4 - 1 0 %

D s = O.4の と き 上 昇 率 は20 %前 後

となっている。

コスト上昇率表ー1

現行設計を l とした場合、 新耐震設計がどの位

上昇するかを見る

注 DG (最上階梁せい)

A  

コ

ｾ＠ 1. 05 

比

1. 04 

1. 03 

1. 02 

1.01 

Ds =O，4  

1. 19 

1. 10  

1. 17 

1. 19  

1. 23 

1. 29 

コスト上昇率表ー2

現行設計を l とした場合、新耐震設計がどの位

上昇するかを見る

Ds =0. 3 

1. 12  

1. 05  

1. 04 

1. 07 

1. 07 

1. 06 

D s =0.4  

1. 25 

1. 25 

1. 23 

1. 17  

1. 17  

階数

市

A

の

L

q

a

凋

令

官

1
v

n

。

Ds =0 .3  

1.14  

1. 10 

1. 07  

1. 09 

1. 07 

スパン ( m)

n

U

A

υ

ハ

u

n

U

ハ

υ

に

υ

a

u

勾

'

'

只

u

Q

J

80 85 90 95 

Dc  (1陪柱の寸法. 田) 怪

図ー 1 ・遣な柱断面の大きさ

図 - 1 は、標準的な単価比( コンクリ ー ト1

m

3

に対して、鉄筋工事費 10. 0、型枠工事費0. 2)

のときに、 1 階柱の大きさ D c (正方形の l 辺)

を横軸に、縦軸にS昼休工事貨をと ったもので

ある 。 これによると、最適な D c の存在するこ

とがわかり、この場合、 80- 85c mとなっている 。

これは X ，Y 両方向とも、スパンが i なる平

面 の 中 柱 1 本とそれが負担するエリアの各部

材( 大ばり、小ばり、スラプ、基礎ばり、基

礎) について考察したものである 。

さで、まもなく施行される予定の新耐震設

計法で構造設計されると、猛f本工事費は上昇

するといわれている 。 これについて、壁のな

い純ラーメーについて分析してみよう 。 その

方法は、コンピューターによる試設計であり、

仮 定 断 面 は 図 - 1 のようにして求めたものを

使用し 、 2 次設計において、断面の検討・修

正を行うこととする 。 2 次設計にあた っては、

構 造 特 性 係 数 ( D s ) として 0. 3 と 0 . 4 を採用

し、比較する 。

1. 00 
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図ー 2 階数の修司E
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- 外風によ って換気量が低下する 。

・スペースの関係で、十分な大きさの給気口を設

けることができず、換気量か市到来できない 。

等、しかしながら、空調換気扇は強制給排気式で

あるため、外部条件に影響されず安定した換気

を確保することができるとともに、関口部も 1 カ

所ですみ、設置スペースも小さくてよい 。

あとがき

換気負荷の経滅については、建物の構造、場所

等によりかなり異なるために、机上の計算によ っ

て、概略、その効果を把握した 。

空調換気扇 lま一般住居の居間用換気装置として

は、以上述べた効果でも明らかなように非常に優

れたものであり、今後一層普及に力を入れたいと

考えている 。

( わ か い ま き お 松下精工株式会社換気送風設備事業部)

3.  

③ 遮 音 効 果 が あ る 。

構造上、給排気系路が複雑で、かつ、外気は紙

製の熱交換器を通過するために、通常の換気扇に

上七べ非常に高い遮音性能を有する( 図 5 ) 。 した

がって、自動車騒音、航空機騒音が換気扇部分よ

り侵入しにくくなるので、道路沿い、飛行場周辺

住居の換気装置として非常に適している。また、

同様に室内騒音が外部に漏れにくいため、ピアノ

などの楽器を演奏する部屋、音響装置を使用する

部屋の換気装誼としても非常に適している 。

@ 強 告IJ 同時給排気式であり、安定した換気が得

られる 。

通常の換気は排気fl! IJ に換気扇を設け、給気側は

室内のすき聞によ ったり、日 IJ 途、給気口を設けた

りするが、この場合、いくつかの問題点がある 。

たとえば、

・室内の気密性により換気拡が左右される 。

6 9  

住宅用空調換気扇の効用

品 番

周波数 消貨電力 風 盆 騒 音
交 換 効 率 ( % ) 兎I t 理込寸法

( H. )  (W )  (m' 斤1) ( ホン)
温度 エンタルピ冷房時 エンタルピ暖房時

(kg) ( 聞)

強 44 110 41. 5  70 58 59 

関 中 35 84 35 71 59 62 

縦 255

F V-16 R Z  

弱 28 50 28 73 61 64 

12 ×  

5量 50 120 43. 5 69 57 58 

ω  中 36 90 37. 5 69 57 59 

弱 28 52 28 73 61 64 

特性表表 1

最近の住宅はアルミサッシの使用や、断熱構造

化の普及により、居室の気密性は著し く向上して

いる 。従来の木造住宅では建物のすき聞からの自

然換気で 1時間当たり 2 - 1 0回入れ仔わ っていた

が、気密性の向上により、これが0 .5 - 2回程度と

なっている 。 このような居室で冷暖房を実施した

jJA合、居住者の喫煙、呼気により室内空気は汚染

され、健康的にも問題が生じる 。 したがって、換

気が重要となるが、窓の開閉による空気の入れ答

えや、従来型の給排気換気扇による換気では 、冷

暖房負荷か著しく相え、省エネルギーに逆行する

ことになる 。

このような冷暖房時の換気によるエネルギーロ

スを最小にするため 、空調換気扇が開発され、近

年のエネルギー危機においてクローズア ップされ

ている 。(写真1、表1)

正雄若井

空関倹気扇停止時

空調換気扇運転時

室内温度

冷暖房時の室内温度分布に対する

空調換気扇の効果

冷房時天井

床面

高

さ

ー

写真 1

室内 I I室外

送風機( 排気周 )1 1  送風機( 給気周)

¥ 

図 1 に示すように、構造は、 一つの箱内に図2

の全熱交換器と給気 ・排気の 2 流路とを組み入れ、

この給排気を全熱交換器の仕切板( 伝熱板) を墳

に交E に通し、仕切板を介して排気の持つ熱( 全

熱) を給気に伝える 。この際、臨竣等の汚染物質

は給気側へ移動せず、室内から室外へ排出される 。

実際の熱交換は、冬季、室外温度が 5' Cで室内温

度が20' Cの場合、給気温度は15.5" c となり、約70

% の温度交換効率を示す。

1  .  * 常造・性能について

図4

図5

40∞ 5∞ 似 l O 2000 

中心周波数 (Hz)

音響透過損失(円・ 16RZA)

40 

喜30

透

過

j自

失 20

( dB)  

図 1

図 2

の

は

問

問

』

、

交

机

品

開

き

空調換気扇には、つぎのような効果がある 。

①冷暖房時の換気負荷を軽減する 。

一 般に冷暖房負荷には、室内侵入熱拡Ｈｾ主体、

窓、床等よりの侵入熱盆) 、室内発生熱量( 人体の

発生熱量、照明穏具等の発生熱五1) および、換気

負荷があり、その割合は木造住宅の場合、 図3 の

ようになる 。

空調換気扇による換気の場合、換気負荷は約60

% 軽減し、その結果、冷暖房負荷は通常・換気に比

べ約80%で済む。

②室内温度分布が均一化する 。

冷暖房時の室内高さ方向温度分布は、 図4 に示

すように床面付近は温度が低〈、天井付近では温

度が高い状態となる。この温度分布を均一にする

ため、循環装置を設けると効果がある 。空調換気

扇を運転すると、給排気の動きによ って、この循

環装置と同じように室内温度分布を均一にする 。

この働きは、必要以上の冷暖房を 押さ え、空調機

の巡転貸用を軽減し、省エネルギー効果が期待で

きる 。

2. 効果について

建築と社会/ 1980年 5 月号
38 
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アンボンドP C銅線を用

いた新フラットスラブ工法

佐 々 木 哲 也

1. はじめに

フラ y トスラブ構造とは、梁がなく床スラ

ブを柱が直接支える構造で、施工性に優れて

いることから、欧米では多く用いられている。

わが国においてもいくつかの適用例があ る

が、柱間隔を大きくすると( 通常は 6 - 7 m

以上) 、撲みが過大となるので、床 ス ラ ブ を 厚

くしなければならず、通常の梁構造より、か

えってコストアップとな っていたのが実4犬で

ある 。

一 方、最近ますます建設主織の不足が生じ

ており、工事の省力化は時代の要請とな って

いる。

こうした問題に対して、鹿島建設では、電

算解析システムを用い、 R C 造としてフラ ッ

トスラブの精密な強度計算を行い、ひび割れ、

援みの防止のために、フラットスラ ブ内にア

ンボンド P C 銅 線 を 配 し た 工 法 を 開 発 し、ス

ーノf ーマーケットや倉庫など低層の建物に適

用して好結果を上げている 。

2. 工法の概要

工 法 の 概 要 は図一 1 のとおりである。 出来

筋 を 採 用 し て 、 鉄 筋 工 事 の 省 力 化 と 精 度 向 上

を計 って いる 。 メ y シュ鉄筋のユニ γ トの劉

り付け、メッシュのピッチに特別な工夫をこ

らし 、重ね昔11分に無駄が生じないようにして

いる 。 型枠工事においてもフラ y トスラフの

利点を 生 か し 、 型 枠 の 大 型化、 システム 化 を

上 がった形は、通常のフラ ッ トスラブ工法と 行 って い る ( 写真一 1 )。

変 わ り は な い が 、 床 ス ラ ブ の 中 に ア ン ボ ン ド

( コンクリ ー ト と 付着していない) の銅線( よ

り線) が懸垂状に配され 、これによ って床スラ

ブが支えられているのが特徴である。このよ

うにすれば、柱間隔が大きくなっても床スラ

5. 基礎工法

フラ y 卜スラブ工法では、地震力の大部分

は建物外周 ｪｾｬｬ の壁が負担するので、基礎形式

は、外周音11は地中梁を廻した独立基礎とし、

プがあまり厚くならず、フラットスラブ工法 内 柱 は 地 中 梁 の な い 比 較 的 t隆微な独立基礎と

本 来 の 施 工 性 の 良 さ ( 省 力 化 ) が生かされる 。 なる。土工事において根切りした土は 、建物内

その他、梁がないので階高を低くできる、設 昔fl に敷き均し、砕石による 地業工事のあと、

備 配 管 の 引 き 廻 し が 単 純 に な る 、 基 礎 工 事 が 土 問 コ ン ク リ ー ト と 基 礎 コ ン ク リ ー ト を 同 時

軽微になるなどのメ' ) .:; 卜があり、コストダ 打 ちとした省力化工法とすることができる。

ウ ン と 工 期 短 縮 が 達 成 さ れ る 。 ( 図 - 2 )

図- 1 フラ ットスラブ工法の概要

3. アンポンド鋼線の配置

アンボンドの銅線を、図 - 1 に示したよう

にタテ、ヨコに懸垂状に配し、これに張力を

導 入 す る と 、 床 ス ラ ブ を 持 ち 上 げ る カ と 商 内

圧 縮 力 が 作 用 し て 、撲 み と ひ び わ れ を 防 止 す

る。銅 線 は 柱 列 帯 に 密 に 、 柱 間 帯 は ま ば ら に

配 置 さ れ て 、 懸 垂 カ が 効 果 的 に 生 ず る よ う に

なっている 。

4. 鉄 筋 工 事 、 型 枠 工 事

床 ス ラ プ の 配 筋 に は 、 全 面 的 に メ ッ シ ュ 鉄

図- 2 建物内部の基礎と 土間コ ンクリ ート

6. アンボンド鋼線の緊張

アンボンド鋼線の緊張工事は 、従来のボン

ドタイプと比べて簡易なもので、コンクリー

トが所定の強度 (210kg/cm' でよい) に逮し

たところで、ジャ y キで 1 本づ、つ一 挙に引く

( 写真 一 2 )0 1 本当たりの所要時間は数分で、

これが工程上支障になることはない 。鋼 線 の

両端の定者昔11がゆるまないように確実な宛工

をすることが大切である 。

写真一 2 アンポンド銅線の緊張

写真一 3 実施例

写真一 1 プレハブ鉄筋による配筋状況

(さ さきてつや廃品建設株式会社建築技術部技術謀長)
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依 中野順次郎氏の一周忌を迎えて

故中野順次郎氏

明治36年 l 月

群馬県に生まる 。

昭和54年 5 月17日

逝去。

大正 12年 4 月~大正 14年 3 月 群馬県前橋師範学校を経て、鮮潟県下の小学校訓練

大正 14年 4 月~昭和 3 年 3 丹 東京高等工業学校( 現東京工業大学) 付設教員養成所建築科に学ぶ。

昭和 3 年 4 月~昭和' z 7 年 3 同 大阪市立郎島工業学校( 6 年描11 ) 、郎島工業高等学校教諭、その問、建築

科長、教務課長、教頭を歴任。

昭和幻年 4 月~昭和32年 3 f1 大阪市教育委員会指導主事、初代産業教育係長として、純設、設備の

充実に貢献す。

昭和32年 4 円~昭和38年 3 月 大阪市立泉尾工業高等学校長

その問、大阪市立都品工業 ｩｦｬ￯ｾ 事専門 学校Ｈ現大阪市立大学工予部の前身Ｉ、京都大学 教育 学部講師、

一級建築士試験委員 企どを歴任。

昭事138年 4 月~昭和40年 3 月 渡部圭吾建築設計耶務所耳IJ 所長

昭和40年 4 月~昭和54年 中野順次郎建築設計事務所( 後に創研設計事務所) を創設し、所長と

5 月1 m して最後を完うす。

本会会日としての経歴

昭和 3 年 4 月より

ｈ＿ｾ 和 Ｑ Ｘ 年より

昭和 19年 4 f 1 - 昭和初年 3 f1

Hil 和29年 4 月~昭. f I I31年 3 11

IIB布154年 8 門

本会に入会し、主として住宅委向、編集‘ 委員、出版委員として活縦し、

後に名誉会員に推薦さる 。

政府婆請による戦時下建築新体制( 建築各種団体の連合体) 要綱を

作るための本会選出委日の一人として 、本人の立場を明らかにするた

めに努力す。

理事、主として住宅、編集、出版企どの仕事を担当す。

住宅委日長

教育功労告として正五位卿四等消宝賞叙敗。

故中野順次郎君の思い出
益 尾 康 雄

昨年 5 月17 日未明に忽然として逝かれた君を送って早や一周忌が来ましたので、この機会に本会の会員中の

生前の友人、知己の方々に中里子君を偲んでいただきたいと思って、畿をとった次第です。

私達 l立、昭和 3 年 3 月に東京の大岡山の学園からともに巣立った仲でしたが、卒業とともに大阪で就職した

4 人のうちの 1 人は早く名古屋に行き、次の故山口f義三郎君はすでに 20年も前にこの世を去り、 2 人だけが大

阪に残 ってい た間柄でした。私よりも四つも年上であり、人生体験も豊かでしたから、本当は中野先生か、中

野さんといわざるを得ないのですが、会員の皆械に故人の人柄を，tEい起こしてもらうための文Z主ですから、あ

えて君と呼んでいるわけです。

私が胸を，皆、 って竹中工務庖をやめて、君のお世話で都島工業学校の教師にな った時には 、君はすでに科長代

理絡であり、 一方思ってもい なか った教師になり、夏目激石の坊 っちゃんのような私に比べると、いつも落ち

者き払った雲の上の人のような存在でした。

古い「建築と社会」をひもといて見ますと、昭和 ＱＸ 年頃には日本の敗戦が色 ｩｾ くなり、建築の諸団体も政府

の要請により連合体にならざるを得ない状態になった時、故薮中一良氏や大下順三郎氏、錦田直一氏などとと

もに日本建築協会の立場を中央に反映さすために、君が努力していたことがよくわかります。

また、昭和23年の「建築と社会」の記事の中に、 「これからの建築はどうあるべきか」というテーマで座談

会が開かれ、小林一三商工大臣( 元阪急社長) 、近藤博夫大阪市長、当時の本会会長竹腰健造先生、坂静雄先生、

西脇リカ女史などの豪華メンバーの中で、君も担任理事であ った関係もあ ったでしょうが、一工業学校の教頭

が堂々と意見をはいているさまを読むと、君ならではの感を深くしました 。

君が都島工業学校の建築科長時代には、外部から建築法規の講師としては大阪府から井上新二先生( 後

の大阪市初代建築局長) 、 鍋田直一先生( 現日本建築総合試験所高IJ 理事長) を、デッサンの講師としては、

庶民的な大作を残しておられることで有名な赤松麟作先生( 当時帝展無鑑査、先般お亡くなりにな った赤紙修

先生のご尊父) などを迎え、また卒業生からは学位のある人だけでも、 i昭和 17年卒に工学博士川上京京都大学

教授( 京大卒) 、同じく多田英之福岡大学教授( 京大卒) 、昭和18年卒に理学博士岸直行三菱化成主任研究所員

( 阪大理学部卒) などの人材が輩出し、今日の工業高校では考えられない中野時代を都島工業学校の中に打ち立

てたのも君でした。

また君が若かりし頃に直接指導した卒業生の中からは、竹中工務庖の設計部にあ って 幾多の傑作を残した岩

本博行君とか、夜間音I1の卒業生では竹中工務庖に勤務しながら夜は都品で勉強した小堀林衛君が、 i前洲竹中か

ら本社に引き上げて釆てから独立するにいたる聞には、君の力が大分加わっていると思います。

殺後にこのことにふれるのはつらいし、君も草葉の陰から主主尾はいつまでた っても後先考えず にものをいう

困ったやつだと見ているでしょうが、長女{ 表萌チさんのことにふれます。i i 1 i 子さんは都島の家で生まれられ、

小さい時には身体は弱か ったようですが、君主に似て利巧であり、大手前高女から大阪外大の仏文科に進み、優

秀な成績で出て度経新聞に入社され、当時の産経の社長の仲人で結婚式をあげられた時には、私も君の友人の

一人として出席しました。一方の俵家はぬ恨県の名門であり、祖父孫一氏は元の商工大臣、その兄の国一氏は

京大教綬で採鉱冶金の権威として知られた方でした。郷里には孫一氏の奥織すなわちお祖母様がまだ健在であ

ると聞き、同じ山陰の出の人間として、務子さんは大変な家柄の嫡男と結婚したものだなあと思ったものでし

た。

君のご葬儀の際、私のことを最も理解していてくれたのは父でしたと泣きくずれた務子さんの姿が、今でも

私の険に焼きついています。

大分よけいなことをｾｉ［きましたが、中野君縫忍して下さい 。

f社団法人大阪府建築士会常任理事)
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昭 和54年 度 ・ 第 8 回 若 い 会 員 の 集 い

都市住宅を考える (4)

明治の香りを残すまちづくりと

古都のタウンハウス(北大路高野住宅)

を見る

レ ポ ー ト

都市住宅を考えるシリーズ 4 回目の今回は、

歴史的環境と既存の町並みとの調和をはかり

ながら計画された日本住宅公同の高野団地を

見学した 。 この京都浴北にある市里子同地は、

旧 鎚 紡 京 都 工 場 跡 地 に 計 画 さ れ た も の で 、 第

一 ・第二 団 地 に 分 か れ 、 第一 同 地 は 東 大 路 通

に面した中高層住線、第二 同 地 は 、 高 野 川 沿

いの低層住宅群である 。

当日は今にも 雪 でも降りそうな寒風の吹く

けではあったが、予定通り見学会は進められ、

まず第二 同 地 の 集 会 所 に 集 ま り 、 岩 本 主 査 の

; 詰里子同地の概要と見. ，; ! : ルート等の説明があり、

第二 団 地 の 低 層 住 宅 群 か ら 見学 した 。

第二 同 地 は 、 鴨 東 地l宅内の鴨川上流の高野

川 と道路一 つ 隔 て た と こ ろ に 位 置 し 、 北 山 か

らＢＪ山への眺望も良く、周囲は落ち着いた ｾｉｔ

並 み で 、住 宅 環 境 と し て は 非 常 に 恵 ま れ て い

るといえる 。 この環境と調和をはかるため、

建物は、京の問] 家をイメージし、現代風にア

レンジして計画された R C 2 階建てのタウン

ハウスである 。 全体のf主戸数 は 120 戸 である

が、 15- 25戸の 6 ブロ y クに分け、ブロ y ク

ことに共用のl庭を設け、住戸をこの庭を囲む

ように配誼させている 。 共 用 の 庭 に は 、 約40

種 類 の 樹 木 が 植 え ら れ 、 ま た 同 地 の 川 端 通 沿

ノスタルジックな地方色

への志向

積 光 一 吉

北大路高里子という、いかにもボ郎らしい半年

きのある地名に誘われての見学会は 、季 節 柄

寒風をついてのそれであ った。現 代 版 苛f の

問「屋" との出会いは、その外観にとくに印象

づけられた 。昔 な が ら の 修 子 、 屋 根 ・庇のス

カイライン、道路際まで迫る家屋 、木 造 風 茶

系 統 の 色 彩 統一 に嫌味のない演出がなされ、

住 宅 公 I-.fl へのそれまでの同定観念が少しくゆ

らいだ。

111. 速、竣工間近( 合ト構 ・設 備 工 事 を 少 し 残

す ) のタウ ンハウス各住戸内の見学に移り、

問今まで持見させていただいた 。 4 つのタイ

プ ともすべて 3 L D K 平家で、 L D K はワンル

ームとし、各寝室とはスキ ップフロアにで緩

統されている 。 天井 は 貼 ら ず 、 屋 根 面 断 熱 防

水 で あ る た め 、 屋 根 勾 配 が そ の ま ま 室 内 に 現

れ、傾斜のついたおい天井とな っている 。 こ

れは、その外観からは想像できかねる室内空

間である 。 京高 ｾｓ の高地価を反映した建設コス

トダウンの苦肉の策と伺われた 。

建築 Ｑ 蛍 は、いた っ て物 ｾ ｊｾ を批判的にみるｊｪｦ

L 、鮮を持 ってお、り、私もそのま買を免れず、 L

D K の 狭 さ 、 そ の 辺 の マ ン シ ョ ン と 変 わ ら ぬ

設備ユニットスペース、粗末な階段手摺、床ノ

問さえない和室、雨樋・メータ一類の外1 i 史上

の納まりぎFが気にかかり始め、疲労少々 。

住 戸 lλl の見学 の 後 、 各 住戸 によ って図まれ、

外 か ら 閉 ざ さ れ た 中 庭 ( コモングリーン) へ

と移 った。 グリーン中央に立ーっ と 、 植 樹 し た

い に は 、 緑 地 帯 を 設 け る な ど 、 税 飯 的 に 緑 が 可 ， . . ， 閣 駈 園 町 副 圃 圃圃 ばかりの !t，j 木 の 間 か ら 、 各 住戸 の リ ビ ン グ が

取り入れられ、 (1 然 環 境 に 対 す る 配 慮 が う か 造の雰囲気を卜rl 地 全体のデザインポリシーと 見通せる 。 樹 木 が 育 ってくると、緑のカーテ

がえる 。 ファサードは、 l豆恨を緩い勾配屋根 している 。 古い: /J l i l t : が僚 主eのi l l : さを感じさせ、 ンが完成し、各リビング同士の同隠しおよび

とし、黒色のシングル米きとし、玄関廻りの 独持の雰囲気と務ち者きを限し，11
1
，している 。 各f主，. - I I，汗! 羽庭との制手口の役割を果たすことで

サービスヤードに木の戦倍チをはめ、パルコ 当 初 計 画 で は 、 敷 地 周 辺 の 煉 瓦 造 の 緋 を も 残 あろ う。

ニ ー の 手 摺 も こ れ に 倣 ぃ 、 京 の 町 家 の 雰 囲 気 す こ と も 考 え ら れ て い た が 、 地 元 の 人 為 が 煉 見学を終え、周辺の街並みよりタウンハウ

を出し、この同地のシンボルとな っている 。 瓦 造 の 堺 に 対 し て 、 過 去 の 11川、イメー ジがあ ス 全 訟 を 振 り 返 る と 、 突 然 誕 生 し た ば か り で

住 戸 タ イ プ は 4 つあるが、すべて 3 L DK で、 るために取り止められたとのことてもあ った。 人 気 の な い せ い か 、 周 辺 の 建 物 が 現 代 的 す ぎ

居間が高床のスキップ形式、とな っている 。 ま 今 は 屋 外 が ま だ 整 備 さ れ て い な い た め 建 物 が るのか、今のところは不釣り合いな風景とし

た屋恨の勾配を利用し、勾配天井を取り入れ、 孤立しているが、整備され、緑が入れられ、 てr - Iに映 った。

空 間 的 に は 2 階と 一体化させている 。 また、人が生活し始めたとき、どのような同 故 後 に 、 住 宅 公 川 ・高木氏の他国でのタウ

続いて歩いて 5 分 ほ ど 雌 れ た 所 に あ る 第一 地とな っているか兄てみた L 、。 ンハウスをまじえた懇切 r寧な説明を拝聴し、

高野団地を見学した 。 この団地は中高層住棟 予 定 で は 講 泌 や ス ラ イ ド を こ の 赤 煉 瓦 の 集 その中で多摩 ニュ ータウンでのアメリカ j瓜タ

群で、 三つのブロックに分かれ、そのうち 一 会室にで行うことにな っていたが、窓のガラ ウンハウスをこの地に投入しではなどと，也、い

つ は す で に 入 居 さ れ て い る が 、 あ と の 二 つ は ス が 何 者 か に よ っ て す べ て 割 ら れ る と い う 惑 を巡らした 。 これは、私自身、余りに現代の

建 物 は 完 成 し て い る が 、 ま だ 屋 外 工 事 は こ れ 戯のために、残念ながら中止され、近くのホリ 紋 切 り 型 集 合 住 宅 の イ メ ー ジ に 侵 さ れ て い る

からで、今秩頃完成予定である 。住 棟 は30数 ディ・イン京都で行われた 。 この高野団地の のか、あるいはミースの言う M 良 い 設 計 の 住

棟 あ る の だ が 、 東 山 へ の 眺 望 を 考 慮 し て 配 置 設計を担当された日本住宅公団の高木登氏に 宅 は 場 所 を 選 ば ず 仰 の 言葉を信じ込んでいる

しである 。 明治時代の紡績工場の跡地て¥ノ 計画上の考え方や苦労話などを伺い、多摩ニ のかもしカもしれない 。

コギリ状屋根の赤煉瓦造の建物や塀が残 って ュータウンのタウンハウスなどのスライドを 今後 l: i 、これを機会に公的民間住宅供給機

いたため、それらの再利用をはかるよう計画 まじえて、これカらの公同住宅の設計のあり 閑 を 間 わ ず 、 ノ ス タ ル ジ ックな地方色を含め

され、集会室として赤煉瓦を保存し、住棟の 方 な ど の 説 明 を 受 け て 、 見学 会を終えた 。 ての住宅，l U1!i 1へ の志向を期待したい 。

壁 に は l明るい色のレンガタイルを使い、煉瓦 レポ- 11 ・松村正和 (鴻池組) (大阪市立都島工業高校)
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近隣で語り合うコミュニティ

を期待して

西 脇 国 博

去る 2 月 2 口、京都市街の京北部高野の皇

で 建 設 が 進 め ら れ て き た 円 本 住 宅 公 同 の 2 つ

の 全 く ス ケ ー ル 、 タ イ プ の 巡 った 同 地 が 、 ほ

ぼその全容を現したのを機に兄学会があ った

の で 、 そ こ で 感 じ た こ と を 好 き 勝 手 に 綴 って

みた 。

・北 大 路 同 地 は 、 今 最 も 購 買 府 に 求 め ら れ て

いる接地型のタウンハウスであるが、京仰の

町 並 み を イ メ ー ジ し た 、 ① 格 チ 、 ② 露 路 、 ①

15戸 - 2 5戸 単 位 の 住戸 に取り閉まれたコモン

グ リ ー ン 、 @ 京 都 の 町 家 と な じ み や す い 緩 や

かな勾配をもっ屋根、⑤外壁や屋恨の色が、

鐙かな環境を醸し出す計図の理念となり、凹T

づ く り が な さ れ て い る こ と が う か が わ れ た 。

一 通りの見学と公団の高木設計諜長の説明、

他の事例をスライドでみた後、独りでもう 一

度 、 団 地 内 を 歩 い て み た 。 それはコモングリ

ーンのスケールと、造園などの外 ｪｾｬｬ 空間の処

Jmをじ っ くりと見たか ったからである 。 謀 長

の弁によると、コモンが部分的に大きすぎた

と言 わ れ て い た が、払 は か な り 密 に 高 木 が 植

え込まれているので、繁茂すればそれほど大

きいとは感じられなか った。 む し ろ 北 側 の 方

がやや狭小すぎるのではないかと思う 。造 園

は、樹種、垣開、マウンディ ング( 築山) 、

飛石等日本庭園風に作られており 、住 戸 の 専

用 庭 と 繁 がって お り 、 そ れ ら に ど ん な 手 が 加

えられて全体としてどんな緑の空間が出来上

が っていくのか楽しみである 。 この空間を媒

体として、私たちの子供頃のような地蔵盆、

縁 台 を 敷 い て 夕 涼 み や 花 火 を し た り 、 大 文 字

の送り火を見ながら近隣で語り合う、コミュ

ニティが生まれてくれば必高のしかけではな

いだろ うか。 そんな湯にな って欲しいと期待

したい 。

f主戸のプランは、コモン側に対して居間や

手r J 室、滋路イl ! 1 ] には玄関や台所等の生活のサー

ピスエリアを設けている 。 とくに居間は、 1

階 床 よ り 約 1 m 近 くスキ y プ しており、 居 間

からの眺め、採光を確保できるように工夫さ

されている 。桂 雌 宮 の 書 院 か ら 池 泉 苑 を 眺 め

るようなユニーク性が感じられた 。

余 談 だ が 、 昨 年 末 の 分 設 で 即 日 完 売 し た 結

果 で 、 各 プ ロ ッ ク の 端 部 に あ た る 住 戸 ( 隣 の

住戸の安壁を居間から見る位置にめるが) ても

倍 率 が 高 か ったというのは、プライパシーと

同 時 に 、 過 密 な 閉 鎖 空 間 に 長 日 住 み 慣 ら さ れ

すぎた結果、そんな空間が好きになってしま

ったのかなと思 ったりした 。

- 東 大 路 団 地 を 見 る 前 に 、 私 は 計 画 の ポ リ シ

ーは、景観、とくに大文字、 比叡 等 の 来 山 連

山の眺めが配置上最も大切な条件であり 、周

辺 の 建 物 と の 調 和 を 、 ど う 考 え る か を 自 問 し

てこれを兄た 。 そのポリシーについて具体的

な説明を受けたが、いささか窮屈に感じられ

た。 また 3 - 5 階 建 て のf主棟は 、勾 配 屋 根 で

周囲の町並みに調和をもたせているが、 7 階

建 住 棟 は 、 フ ラ ッ ト 屋 恨 に な っ た の は 残 念 で

あ り 、 統 一 感 が 欲 し か っ た 。 建 設 地 が 元 鎚 紡

の 工 場 跡 地 で 、 レ ン ガ 造 で 明 治 か ら 長 く 地 域

の 示 鋭 を 支 配 し て い た レ ン ガ の イ メ ー ジ を 継

承 し 、 歴 史 性 を 保 存 す る た め に 、 集 会 所 と し

て 修 復 さ れ た の は 、 地 区 の シ ン ボ ル と し て 意

義深いものを感じた 。

見 学 会 は 短 時 間 で は あ っ た が 、 公 団 が 志向

している住宅の H 泣 か ら 質 へ の 転換 H の 試 み

のモデルケースをかいまみることができたこ

とは有意義なことであった。

(竹中工務庖)

日 時 昭 和 民 年2月2 日同 集合14 :00- 解倣17: 00

講 師 高木 登 氏

(日本住宅公団関西支社・段計第一課長)

参加者 3 5 名

スケジュール

14 : ∞筒師紹介及スケジュールの政明岩本主査

14:  10→ 15:40 第1 ・第 2 団地の見学と鋭明

15:50→ 16・50 I膏演とスライド 高木講師

(於ホテル・ホリデイイン京都会磁室)

16:50→ 17:∞質疑応答・解散

にぎわいを設計す否

ショッピンクセンターの計画
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生き生きとした都心型商業施設の手引き

都 市 の 中 の に ぎ わ い は 人 が 集 ま り ， そ こ に 情 報 性 ・娯 楽 性 ・

文 化 性 が 生 れ る こ と に あ る . 本 書 は 従 来 の 味 気 な い 郊 外 型 シ

ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー か ら 脱 皮 す る モ デ ル と し て ， 都 心 型 商 業

施 設 を と り あ げ ， い か に に ぎ わ い を 設 計 す る か ， そ の イ メ ー

ジ ・手 法 を 明 ら か に し た . と く に 区 分 所 有 方 式 に よ る 複 合 商

業 ピ ル の 可 能 性 と 問 題 点 に つ い て は 詳 述 し た .

6 月20日発売 A 5 ・144頁・ 1000円

回石垣と石積壁

地方を歩くと索朴に築かれた石. t . e . の美しさが印泉深い . すばらしい石垣の伝統

を現代に生かすために，建築関係者が知I っておくべき知識を，デザインを中心

に約 300枚の図・写真によ ってずばり示す A 5  '160頁 '1000円 窪田祐著

主要 目次 . 街 と底舗のかかわり あい 1.商業施設開発の背棄却l分類 流通機

織の変化から 都市再開発事業の産物 l荷防衛の近代化を目ざして その{ 也

2. 調査 ・企画 客がなくては成り立たない 商いは場所である ｾの求めるも

のは fiif か イメー ジプランの役知l 複合化の検討 1111発の採算性 商業llHl lI主

3 商業絡設とは 尚! 左衛のl京型 尚1;51! i の樋鴛l と尚庖の性質 4. 基礎プラン

社会 ｾｴｲｴ 園生態計画 Ｕ Ｎ 庖舗の 配置忠告ｉ￬の業態業態構成業種業種楠目立

と配手IJ 適正岡秘 6 建築計画のポイント 胞設内の面積配分 住1m隔と天

井高 エスカレータなど 築ｾｾ産直と内装の Ｚ 寡聞気づくり 什器術品のモ ジュ

ール パックルームの役割施設のメ ンテナ ンス 7 設備計画のポイ ン 卜

空調設備方式の決め方 照明の選び方と光 ｩ ｾｩ 一般建築技術 8. 環境計画のポ

イン卜 外構計画 サイン計画 9. 区分計画のポイント 再開発事業による

l商業施設の特性 区分所有方式から生れた述書写機能設備計画 共有空1111管政

ディベロ ッパーとテナントの工事区分と財産区分 10 商業施設の関連法令

日基礎と地盤の手ほどき

基礎や地銀の思わぬ事故で工事が難行したり ，長l ! 物が使用に耐えなくなること

は少なくないＮ本 ｉ ｉ ｾ は建築技術者に分りやすいよう，土や水の基本的な考え方

から実際の設計例まで順序だてて解説する . A 5 ・144頁 ・1000円 中混和英箸
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日本建築協会

月間の動き

昭和55年 3 月分

定 時 評 議 員 会

25日 41時半 - 5 時半 於会館集会室

出席者 長田高1] 1島長ほか 9 名、委任状31名 J r41名

塚本会長、佐野副会長ほか 5 名

J詫Tli 川 j評決 L1会議長、副議長互選の件

(2) 会長、副会長 2 名、 E理事15名選任の件

(3) 役員丞任承認の件

(4) 昭和55年度収支予算承認の件

評 議 員 懇 談 会 (技術部門)

25日 4 時 - 4 時半 於会館 3 際会議室

出席者 長田評議員ほか l 名

議事 ( 1 ) 昭和55年度評議民会副議長互選の件

(2) 技術部門選出

会長、副会長 2 名、理事 8 名推せんの{ 牛

理 事

A .  

-:z:;;: 

19日 4 時 - 5 時 於会館・m会室

出席者 塚本会長、福田 ・佐野各副会長ほか 9 名

滋11i ( 1 ) 昭和55年度収支予算承認の件

(2) 事務局職員給与な どに関する件

(3) 設J十競技応募作品展示会後援の件

(4) 入退会者承認の件

(5) 報告ili tIi

事 業 委 員

A .  

-:z:;;: 

若い会員の集い「伝統工芸」ならびに建築家以外に聞

く下調査

1 日 911寺- 1811キ半 於京都府亀岡市

出席者 大隅主主主ほか 6 名

若い会員の集い小委員会

4 日 6時 - 911.f 於会館集会室

出席者 阪合副委員長ほか ＱＱｾ 奇

議事 (1) 前回の事業委民会の報告

(2) 第 7 回、第 8 同企画の実施報告

(3) 次年度第 l 回 ・第 2 回の企画について

(4) 次年度委日について

(5) 次年度の企画案について

(6) そのほか

広報小委員会

5 日 611寺- 8時半 於会館集会室

出席者 西村副委只長、原兄・平川各幹事ほか 5 名

J謀本 (1) ll i J 岡の事業委民会の報告

(2) 第46回展示写真実施報告

(3) 第47回以降写n : 展示企画について

(4) 酒蔵見学会実施報告

(5) 次年度の研修企画について

(6) 次年度の委日椛成について

(7) そのほか

見学会小委員会

6 日 6 時- 8 1時半 於会館集会室

出席者 上出斡司訂正か 9 名

議事 (1) 前回の事業委員会の報告

(2) 2 月の見学会の実施報告

(3) 3 月の企画について報告

(4) 次年度 4 月の企画について

(5) 5 月以降の企画について

(6) そのほか

若い会員の集い 「新春放談」編集打合

17日 6 時半 - 9 時半 於会館m会室

出席者 安原主査ほか 2 名

「新春放談」編集について打合

若い会員の集い 「みどり学習会」打合

19日 111時半 - 141時 於大阪市役所公園局

出席者 森岡幹事、井本委員ほか l 名

議事 ( 1 ) 会告原稿作成及スケジュール調繋

委 員 会

21 日 12時 半 - 14時半 於会賞 ￭ｾｴ 長会室

出 席 者 鶴 閉 ・西村阪会各副委員長

議事 ( 1 ) 各小委員会の事業報告及び事業企画につい

て

(2) 次年度事業委日会の編成について

(3) そのほか

若い会員の集い 「伝統工芸を見る」企画分科会

25日 6 時 半 -1011幸15分 於会館集会室

出席者 大問主査ほか 3 名

J真市 (1) rよし与工房」下調査報告

(2) 企画内容の検討

(3) ，持J( llin寺J!l 1、そのf也lこっし、て

編 集 委 員
ム
一
品

構造分科会

4 日 6 時 - 811キ 於会館 3 階会設室

H'. 席 者 北 村 幹 事 ほ か 4 名

J車事 (1) r，構造の頁」の企画

(2) 8 月号栴造持集の企画

「都市景観とアメニティをどう考える ?J 座談会

8 日 1αi 寺半 - 1211キ 於会館集会室

出席者 久保 貞( 大阪府立大学教授}、向井正也(神

戸大学教授) 、三給手11英 (Ijil 大阪市総合計画局

側市計画部長) 、片倉健雄 ・杉本正美ほか6名

広告企函小委員会

10日 411年- 5 時半 於会館集会室

出席者安芸委員ほか 3 名

議事 (1) 3 月号「銀行建築 J r安井建築設計事務所」

特集怠広告収入報告

(2) 4  n号rf主宅の耐久性」特集広告途中経過報

F持

(3) 5 月号「行政と法規」特集広先企画

(6) 6 月号「都市郊鋭とアメニテイ」特集‘ 広告企

同

(5) 54年度収支状況報告

(6) 次年度委只会について

防水特集編集幹事会

13日 6 日午 - 9 時 於会館集会室

出席者 t患侍i : 1! 夫( 住宅公団) 、 三iili 康夫ほか 2 名

議事特別企画「最近の防水工法」静寂‘ 企i阿

委 員 会

14日 411キ- 7 時半 於会館集会室

出席者 前川委員長、渡辺 ・木村 ・片倉各副委日長

ほか 3 名

治事 (1) 3 月号= 最近の銀行建築 ・安井建築設計事

務所作品集報告

(2) 4 月号= 住宅の耐久性特集経過報告

(3) 5 月号= 行政と法規特集経過報告

(4) 6 月号= 郁市景観とアメニティ符集報告

(5) 7 月号= 体育施設の設備符J集の件

(6) 8 月号= 榊造特集の{ 牛

(7) 小委員会報告

(8) 収支状況報告

(9) 次1. 1'". 度編集委員の件

Uo) そのほか

作品作風小委員会

26日 4 時 - 6時 於会館集会室

出席者 寺井別委日長ほか 4 名、新委員予定 4 名

J轟m ( 1 ) 新委日予定者紹介

(2) 新建築調査表作品選定

(3) 4 月号以降の作品 P R状況

(4) 55年度副委只長の件

(5) そのほか

7 月号「体育施設の設備」特集編集幹事会

26日 6時- 8時 於会館集会室

出席者 泉谷正和( 理水化学) 待日11幹事ほか 11名

議事 (1) 7 月号「体育施設の設備」特集の執筆内容の

↑ZJ，J謹

(2) t日i述広行企画

住 宅 委 員
A .  

-:z:;;: 

住宅展慰労懇談会

8日・ 9日 於阿児の荘

ｮ ｬ • 席者 小西委員長ほか 18名

委 員 会

11 日 5時50分- 7時 於会館集会主

出席者 小西委員長ほか 8 名

議事 ( 1) 第 16回よろず相談住宅展の反省及び次回住

宅展について

は) 55年度委白人選について

法 規 委 員

A .  

-:z:;;: 

委 員 会

19日 3時 - 4 時 於会館集会室

出席者 岡本委只長ほか 6 名

ｊ 高ｾ (1) r行政と法規」特集号の経過報告

(2) 次年度法規委員の件

(3) そのほか

建 材 委 員

A .  

-:z:;;: 

委 員 会

27日 411寺- 6時 於会館集会室

出席者 山田・牧田正副委n長ほか 9 名

日本シーリング工業会 2 名

殺事 (1) シーリング材について

(2) 今後のメインテーマおよび新建材紹介コ ー

ナ -

(3) 次年度の委員について

見

品 比

千

A 企』

ヨZ

神戸女学院・タルカ y ト記念館と聖和女子大学記念

館の新築工事の見学とヴォーリズの作品を見る

29日 11時半 - 5時

参加者 31名

・タルカ y ト記念館 撃手f I 女子大学記念館

設 ｾｲ 監理側一粒社ヴォーリズ建築事務所

施 工 附 竹 中 工 務 庖

建 築 ク ラ ブ

朝 食 会

11 日 8 時半 - 9 時 半 於大阪グランドホテ Jレ

出席者 80名

当日は演劇評論家菱田雅夫氏より、「芝居よもやま

話」をテー 7 にお話を伺った。

役 員 会

27日 11時 半 - 1時 於会館集会室

出席者 塚本代表、高橋運営委員長ほか 4 名

議事 ( 1 ) 運営委員長及び各月司会者互選の件

(2) 昭和54年度収支決算承認の件

(3) 昭和55年度収支予算承認の件

(4) 今後のスピーカ一決定の件

回会連合工事請負契約約款改正委員会

7 日 於日本建築学会会汲室

出席者 建築 8 団体( 本会より塚本 ・宮秋委員)

議事 ( 1 ) 逐条審繊( 第11粂- 2 3粂)

(2) 全体を兄直す作業( 字句の統一、ほか)

(3) 中央建設業審議会とのかね合いに関して

( 討議事録の整理について

3 月 の 入 会 者 ( 敬称略)

〔団体会只 2 社〕

側安井杢工務底

〔個人会員 8 名〕

北 村 英 布1

1刻 当孝

西 部 明flll

団体名称変更

仰 山 下 組

:H田 卯-ml 小 北 陣ー

寺田 ｂｾ 穆 西 邦三

藤 森 洋 幸

社団法人 全国建築士事務所協会連合会は、組

織の拡充発展に伴い、 4 月 7 日から名称を社団

法人 日本建築士事務所協会連合会と改めた。

建築と社会/ 19801f. 5  n号 43 



地玉三，芝

l l A Wぐこコ
総合天井システム間部 |  

耐震・耐火そして軽量化を諮る総合天井システム、J ライン工法、. ， " AL  T S工法、は当社独自の

照明灯ユニットおよび戸ルミ製T パーを建物のモジュール| こ配列し、天井仕上げ材と一体化し

だシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの設備ゾーンとの組み合せ、さらに

間仕切、ブラインド BOXなどの取り付けも可能にした多機能を誇っております。 CPAT. 6件)

興 村 兵衛株式皇社五

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 3 番 ア 号

東 京 都 港 区 新 橋4丁 目2番 第29森 ピ ル

福 岡 市 糟 多 区 住 吉 2 丁 目 16番 27号

名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 丁 目 守 番6 号

仙 台 市 本 町2 Te} 1醤 8号 第1広 瀬 ピ ル

沖 縄 県 那 期 市 霊 川 1 1 9 番 地

〒530 電 信(06) 312- 4131閥

〒 105 電 信(03) 437- 3361附

干 812 電 信( 092) 291- 045鎖倒

〒451 電 信( 052) 522- 543邸側

〒 980 電 信(0222) 65- 656以内

〒 900 電 信(0988) 53-685α 伺

44 

沖 縄

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ビル)

電 話 神 戸 (331) 0881- 3  

支 后 大阪市北区西天満2丁目 6番8号 (堂ピル5階)

電 話 大 阪(364) 2031- 4  

倉 庫 神 戸 市 葺 合 区 八 幡 通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

テトカッバー防水
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• 防水専業の研究 ・経験カら生れたすくない資源のパーフェクトな防水l初です.

この防水府は ( 一層防水) 総工するだけで、防水は完量産です。

温 度 変 化 に 伸 びがなく、柔軟性に日み、面，tl ' l 堂、面，l t ; 品性に {憂れ、腐蝕しません。

噌 骨 コーパータイト 新工法

カ ッ パ ー 防 水 帯 オクロン防水帯 プレノテクト吹付工法

遺ゑ

奥山化工業株式舎紅
本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8- 4- 9 電話 03 (571) 2703 

大阪事務所 大阪市淀川区東三国6- 1- 41 11[街 06 (391 )  1081 - 2  

崎玉営業所 埼玉 県桶川 市東1- 6- 10 電略 0487(74)2845- 6

厚木出張所 神様川県厚木市金問宇宙畑259 電話 0462 (21)  6092 

名古屋出張所名古屋市南区若草町33 電話 052 (811 )  3660 

九 州 出 張 所 佐 賀 県 鯖 富 町 電話 0952 (47)  2945 

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋根材・壁材・谷樋棟包水切りに

大 島 応 用 化 学
ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の

東 大 阪 市 新 庄 ( 7 4 5 ) 5 1 2 1 - 5  



空 間 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計・施 工

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 1- 25- 7  電話 (434) 6171(大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58- 59 電話 (302) 2  2  7  1  ( 代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 量m路 ・函 館 ・盛 岡 ・ 横 浜 ・ 静 岡 ・ 京 都 ・神 戸

震災担古家処造設計地工

委 〈 料 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局715l ( 代 )

京都市東山区大和大路i E 面上ル電話京都56! }奇4944( 代 )

神 戸 市 生 回 区 下 山 手 通 六 ノ ー 電 話 神戸341局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 間 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

- - 大阪電気暖房株式会社

本 庖 大阪市内[ え江戸線 1丁目 10番17号 〒550 1弘治 (441 )8231

本 社 東京都中央区銀座 2 了伺 2 番17号ー〒 104 電話 ( 535) 5251

支 社 大阪・東京 ・名古馬

支 唐 札帆 ・仙台・金沢・広島 傾向

営 黛 所 新潮 ・x 煙 岡 山 ・高松 ・熊本

出張所 帯広 . f f 森 ・秋田・盛岡・前嶋 ・千葉・繍浜 ・静岡

富山・福井・盟国・京都・神戸・徳、山・鹿児島 ・那続

海州支底 シンガポール

空 気 調 和 政 情

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 設 備

厨 房

三 機 工 簸

ム

環 境衛 生 施 股

荷 役 逮 織 機 械

化 学 鉱 山 機 械

25 大 阪 支 庖

取締役社長 各 務 節

大阪支庖長 稲 畠 和 治

大阪市東区北浜 2 T 目 2 2 番 地 電話 大 阪 ( 202) 代理11: 3071

本 1吉 東京・日比谷 ー三僧ピル

支 唐 名古屋、 福岡. 札・i 広島. 仙台、北陸

出 昔張 所 檎浜. 四園、静岡. 費回. 岡山、金沢

. 給排水衛生 ・冷暖房

・空気鯛和股倫 ・その他管工事一切の設計・施工

⑮ 斎 え Z 業 株 式 会 社

本 社東京郵千代図区大手町2- 6- 2 ( 日本ピル}

電話 03べ270) ー7411側

大阪支社大阪市北区中之島4- 2- 38 電信 06- (443) 5041側

支 庖 札 幌 ・ 岡 山

営 . 所 仙 台 ・ 千 葉 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・高級・広島・縄問

出 強 所 稲 井 ・ 倉 愈 ・ 苫 小 牧

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

令 三 建 設 備 工 業 株 式 奮 枇

大阪支l吉 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  (代 )

本 社 東京都中央区日本僑蝋毅町 1- 35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大 代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 桃 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 投 計 施 工

。

本

町

山

支

-‘ 

-
-

発 空 調
1式会社

大阪市北区西天満 3 丁目 13番20号 電 話 06- 363ー1371

東京都新宿反西新宿 新宿住友ピル 包話 03 - 344- 1911 

大阪市北区西天満 3 丁目 13番20号 屯 ぷ 06- 363- 1371 

名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 島 町 11 - 2  ¥{e，l初 52- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 香 22 ｾ・ ｭ ぷ Ｐ Ｘ ＲＲ Ｍ 47 - 4535 

福岡市中央区大名 2 丁目 4 番22号 電 訴092- 761 - 3795 

仙台・償浜 ・福井・京都・神戸 ・松江・高松・沖縄
出 張 所

re1 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 諌 結

ｾ面白 よりよき環境へ技術で挑む一 一

窃 v 株式会社憲章研

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋町 3 番丁681在地 ( オートセ ンターピ Jレ2階)

郵便番号542 電 話 大阪 (06) 768- 5  0  3  1 番

東 京 支 底 東京都千代田灰九段南 2 丁目 2 番 5 号( 九段ピル 8 階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

$  新日本空調株式会社

大 阪 支 庖 大阪市北区堂島浜 1 丁目 2 番 6 号 ( 新大ピル)

電話 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代 )

本 社 東 京都中央区 日本僑本石町4- 2(三井第二号Jj館)

電話 (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 ・ 札 縦 ・東 海 村 ・北 陸 ・大 分

cl eanOi r  
丸

。iEEZ壬j要性零会fさ
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⑥ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

本ヰ出 京都支底 京 都 市 南 区 西 九 条 22 田 町 2 0 番 地 内 1

包 括 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 (691) 1045  

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 天 渦 1- 5- 2日 常 話 ( 06 ) 352- 3501(代)

三 重 支 底 涼 市 栄 町 2 - 1  1  1 電 話 ( 0592) 26- 361α間

四 日 市 営 業 所 四 日 市 市 西 末 広 町 地 問 ( 0593) 53- 7431( 代)

滋 賀 営 業 所 大; <11市 打 出 浜 13 - 1 5 ma古( 0775) 22- 9738附

名 古屋 営 業 所 名 古 屋 市 中 川 区 百 船 町 電 話 ( 052) 363- 0681( 代)

空 気 調 和 ノ/ 、¥ 搬 送 機 設 備

給 排 水 衛生 可 ζ 7 設 計 施 工

第ーエ索抹式会私

大阪支庖

大 阪 支j吉 〒 530 大 阪 市北 区 西 天 満 3 丁 目 6 番 1 4 号

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 )

本 社 干100 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁 目 3 番 1 号

電 話 0 3 - 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表 )

@ 醤 暖 房 防

司5=. .  ・......

③首抽選 尉E

ーーーーー・・. ，可 : 1: 11唖: 1

r : - moDA隔でコ 空 気 調 和 設 備

設計施工

換気・除塵設備

東 洋 熊 工 調 信 機 武 舎 後 六 陪 安 倍

@平山互業株式会社

大 阪 市 西 区 軍 事 本 町 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京続中央区京僑 2 丁目 9 T  E  L ( 562)  1 3 5  1  

支 腐 名 古 屋 ・ 偏 岡

大阪市西区江戸l ! 1 - 22- 7 T E L ( 441 )的 1994・( 443)側0331

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

空気調和設備・給排水衛生設備 ・上下水道施設

預境衛生施設・公害防止施設 / 設計・施工

⑫ 山 田 工 鑓 繍 京8t t

本 社 大阪市北区西天満 5 - 11-12 電話 06- 313- 1846

JE &j E22 23 大阪市北区西天満 5 - 11 -12 電話 06 - 313 - 1846 

Z 芸毒霊祭 枚方市甲斐回東町 9 番 3 号 電話0720- 49 - 2128 

設 備 部 大阪市北区西天満 5 - 11- 12 電話 06- 313- 1846

ｾ剛容車禁 枚方市甲斐回東町 Ｙ 番 Ｓ 号 電話0720- 49- 2128

本社且菅工事事車部 大 阪 市 西 区 京 町 姻 1 - 6  - 8  l IWi06(443)8161(大代表)

環IJ ! 装故事業部大阪市淀川区 三滞届南 1 ー 1 - 35 電話 06(308)1491(代 器 )

東 京 支 応 東 京 都江東区亀戸 1- 8- 4 (由回ピル) 包括 的 (683)8421(代 表 )

名 古 屋 支 庖 名古原市中区栄 2 ー 16- 13(京極ピル) 屯話052(202)0077(代 表 )

制 問 主 庖 福 岡 市It H区情; 1: 駅東2+30(いわきピル) 司l J 8092(451)3456 

出 狼 所 神 戸 ・ 松 山

活字のない印刷

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

⑨日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

35 25西原衛生工業所大阪庖

大阪 市 大 淀 区 中津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3531.

支底・ 営業所 福岡 ・京都・ 広島 ・天理・川西

本 社 干545 大阪市阿倍野区阪南町7-5-30 . 06 (692) 1111代

日本写値センヲー 〒892 鹿児島市名山町4-7 三宝ビル 曹 0992 (26) 4371  

津山写植セン安一 干708 津山市大手町8番S号 機範底会館 . 0ぉ82 (4)  1771 

沖縄写植センヲー 〒筑泊商風原村兼城 沖縄印刷団地 雷 O鑓8 (55) 61∞ 

F U T A B A Y A  D E C OR A TO RS ，L T D  

建築物商制自等造作工事、家具建具・室内装備工事

内 外 装 飾 織 物 ・窓 掛 敷 物 壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

図 翻 ニ葉屋装備工業株式会社

( 創 業 大 正 7 年 )
取 締 役 会 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ( 06) 349- 9 1  9  3 代 表

大阪府知事建築業者許可( 般- 4 8) 第 12064号
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⑤ 

陽 電 気 株 式

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

壮 大 阪 市 北 区 中 之 烏 3 - 2  - 4  倒 日

T E L  大 阪 06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 ( 代 )

市 垂 水 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大 阪 06 ( 3 8 5 ) 1 3 o 1 (代 )

都 市 有 庶 民 幅 広 崎 鹿 野 町 2 1  

ｔ ｅ ｌ 京 ｬＺ ｾ 075  ( 3 1  1 )  1  1 8 5  ( 1-1: )  

市 中 央 区 誕 院 1 - 1 4 - 8

T E L  悩 間 四 2 ( 7 7 1 ) 6 1 6 8

電 気 股 備 の 頁

社
ふ
一

A

設 計 施 工電 気 設 備

朝

電 気 ・ 言 十 装 工 事 設 計 施 工

栗 原 工 業 株 式 会 紅

ー逮

回吹

中:

本

事司士宮曽銭高時

京書官省担陣所

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T E L 0 6- 313- I I OI

支 l苫 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 踊 ・ 京 都 ・天 王室

大 阪 商 ・ 神 戸・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原栗取締役社長

ぬI 問補 間 出 張 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正

社

電 気 工 事 設 計 施 工

一一
一

株 式 会 社

男

大阪市東区高関橋五丁目 二八番 地 電話大阪 (202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 回 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・ 丸 / 内・ 名 古 屋 ・福 岡

営業所・出狼所 全 国 主要 都市20ヶ所

常 務取締役支社長
キ土

怠

ヨド

支

出 張 所

電 気 工 事 設 計 施 工

令富士電業株式会社

社

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 笠 岡 工 事 段 針 路 ヱ

ｾ＠
中 実

大 阪市 西 区 北 堀 江 上 通 1 丁 目6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

回
取締 役社長

社本

十t

底

庖

本

ヲE

支

営業所神 戸営 業所

込

電気・計装・空調工事設計施工

1 7 vト 国 気 工: /=. J 二二戸J レ ヲ 職 式8 f t

総 合 綾 備 工 夢 〈段 計 ・ 施 行〉

電気・アンテナ ・送電線・プラント ・計 装 ・空 調 土 木 ・建 築

⑧ 

山 本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 下回 l 番 3 号

T E L  06- 364- 3056  (代)

東京 ・神戸・広島・岡山

名 古 屋 - 岡 山 ・札 税 ・ 苦 小 牧 ・ 浜 松 ・滋 賀

京都 ・高砂 ・三原 ・徳山 ・松山・新居浜 ・福 岡 ・沖縄

、必ュ

1旦方く
取締役社長

本土

支 1古

事業所

本

社太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

.eB  

大 阪 市 福島 区 福 島 7 ー2 2 - 8  

T E L  (  06) 45 2 - 1151  ( 大代 )

東 京 ・名 古屋 ・ 大 阪 ・広 島 ・福岡

四林取締役社長

本土本

Board&Sl ate 

@明

Standard 

安時

黒 板フ タ パ

事業所

ナニワ媛勾12ii
3 寸緩旬最適軽量7J" 止付( 空葺 )瓦

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

阪

市

掴

埠

区

司
一

町

T

目

七

円

一
電

話

削

A

O

六

五

盟
，、

代 表 取 締 役 坪 井 大

大阪市北区西天満 2 丁 目 6 - 8 ( 堂ピル 7 際)

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 精 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代 }

川 崎 ・ 栴I t5 : i 原・堺 ・ 福 山

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( 堂ビル 3階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京都港区新橋 2 - 1  S  ( ニュー新橋 ビル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代 )

堺 ・ 千 葉 ・ 字 都 宮 ・ 熊 本

社 寺 数 奇 屋 用 1 ・大 仏 瓦

床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 ・… 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

内 外 装 周 様 変 美 術 タ イ ル … 大 仏 タ イ ル

新 発 売 ・0 ・古 代 土 器 調 高 温 〆 タイル ーー 大 仏 古 代 タ イ ル

ゆ

ツ

体 |盤主金主 ｌ ー ｾ
京 都 市 東 山 区 今問 軒 大 仏 池 田 町 9 町 9 075(541 )3344(代 )

東 京 都 斬 宿 区 西 阜 稲 田 3 丁 目23番 8 号 03 (202 )1801 ( 代 }

早 稲 田 セ ン トラ ル ピ ル 1 F  

京 都 清 水・ 山 岨 欄戸
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奉 仕 感 謝 の 底

タ イ ル 工 事 施 工

⑪: = '1) J奪 家 意 高 志

ヨ臨 祉 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 ー 13- 33( 靭本町パス f事前)

電 話 大 阪 06( 532) 代 0461 . .  550 

同 内 1 ・股省飽ｾの防火材料
品 |

業 | セメント系吹付材 ソリジットスタイン 基 材 附 o  0  0  3骨

品 |特 殊 リ シ ン 吹 付 材 エ パ ウ オ ー ル 基 材 開 o0  0  3 骨

アクリル系吹付材 エ パ ー サ ン ド 基 材 開 等 0 0 0 4 骨

社 大 阪 市 東 住 吉 区 駒 川 町 3 - 5 4 電 話 ( 06 ) 702一7814- 7  

東京司E喋 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 .ii 青

吾1・B E E . 3 1 d  

様式会社 JIl Jl I商 庖

大阪. . . 鎌pJi 干 5 3 1 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 南 1 ー 1 ー 1 6

T E L  0 6 - 4 5 8 - 1 8 7 2 - 6  

本 社 〒 1 0 5 東 京 都 港 区 西 新 橋 : 2 - 6 ー 1

T E L  0 3 - 5 0 3 - 5 3  0 1  tI: 

東 京 営 蝶 所 干 1 5 0 東 京 都 渋 谷 区 松 潟 2 - 1 8 - 2

T E L  0 3 - 4 6 5 - 8 6 1  1  tI: 

札 幌 出 張 所 〒0 6 4 札幌市中央区南+ 四条西6 行啓グランドハイツ 9 0 5号

T E L  0 1 1 - 5 1 2 - 7 6 8 9  

割《サンケークロス

J' I 島 株 式 令 私

本 社 東京 郎 中 央 区 日 本橋 小 伝 馬 町1- 4 0 T E  L ( 03) 663- 3371 

大 阪 支 庖 大 阪 市 平 野 区 背 戸 口 2 - 14ー 14 T  E  L  ( 06) 702- 8102 

支 底 名 古 屋 ( 052) 932- 1381 札 幌 ( 011) 741 - 3721

広 島 ( 0822) 93- 4676  

I@ 
1( 1/ τノ壁装材

光 建 産 業 株 式 会 社
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本 社 干141 東京郎品川区西五反田 2- 34- 4 T E L  03- 492- 7341 

東京支底 〒143 東京郎大田区平和島 6 - 1  - 1  T E L  03ー767- 3411

物 流 ピ J レA 棟 AE 5 - 1

大阪支庖 〒538 大阪市鶴見区茨田大宮町301ー 1 T E L  06- 913ー 1031

別注壁紙( クロス) 御相談は

シマクロスで

。L マクロス株式会社

〒550 大 阪 市 西 区 本 田 3 丁目 2 ー 18

T  E  L. ( 06 )  5  8  1  - 7 4 6  1  ｾ＠ 5  

E 話語調- = 可書霞温語圏B : I

E 3.1.  . . .  層調・・・・四回・・・・国・

関 ヨE 彊 置 酒 田 園 冨

(壁 用 ・ 床 用)

(ボード類直貼り接着材)

(土質安定周石膏)

サ ン エ ス 石 膏 株 式 会 社

大 阪 本 社 〒530 大 阪 市 北 区 堂 島 2 丁目 4 - 1 7  

関 西 営 業 所 T E L  0 6 ( 3 4 4 ) 6 5 2 6  

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支J吉

大 阪 市 東 区高 陸軍備 2 丁目 9 野 村 ピノレ5階 電 話 大 阪 ( 202) 4905

をきらった( 誕生) アダルト感覚

【アースウェイブカーテン E

〔ラグジュアリーカーペット E

回 日 本 ブ 山 一 ン 刷 会 社

干540・大阪市東区鎗屋町1丁目M番地・ヤリヤマチピル

T  E  L  06仰43) 6  4  8 1  (代)

更 に 充 実 の

**- ' 7a x.冨= 3集新発売. ゲ

見 本 帳 御 入 用 の 節 は 御一 報 下 さ い

雫主君定額幅白書倍大阪支店

悶ヨコ
〒564 吹 田 市 広 芝 町 13 - 31  

T  E  L  06( 386)  6  5  1  1  ( 代)

ヨドキ土・隻装館 干 160 東京郎新宿区新宿 2 - 8 ー l

T  E  L 03 ( 354)  2  6  4  1  ( 代)

カーテン・壁装材

新たにショールームが完成/

皆さまのお越しをお待ちいたしております 。

株式会社ブフ工テキスタイjレ大阪支底

〒 541 大 阪 市 東 区 平 野 町 3 - 6 - 1

平 野 町 セ ン チ ュ リ ー ピ ル

特殊壁装材製造販売和室に最適

四・察ナご; ! ?)(株)副 J:J:J ! ] D:::l 



日東工業( 株)

本 社 ・大 阪 ( 0 6  )  2 6 4- 1  0 0 0  (代)

底 東 京 ( 0 3  )  6 6 2- 2 8 7 1  ( 代)

基礎杭と土留のコ ン

・名古屋 (0 5 2 ) 9 5 ト 7 1 6 5 (代)

工場・大阪・奈良・千葉 ・徳島 ・島根

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗 布 防 本 ' / ート防水 ・モルタ Jレl山本

・樹脂注入接着工法 九種樹脂注入彼- i ' f Mi 修 じ 'μ

・ 亀 裂 術 修 工 事 件樋樹脂注入 ・充 填 ・コーキング

・ シ ー リ ン グ 工 事 シリコン ・チオコール ・ウレタン ・アクリル

・吹 付 工 事 7 7 ' ) ) レ・リシン ・卵 性 7 イJレ・その他

く〉建 設 業 許 可 大阪府知 'J 日午" j " ( 般ー 53) ei' ;51225l ;  

。 日本シーリング工事業協会々員

大阪市北区末広町 3 - 2 1  I.Lι ¥ 品. : : 1: : . ' 1コト ...... ←主主工

ｊ Ｑ ＡＮ 利 ｉ 也 ｊ 背 ｨｾ ｬｂ ｦ ピル ＲＰＱ s  ｉｾｉ＠ ;.f' τ +守 3・r .rて7 4. J 1I

T E L  06( 3 15) 070 1  ，..・， .  -."，. ，ＭＮ・ｾＭ同・ ｲｯＣ I  

手二J DCS A 菅二: "0包#-:二」ト

セキサンパイル ( S M .A C  P C. R C)  

カネライトフォーム A L C 鋼 材

建 築 材 料 一 式

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代 点 取 締 役 ; 賓 岡 浩

本 社 〒 629- 31 京 初 府 竹! Hl! 1網 野 町 下 網 野

T  E  L  ( 07727) 2- 2  2  2  0  ( 代)

舞 鶴 P:・業所 干 624 舞 鶴 市 郎 米 1 6  0 - 1  

T  E  L  ( 0773)  7 6 - 0133( 代)

111 C 回

〆::1'"，

ｩ ｾ 三 ， ｺ
Z吋d fJ Z

Ｐ ・ Ｍｾ 守

NOIl 

膨 張 材 JI¥野田エクスパン

防錆剤ヲヌｾＭｲＢ［［Ｂ

Jll 野田セメント様式倉紅

本 音11 東京都江東区豊洲 1- 1- 7  T E L  531-4111 

大 阪 支 庖 大阪市北区梅田 1 - 8  - 17 T E L  341-8331 

支 庖 キ凶晃 ・仙台 ・東 京 ・名 古 屋 ・大阪・高松 ・広 島 ・福 岡

製造元日宮マスヲーピJ I ，ヲ' ! . . . ^株式会抱

販売元 凋t モ2・I J コI f . . ! l 勾雇主税&玉、t 壬達示主

本 社 / 点 京 郎 港 区 六 本 木 3 - 1 6 - 2 6 .. 03- 弱2-8811

k 阪 F < j ; 所 / 大 阪 市 東 区 北 浜 3 ー 7 雷 06-202-3294

。 ＾Ｗ｟｜｜ｊｾＭ 鴨代の断熱用シｾ人
Jジ『・ 4 み

目立バイナリーシート P
目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術で積層した，二重栂造の断熱兼用二重防水シートて' す。

自 主 電 線 株 式 曾 批 判 闘 刊田区丸の内2 T E l 慨〔干代田ピル)

デンカC S Aファミリー製品

・安二J OCS A … … … … … … … … … … コソクリートのひびわれ防止に

( 膨張性 混和 材 )

・子二J O弓ヌヨニJ . . …………….  . … … 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

( グ ラウ ト用 無 収 縮材 )

ＮＷＮ Ｑ二 ｊｏ 司 ｆ ＺｉＭ子吻 ｉｊｾＮ ……………・コンクリート躯体の漏水補修に
( 止水・補修 用 急硬 セメン ト)

・寄与nES. … … … … … … … - … … … 地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬材 )

・子二J OZI OOO・……・・……- …・…ーコンクリー卜パイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和 材) ハイモメン卜製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 高 事 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東 京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  

小 浦 産 業 株 式

4 凸』

ｾ＠ 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

株 式

会 社

ト

、
コ--

T E L  滋 賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 8 ) 3 - 2 3 8 1

49 



発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

-・・・

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ y タ ー ・ リ ン グ グ リ ル ⑪ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ ピ ー ア ッ フ ・ @ シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 間 谷町 1ー 12 日 生 ビ ル 宮 ( 943) 6571代 表

東 京 ・償 t兵・盛岡・郡山・水戸・浜松・岡崎・名古屋・富山・大津・京都・堺・神戸 ・広 鳥 ・ 福 岡 他 全 国 主 要 都 市

| 建| 築| 技| 術| の| 出| 版| 案| 内 i

E ヨ調百回寝室調| 溶 接 読
昭 和55年

No . 3 4 6  

定価

同 編 集 部 編

目 次 構 成 / 1. 荷 重 お よ び 外 力 2. 応 力 解

析 3. 基 礎 構 造 4 鉄 筋 コ ンク リート造

5 .鉄 骨 造 6. 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

7. 木 構 造 そ の 他

・ A 5 ・430頁 定 価3，800円・送料200円

|震建築工事検査の実際|

亀 田 泰 弘 監 修

現 場 経 験 の 浅 い 技 術 者 で も 工 事 検 査 の 責

任 を は た せ る よ う ，現 場 に 即 し た 試 験 ・

検 査 の 技 術 を 懇 切 で い ね い に 解 説 し た 初

の工事検査方法指導智。

・上巻 8 5・453頁 定 価6，000円・送料250円

・下巻 8 5・535頁 定 価7. 000円・送料250円

上下揃( 都内送料350円 地 方 送 料500円)

鹿沼彊回目隈霊園

同 編 集 部 編

建 築 工 事 で 起 こ り が ち な 事 故 や 失 敗 を 未

然 に 防 く た め の 好 資 料 。 調 査 ・着 工 段 階

か ら 設 備 工 事 ま で の 失 敗 例225例を収録。

それぞれの原因と対策を解説した実用書。

執 筆 者55名。

. 8 5 ・279頁 定 価3，600円・送料200円

井 上 博 著

建 築 設 計 の 実 務 に 携 わ る 著 者 が 過 去 のfi

:ill J . l 体験をもとに ， 主 と し て 殺 し み や す

さ と 読 み や す さ に 重 点 を お い て 執 筆 し た

設 計 者 と 現 場 マ ン の た め の わ か る 溶 接 の

入門官。

. 8 5 ・149頁 定 価2，900円・送料200円

f i I 筋 本1
井上博・ ｾｴ 小路宏共著

納まり や す く 施 工 し や す い 配 筋 を 旨 と し

て 基 礎 ， ス ラ プ ， 壁 と I1廃を追って配筋方

法 を 示 す と と も に ， i'i c筋 検 査 で 見 ら れ る

欠 陥 に つ い て 正 し い 手 直 し 方 法 を 優 先 順

位に解説。

. 8 5 ・162頁 定 価3，200円・送料200円

15最新場所打ぐい工法i

北 中 克 己 著

工期と工' i . ' i . を狂わせ，くい性能をも大き

く左右する トラブルの数々 一一一そ れ ら の

笑例 や 現実 的 な 対 応 策 ， 設 計 お よ び 施 工

6 月号の内容 ￥フ8 0

東北工大 5号館の震害修復 ( 東北工大) 川股 重也

l l ! 築悶塗料・吹付材の選び方 ( 神東塗料) 高矯孝治

傾斜土凹層に対する P C ぐいの1・[ 入性( 住宅公団) 上iI 洲 消

l l ! 築企画. 冷凝倉庫 ( 企画 協 会) 福閲穏一郎

住宅団地の新しい汚水処埋方法 ( 住宅公団) 泉 信朗

省エネ型個別式空調システム ( 鹿島悠設) 岡本 f，i 

わかる設備( 1 ) (Zi fg 務所) 井上
|専

構造設計メモランダム( 4  )  ( 日 住 設 計 ) 猪 井 昌 博

在来木造住宅構法の地域特性( 16)
( 山本長本 )  

l J ! 築設計事務所 山本長水

建築経済統計図表 ・フォトニュース ・ トピックス ・鐙築家

の良織 ・読者コーナー ・海外の話題 ・建材の動向 その他

管理のポイン卜を的確に示した異色の{!}o I 直 後 購 読 ご 希 望 の 場 合 年 間 予 約 金 ￥ 9 ，3 S 0 ( 送料共)

・ A 5 ・325頁 定 価3，500円 送 料200円 l 全 国 書 后18日 一 斉 発 売 / 最寄りの替庖にご注文下さい。

⑤ 160 * 京都新宿附宿i I I : 1 : I J 中島ビル 8 . 宿 有 限 会 社 建 築 技 術 握 替 口 座 東 京 間

so 



設備合理化に貢献する

雪道!I!.J : ユトヨ山: J O

S K - l 00S標 準 型

S K型 | 層式( 桝) / 2層 式/ 3層 式/ 床 置 式/ 土 問 用

・実 用 新 築 特 許 第 1196331号

( ステンレス製)

厨 房 の 汚 水 に 含 ま れ て い る グ リ ー ス 分 は 配 管 設 備 を 著 し く 損 傷

します 。 し た が っ て 績 傷 を 防 ぐ に は 配 管 設 備 の 手 前 に お い て 組

集 す る の が 配 管 設 備 を 長 く 使 用 す る コ ツ で す 。 S K式グリ ー スト

ラ ッ プ は こ の グ リ ー ス を 阻 集 す る ば か り で な く 卜 ラ ッ プ ・マ ン

ホ ー ル ・受 カ ゴ ・ ス ラ イ ド 板 ・排 水 管 ( フ レ キ シ ブ ル ジ ョ イ ン

卜 ) に 至 る ま で セ ッ ト に な っ て い ま す の で 突 貫工 事 に も 充 分 間

に 合 い ま す 。 文 、 従 来の 鋳 鉄 製 ・ 鉄 筋 防 水モ ル タ ル 製 の も の は

重 量 的 に み て も 取 付 回 数 が か か り 大 幅 な 人 件 費 が 必 要 で す が 、

S K式グリ ース ト ラ ッ プ は 軽 量 で 簡 単 に 取 り 付 け が で き 、 据 付 費

が 大 幅 に 低 減 さ れ ま す 。 又 、 残 i査は受カゴで取り除き、 トラッ

プ 本 体 は ス ラ イ ド 板 に よ り 仕 切 っ て あ り ま す 。 こ れ を 取 り 外 す

事 に よ り 清 掃 が 簡 単 に で き ま す 。 特 に 各 部 品 が 腐 食 し な い の で

大 変 衛 生 的 で す 。 又 、 サ イ ズ が 豊 富 に あ り ま す か ら お 底 の 大 き

さ、 種 類に 合 わ せ て 無 駄 な く 選 定 で き 大 変 経 済 的 で す。

弊 社 は 日 本 で 初 め て グ リ ー ス ト ラ ッ プ の 規 格 化 を 図 り 既 に 全 国

間 に 発 売 致 し て お り ま す 。

こ れ ら の 製 品 は 設 計 事 務 所 ・ 建 設 業 社 ・設 備 業 社 を 始 め 各 方 面

か ら 多 く の 引 合 を 頂 き 、 弊 ヰ 土 も た ゆ ま ぬ 研 究 を 続 け て お り ま す。

又 、 規 格 品 の 在 庫 も 多 く 持 ち 皆 織 の 需 要 に お 答 え し て お り ま す。

尚 、 規 格 外 の 製 作 も 致 し て お り ま す 。

〈お も な 納 入 実績 〉

札 幌 全 日 空 ホ テ ル/ 札 幌 グ ラ ン ド ホ テ ル/ 厚 別 副 都 心 商 業 セ ン タ ー /

青 森 グ ラ ン ドホテル/ 仙 台 タ ー ミ ナ ル ピ ル / 新 潟 新 堀 地 下 街/ 新 東 京

国 際 空 港/ 筑 波 学 園 都 市/ 津 田 沼 北 口 再 開 発/ 東 武 デ パー ト/ 迎 賓 館

/ 第 一 ホ テ ル/ 三 井 物 産 大 手 町 ピ ル/ 安 田 火 災 海 上 新 本 社 ピ ル/ 野 村

不 動 産 新 宿 ピ ル / 新 宿 セ ン タ ー ビ ル/ 池 袋 サ ン シ ャ イ ン シ テ ィ / 西 武

デ パ ー 卜 浜 松/ 豊 矯 フ ァ ミ リ ー プ ラ ザ/ 名 古 屋 タ ー ミ ナ ル ピ ル/ 千 里

レ ジ ャ ー セ ン タ ー / 吉 本 ダ イ ヤ ピ ル/ 阪 急 グ ラ ン ド ビ ル / 大 阪 駅 前 市

街 地 改 造 ピ ル/ 国 鉄 吹 田 駅 前 市 街 市 再 開 発 ピ ル/ 三 富 市 街 地 再 開 発 ビ

ル A 棟 / 広 島 ス テ ー シ ョ ン ビ ル / 鳥 取 一 番 館/ 高 松 ワ シ ン 卜ン ホ テ ル

/ 徳 島 大 学/ 平 和 会 館 新 博 都 ビ ル / 西 日 本 新 聞 渡 辺 ピ ル / 福 岡 天 神 地

下 街/ 沖 縄 西 武 オ リ オ ン ホ テ ル/ 他

〈営 業 品目 〉

SK式グリーストラップ/ SK式 ガ ソ リ ン ト ラ ッ プ/ 雨 排 水 ト ラ ッ プ/ 散

水 栓 ボ ッ ク ス / パ ル プ ボ ッ ク ス / 他 ス テ ン レ ス 製 品 加 工 全 般

設 計 ・製 作 ・ 販 売

※ カ タ ロ グ ・資 料 ご 希 望 の 方 は 大 阪 営 業 所 へ ご 一 報 下 さ い 。一一一一一一一

製 造 発 売元

下 回 機 工 株 式 会 社

大阪営換所/ 干532 大阪市淀川区西中島4- 5- 9( 浅井ピル) f t  06 ( 304)  5481納

本 社 / 干 130 東京都 豊 国 区 東 駒 形4- 6一則和幸ピル)
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; 芸品12337t l BEレヲ J l J 9J l

錆 び な い ノ

われない. ノ

燃 え な い ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( 5 P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( 5 T  L )  

・ オ リ エ ン タ ル サ ン セ ラ ム ( 5  5  )  

波 板 規 格 S 小波・ S 大波・ V 波 ・ ボ ッ ク ス 波 .w ジ ャ ン ポ 波 ・ V デ ッ キ

s v ジ ャ ン ボ 波 ・其の 他、
用 途 平 板 ・ 波 桓 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 苔 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

議議市 IJ I !J 9 旭 川t 製造株式会誼

大 阪 本 社 〒660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 2 6 松 本 ピ J レ 沼 稲 大 阪 ( 06) 412ー 5131( 代)

営 業 本 部 〒660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 44 電 話 大 阪 ( 06) 488ー 1081( 代 )

支 底 及 工 喝 大 阪 ・九州|・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 東 条 ・ 刈 谷

姫 路 ( 東 洋 建 材 工 業. 株 )

東 京 本 社 及 工 場 〒335 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 蕨 ( 0484) 42- 3115(代)

支 唐 及 工 場 東 北

建築に新しい時代を拓く内・外壁材/

l簡に芯ヨィー

- 年中快適

・耐火パネル

- クラックが入らない

・工期の短縮化

4
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用
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造
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府

高
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市
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G

邸

)

最 高 の 技 術 が 生 み だ し た

新 し い 素 材

ヘーペJL
<> 

誠艇重

⑧ jT51悪霊哲事現)

- 吸音吹付化粧材

耐火・防火・断熱・結露防止

ソノライト 22ii

明 石 支 底 〒673 明石市西新町 2-12-14 ' A' 078 (922)  0007 (代)

高槻営業所干569 高槻市宮田町 2- 1  -29 'A' 0726 (96)  2889 

中国営業所〒742 柳 井 市 宮 本 浜 (柳井総合卸センター内)

宮1: 08202(2)5211 

52 



可とう継手、

そして舎、

昭和40年、日本住宅公団の市千却也再

開発により幕開けた高層住宅日新℃。

長谷川鋳工所は、日本てや初めての排

水管用可とう継子ーワンマン継手てやこ

れに対応、その完壁な機能てや絶賛を浴

びてまし、りました。この多くの実績・経験

をベースに、治資|全・作業性など、数々 の

ニーズに応えて今、新可とう継手〈ワン

マン B ) の誕生です。

・画期的な価格ダウンノ

・作業を大巾スピードアップ/

・抜群の可とう性能/

・安心できる実績と信頼性ノ

・防錆効果に優れた⑪コート採用/

⑪郡長笹川 ｬ 鋳ＺＱｾ斤
本 社/ 東京都千代田区神田淡路町 1- 2  n (03 )255-4051聞

大阪営業所H (06)315-8900附/ 横浜営業所合 (0467)78-3235

工 場 合 (0482)22-5175附

15年。( ⑪li{g

〈ワンマンB⑮〉

留挫圏直

掴匹"--- j 畠-

9 0

0

L L  s  5T 
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80年 代 を 担 う 画 期 的 な 新 材 料

書強力不織布ルーヲィン釣ノリーズ

新強力ギル・強力エイト

強力アスロン・強力キャップル

強 力 不 織 布 ル ー フ ィ ン グ の 特 長

. 耐疲労破断性/ 澗リ性 が高〈、くり返し応力 に耐 える。

強力不織布ルーフィングは、強じんで高い!神l性 を 持 っ

てし、るのでL 下，___.-- 地挙動による局部応力やそのくり返

しを受けても容易に破断しません。

これに対して 剛性の低い/ レーフインクe

目 、 、
r  

は 変 形 し や す く 簡 単 に 伸 び て し ま

ｾＮ ｲ 材。 手 当 ｉ ｾ、疲労破断が生じやすくなります Ｐ
.δ 駁 訟 ね 討I1 _ _ _ _ _  

。 ｡ ｺ 河 写よｾレ ＭＭＭＭＭ . 耐久性 / 腐 朽 変質 する おそ れ が

匹ヨ引| な〈長期 問 の 防 水 効 果 をf保呆証する。

E図司 - - - - 三 強力不織布ル一フイングは基材自

E匂ヨ - - - - シぺ/ 身射カがf哨腐ら凶山ないしい、合成緩働雌蹄雌佐肘れで亡、 しかも

立駒οｾ､ｬｬ＠ し--一.

-- _司=、ミ吋訟語諸' 久性にす引くぐ伊札れたアス夕イトを用い

二- - - - - さにー で あ り ま す の で 長 期 間 腐 朽 変 質 す

ばぎ ち長 さｾぅ 必るおそれがありません。
22 1 之ミミ惨謡史E4 ・寸法 安 定性 / 形 状 が 変 化 せ ず 安

Ａの立防 官ｾＮＮＮＮＮ［，ＮＮ･Ｎミ ミ 定し Tこ防水層を形成する。

は 防 水 工 事 用 ア ス フ ア ル トの J I S化 、昭和52年 に は ス 強 力 不 織 布 ル ー フ イ ン グ は 、 寸 法 安 定 に す ぐ れ た ビ

トレ ッチ ル ーフイング( 不織布ルーフイング) およ ニ ロ ン編む宇佐不織布を用いています。 Il &i 畳、吸ノドや温

ぴ 穴 あ き ル ー フ イ ン グ の J I S化 が行われました。東西 度 変化 によってルーフイング類に伸縮が生じること

ア ス 協 組 で は 、 さ ら に 理 想 的 な ア ス フ ア ル ト 防 水 シ な く 安 定 し た 防 水 機 能 を 維 持 し ま す。 そ の 上 耐 水 性

ス テ ム の 確 立 を め ざ し て 鋭 意 研 究 を 重 ね て き ま し た にすぐれたアスタイトが個々の組改径を完全に被覆し

が 、 こ の た び 独 自 の 画 期 的 な 開 発 技 術 に よ り 、 新 し ているため乾湿のくり返しによる形状変化をおこさ

い ル ー フ イ ン グ 、 強 力 不 織 布 ル ー フ イ ン グ シ リ ー ズ ず 安 定 した 防 水 層 を 形 成 し ま す 。

一一一一「新 強 力 ギ ル ・ 強 力 エ イ ト ・強 力 ア ス ロ ン ・ ・柔軟性 戸低 温 で も脆 くならず 、寒冷地の防水にも

強 力 キ ャ ッ プ ル ーの 製 造 に 成 功 し ま し た 。 そ の 製 造 好適 で あ る。

技 術 は わ が 国 で は も ち ろ ん ア メ リ カ や ヨ ー ロ ッ パ な 嵩 だ か な 基 材 と 低 温 特 性 に す ぐ れ た 針 入 度 指 数 の 高

ど主要諸外国の特許も取得しており 、 まさに80年 代 ぃアスタイトとの相乗効果によ って 、 き わ だ っ た 柔

を担う待望のルーフイングといえるでしょう。 軟性を示します。

ア ス フ ア ル ト防 水 は 、 建 築 諸 工 法 の 変 革 に と も な い

幾多の変遷を経て今日に至っていますが、 70年 聞 の

実 績 に 裏 付 け ら れ た 安 定 し た 評価 は、新しい材料と

工 法 の 開 発 に 支 え ら れ 、 さ ら に ゆ る ぎ な い も の と な

っています。東西アス協組は貧 IJ 立 以 来25年にわたり、

現 代建 築 の 要 求 に 対 応 し つ つ 、防水界を リー ドし続

け てきました。アスタイトや強力 ギル ソ イ ド な ど 、

新 材 料・新工法の実績が高く評価 され 、昭 和 46年に

① アスタイ卜 Ｑ Ｎ Ｕ ｾ

②強力エイト

③ アス タ イト ＱＮ Ｒ ｾ

④新強力ギル

⑤ アス タ イ卜 ＱＮＸ ｾ

⑥ギルス ポッ 卜

⑦立上 円強力エイ 卜V l  

⑧三星プライ マー0.3 t  l'  

PC- 2 5  

歩行用押え防水仕禄

(
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回
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価
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五
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円

Ａニのほか ｲｬｲｾ ・ ｲｬｲ Ｔｉｉｉｂｊ・ ｐｃＭＲＰ ・ ｐｃ Ｍ ＳＰ カ、あります |  

アスタイト

J  .5kg 

刷毛塗

歩行用押え防水仕様例 PC- 25

ギルスポット

強力エイ ト新強力ギル新強力ギル

PC- 25 

1 . 立上り隅は防/ . K 層の鍋傷を受けやすいので、 強力 エイ トV を用いて補強貼りとする 。

2. 貼仕舞には強力ガムシール を塗布する。

ｕ ｾ東西アスフアルト事業協同組合

V 田島ルーフインク株式会社

東京 〒 101 東京都千イt 田区岩本町3 11 13 電話 ( 03 ) 863 5631 

( 03 ) 862 8531 

電話 ( 06) 443 0431 10 5  

雑 誌 03379一一5

〒550 大阪市 西区京田T堀|大 阪


